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「では次の議題だが……………………堕だ竜りゆう軍ぐんはどうする」

　魔ま王おう軍軍令最高責任者であり、魔ま軍ぐん統とう帥すい官であるフギムニはたっぷりためらってからその言葉を口にした。人間の社会で言えば上級貴族に相当する存在だ。

　蠟ろう燭そくを模した魔ま力りよく灯とうの下で、長机を囲む複数の影かげが揺ゆれている。その輪りん郭かくは一いつ般ぱん的な人間に比べサイズ差が激しく、半分以上が頭部に突とつ起きを持ち、二割ほどはそもそも人の体ではない。フギムニは居並ぶ中では最も人間に近いが、彼かの女じよもまた角付きで肌はだは青い。

　周囲の影かげは一いつ斉せいに頭を抱かかえたり天てん井じようを見たりする。全員の挙動が「来ちゃったかあこの話題……」という内心を表明していた。

（ふぎ～～～～……！　私もだよクソ！）

　心中で毒づきながら、一通り弱音が出そろったのを見て取り、フギムニが再び口を開く。

「どうにかしなければならんだろう……もう三年だ。ディスパテ殿どのと大半の成せい竜りゆうを失っている以上、戦力はともかく軍としての体てい裁さいは保てん」

「しかして竜りゆうだ。先だって堕だ屍し軍ぐんも失った今の魔ま軍ぐんで竜りゆうを遊ばせている余よ裕ゆうもない」

「だが他の十じゆう堕だ臣しんの軍に丸々組くみ込こむには戦力が大きすぎる」

　やや思案。ぷにぷにとしたスライム状の影かげが小さく挙きよ触しよく手しゆする。

「分ぶん割かつして組くみ込こみ、各軍の戦力を底上げするのは？　竜りゆうはどいつも単体で戦力になろう」

　フギムニにとっては想定内の意見だ。なので、想定していた意見を返す。

「それが妥だ当とうではあるが。あの気位高くて扱あつかいにくい竜りゆう達たちが、軍を割ることに同意するか？」

「残存の筆頭は誰だれか」

「ゲハンノス殿どのは抜ぬけた。コキュトー殿どのだ」

　聞いた者達たちが一いつ斉せいに天を仰あおぎ、掌てのひらで目を覆おおった。

「「「「「一番めんどくさい奴やつじゃねーか！」」」」」

　フギムニの苦り切った表情が、灯あかりに照らされる。整った容姿といえる。人間の基準からすれば若そうに見えるが、これでも百は越こえている。ちなみに、未み婚こんだ。

「あーもう……どうする、通達。誰だれか」

「俺おれやだ。竜りゆうって頭も良いいから文官オレら舐なめてるし」

（私だって嫌いやだっつうんだよ！　むに～……）

　フギムニは頭を抱かかえる。魔ま王おうオルデンが健在の頃ころは良かった。魔ま王おうの威い光こうにより彼かの女じよの策も通り、十じゆう堕だ臣しんの軍も思うように差配できた。

（オルデン様崩ほう御ぎよからこっち、十じゆう堕だ臣しんの奴やつらは言うことなんも聞きゃしねー……。だから負けるんだろーが！　立場的には同格だぞちくしょー！）

　ひとしきり心の中でグチを言い放って、フギムニは表情を戻もどす。

「まあ……竜りゆうたちの事はまた別に考えよう」

「そうしよう」「後にしよう」「右に同じ」「忘れたい」

「おい最後の誰だれだコラ」

　異議なしと言った具合に彼かれら──魔ま軍ぐんの軍令部達たちは議題を次に移す。激変を続ける戦略図は彼かれらに休息を許さない。

（全く──三年前のあの日から、何もかもが変わってしまったな）

　フギムニが、かつての魔ま王おう城があった方向へ視線をやった。

　戦争は続いている。魔ま王おう軍にかつての勢いはもう無い。支配地も半分以上が取り返された。が、それでも未まだ終わってはいない。拮きつ抗こう状態にある戦線は多い。

（和平交こう渉しようも考えるべき時だが……押おされたままではそれも出来ん。というかそもそも十じゆう堕だ臣しんどもが納なつ得とくすまい。どうにかせねばな。あの気難しい竜りゆうを、何とかやる気にさせられれば──）
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「ほい、そこ間ま違ちがってる。カランタンは連盟じゃない」

「うあ、ほんとだ……えーとえーと、『連合五ヶ国はエイン王国・ヘイベル法ほう国こく・バルキア共和国・カランタン商業同盟・オルダネル帝てい国こくから構成される』こう？」

「正解。けっこー覚えてきたね。優ゆう秀しゆう優ゆう秀しゆう」

「えへえ。先生が良いいのね多分。なにせ勇者様と貴族様だもの」

　夜の森である。その中に、焚たき火びを囲んで一体の異い形ぎようと一人の少女の姿がある。

　異形は、マントを身につけた人骨……一いつ般ぱんにスケルトンと呼ばれる存在だ。ただ彼かれが傍かたわらの少女へとかける声は優やさしい。少女の声こわ音ねからも、彼かれを慕したっていることは明白であった。

　少女の方は（人骨と比べれば）特筆すべき点は特にない。この地方における一いつ般ぱん的な村人とそう変わりない装よそおいだ。ただ、その瞳ひとみと黒い髪かみの輝かがやきは魅み力りよく的といって差さし支つかえない。

　スケルトンの名をアル、少女の名はハルベル・エリュズと言った。

「ハルベルには何より熱意がある。学ぶ側としてはそれが一番重要だ」

　言葉とともに木々の中から現れたのは、騎き士し然とした装よそおいの女性。もう一人の旅仲間、ミクトラ・クートだ。

　彼かれらは十六になるまで村から出たこともなかったハルベルへと、基き礎そ的な読み書きや自みずからが住まう五ヶ国連合の知識、簡単な計算を教えている。

「えへへ……でも、村のために必要なんだもの。やる気にならなくちゃ噓うそだわ」

「だな。冒ぼう険けん者になること自体は結構ガバガバなんだが、工こう房ぼうを持つなら公おおやけに認められた魔ま法ほう使つかいの資格が必要だ」

　──およそ半年前。ハルベルの村の住人は彼かの女じよを除いて生ける死者達たちとなってしまった。一月前にアル達たちの協力により元げん凶きようは取り除いたものの、生前の意思を残す彼かれらを救うため、稀け有うな死し霊りよう術じゆつ士しの才を持つハルベルは必要な資格を取りに王都エイエラルドへと向かう旅路にある。

「ま、それはさておきミクトラ。罠わなどうだった。かかってた？」

「ああ……けどこれ、どうするんです……んん、どうするんだ？　まさか……」

　ミクトラは、微び妙みように口ごもりながら猫ねこほどもあるげっし類──要するにでかいネズミだ──を持っていた袋ふくろから取り出した。彼かの女じよの表情はややひきつっている。

「よし、飯にするか」容よう赦しやなく告げて骸がい骨こつが立ち上がる。

「わーい」森の村育ちでさして抵てい抗こうもないハルベルが歓かん声せいを上げ、

「やっぱり！」ミクトラが悲鳴を上げた。

　彼かの女じよは冒ぼう険けん者には珍めずらしく貴族の出であり、

「その、こういう──なんといっていいか、その、野や趣しゆ溢あふれる料理は慣れてな──」

「ハルベル、調味料出して」「はーい」

「聞いてない……うう、前の町で食料を買かい込こんでおくべきだった……」

「いい加減慣れなさい」

　すこーん、とアルが清潔にした岩の上で愛剣スカットゥルンドを振ふるい、ネズミの頭を勢いよく落とす。その光景にミクトラはげっそりとした顔で、

「それ、神から魔ま王おうを倒たおすために授さずかった聖剣とか言ってませ……なかったか……？」

「生きるためだ。許してくれるさ」

　しれっと死人が言い、てきぱきとネズミを捌さばき、調理を進める。皮を剝むき、切り分け、調味料で下味をつけて串くしに刺さし焚たき火びで炙あぶる。

「上手に焼けました～」

「うわおいし！」「うぐぐ……美う味まい……」

「こいつら脂あぶら乗ってて小細工抜ぬきでうまいんだこれが。……ま、俺おれ今味覚無いけど」

　そう言うアルは、魔ま法ほうで食料を咀そ嚼しやくする端はしから魔ま力りよく変へん換かんする。彼かれには消化器官が無いのでこういった手段を取る。

　食事が一段落して、ミクトラが炎ほのおを見ながらしみじみと息をつく。

「しかし……もうあと二日も歩けば王都エイエラルドか。色々あったな……」

「そうだな。色々あった」

「──ほんと色々あったね」「いやほんと」「マジでマジで」

　三者三様にこれまでの旅路に思いを馳はせる。色々あったのだ。

　ミクトラは火に照らされるアルの横頭ず蓋がい骨こつを眺ながめる。彼かの女じよの口調が先ほどからおかしな理由はこの奇き妙みようなスケルトンにある。

　三年前、世界を危機に陥おとしいれた魔ま王おうオルデンを倒たおした勇者・アルヴィス・アルバース。

（アルの正体はかのお方だ。魔ま王おうと差さし違ちがえた勇者アルヴィス様は、スケルトン・アルとして現世に舞まい戻もどった）

　経けい緯いあってそのアルと同道することになったミクトラだが、彼かの女じよは勇者アルヴィスの崇すう拝はい者といってもいいほどの大ファンである。出会った当初アルの正体を知らなかったこともあり、未いまだに態度が中ちゆう途と半はん端ぱになる。

（アルからは仲間として接してほしいと言われたし、努力はしているんだが……うぐぐ）

　油断するとすぐに憧しよう憬けいが顔を出すミクトラだ。目を閉じる。

（落ち着け……心の中に理想の勇者アルヴィス様像を創り出すのだ私……完全無欠の……公明正大……誠実紳しん士し……アルとは別人……アルとは別人……）

　苦労して精神の均きん衡こうを取とり戻もどし、目を開く。視界に髑どく髏ろが映る。

「どああ！」

「どああって」ハルベルは苦笑いだ。

　アルが表情には出ないものの、声こわ音ねに心配を含ふくませる。

「大だい丈じよう夫ぶかミクトラ、何か難しい顔してたが。ちょいと強行軍だったからな。疲つかれてるんなら言ってくれよ？」

「ぐわ！」

　たったこれだけでミクトラの豊かな胸の内が多幸感に包まれる。弱い。

「ぐわって」

「た、頼たのむアル！　私の心の平へい穏おんのためにあまり勇者様っぽくしないでくれ！　こう、ことあるごとに奇き声せいを発したり、定期的に虫を食べたり出来ないか？」

「いや別にいいんだけど、君そういう奴やつに友情保てんの？」

「あああああああ～…………くそう、私の友人が尊すぎる……！」ミクトラはじたばたと、地面を転がる。

「変なタイトルみたいなこと口走り始めた」

「見ないでおいてあげようよ。明日も歩くんだし、寝ねましょ」

　共に旅した一月で慣れてしまったのか、気にもせず腹を満たしたハルベルが「あわわ」と欠伸あくびを漏もらす。

「そだな、早めに休むか。ミクトラ、最初の見張り頼たのむなー」

「うううううう～～～～……了りよう解かい……」




　翌日。アル達たちは王都まで半日の場所にあるパルムックという名の村を視界に収めていた。太陽はまだ高い。

「無理を通せば今日中に王都まで着けなくもないが……」

　ミクトラが一応、というようにアルへ呼びかけるが、

「どうせ着く頃ころにゃ夜になっちゃうし、やめとこ」

　骨の判断にハルベルが諸もろ手てを上げる。

「さんせー。あの村で泊とまろうよー。髪かみ洗いたーい体拭ふきたーい」

「俺おれの財さい布ふ任せだからって気軽に言いますねこのお嬢じようちゃんは」

　やれやれ、と言うようにアルが肩けん胛こう骨こつをすくめる。とはいえ、一月前にハルベルの村で冒ぼう険けん者としての依い頼らいを重ねたため、懐ふところ具合には困っていない。

「そういえば、ハルベルは中々艶つやのある髪かみをしているな。王都の女性にも引けを取らんぞ」

「えへへ。お父さんがね、油と石せつ鹼けん混ぜた洗せん髪ぱつ剤ざい作ってくれてたんだ。町にあるやつ参考にしたんだって」

　ミクトラが納なつ得とくの表情を見せる。

「ああ、そういえば君の村がある土地は王領だったな……。王都を行き来する代官と共にそういった品も伝わるのか」

　言いながら、彼かの女じよは村へと向かっていく。アルとハルベルは足を止める。アルは見たまま死し霊りようである。何も断り無しで村に入れば騒さわぎとなる。

（上う手まく宿が取れればいいんだが……アルだけ野宿というのもな）

　王都近辺ともあって魔ま王おう軍との戦線からは距きよ離りがある。衛えい兵へいは配置されてはいない。

（だが、何やら騒さわがしいな？）

　ミクトラは村内へと入り、ややあってから村人を見つける。

「もしご婦人、少しおたずねしたいのだが──」




「魔ま物ものが山に？」

　十数分の後、アルらの元へ戻もどってきたミクトラが伝えたのは以下のようなことだ。

　村から一時間ほどの場所にある山に、最近得え体たいの知れない生き物が棲すみ着いた。恐おそろしい声を何人もの村人が聞いており、最近は狩かりも満足にできないという。

　三者が山を見る。標高で五百メル（一メル＝約一ｍ）ほど。さほど高くはない。

「どうも、ハルベルを有望な死し霊りよう術じゆつ士しと説明したら、期待されてしまったようでな……」

「でへへ、そんなあ」

　ハルベルが脳天気に照れる。アルのような存在を村や町に入れるには、誰だれかの使し役えき下にあると称しようするのが手っ取り早い。

「まー仕方ないな。それで組合には？　冒ぼう険けん者への依い頼らいの形なんだろ？」

「まだ受けるとは言っていない。とりあえず貴方あなたたちのことは話を通しておいた。行こう」

　今度は一体と二人で村へと入るなり、数人の村人達たちに出で迎むかえられた。中でも服の質が一段高い壮そう年ねんの男が村長と名乗り、アル達たちを組合へと案内する。歩く間、アルへは畏い怖ふの視線が向けられていたが、ミクトラの先さき触ぶれがあったため排はい斥せきはされなかった。

「どうか確かく認にんだけでも引き受けていただければ……」

　現状に対し、村はとりあえず冒ぼう険けん者組合へ駆く除じよ依い頼らいを登録したものの、

（誰だれも来ないと。ま、この規模の村じゃ謝礼も知れてるか）

　アルの想像通り引き受けてくれる冒ぼう険けん者は現れず、いい加減不安になった村の人々は、駐ちゆう在ざいを通じ王都の軍へと連れん絡らくをする直前だったようだ。

　ちなみにアルは黙だまっている。口が利きける骨などと、下へ手たに場を騒さわがせてもなんである。ミクトラのアイコンタクトに軽く頷うなずくのみだ。

「了りよう解かいした。この依い頼らい請うけ負おおう。それと、依い頼らい中の宿を用意できるか？」

（ナイスだミクトラさん！　ベテラン冒ぼう険けん者っぽいぞ！）アルが心で賞賛。

　上う手まく成功報ほう酬しゆうに宿代を上乗せする了りよう解かいを取り付け、組合から出る。

「今度は山歩きかー。アルー、おぶってー♡」

　休む思おも惑わくが外はずれたハルベルがアルを登ろうとする。村を出るまでは喋しやべれないアルの骨指が彼かの女じよを引きはがしていると、

「あの……冒ぼう険けん者のみなさん」

　村の出口辺りで声をかけられる。三者が目を向ければ、そこにはほわほわとした茶の長ちよう髪はつを揺ゆらした女性が膝ひざに手を突つき、息を弾はずませている。アル達たちを追いかけてきたのだ。

「貴女あなたは？」

「わ、私、ルーラットと言います。この村の者なんですけど、その、お願いが」

「どうしたんですか？」

　ハルベルの問いかけに、女性は息を整える。

「じ……実は、私の弟なんですけど。いつも山に入ってるんですが、今日はまだ戻もどっていなくて。私、心配で……。冒ぼう険けん者さんに依い頼らいもせず、図ずう々ずうしいお願いとは分かっています。でも、弟の姿を途と中ちゆうで見たら、下りるように言うだけでも。お願いします……！」

　訴うつたえに、ハルベルが乞こうようにアルを見上げた。彼かの女じよは家族のため旅をしている。家族を想おもうルーラットの姿に共感するのは当然といえた。

「分かった。弟君の年の頃ころは？」

　ミクトラがそう言い、アルも指骨で輪っかを作る。通常の冒ぼう険けん者ならばいざ知らず、彼かれ等らにとっては迷うまでもないことだ。ルーラットとハルベルが、揃そろって表情を輝かがやかせる。

「その、弟は歳としの割に少々大きいんですが……三歳さいです」

「三歳さいぃ!?」

　思わず、アルが声を出してしまう。目を白黒させるルーラットを置いて、

「急ご。フツーに危ないよそれ」「そうだな。私の弟と同じ頃ころだ。放ってはおけん」「ハルベル、乗れ」

　アルがハルベルを肩かたへ担かつぎ、彼かれとミクトラは走り出す。




　魔ま力りよくを体に通して強化する魔力駆動マナドライブという技法を操あやつるアル達たちの速度は、長ちよう距きよ離りにおいても常人を遙はるかに凌りよう駕がする。

　十分ほどで、村人達たちが採取や狩しゆ猟りように使う登山口が見えてきた。

「おおう……ぐるぐるする……」

「ほれ、下りれ。……はー疲つかれた。持久走は骨の身にゃあ辛つらいな」

　二人は足を止め、アルが肩かたの上で目を回しかけているハルベルを下ろした。ハルベルは魔ま力りよくの資質は二人よりも高いが、魔力駆動マナドライブを行うほどの技術はない。

「手分けしよう。俺おれは魔ま物もの、ミクトラとハルベルが子供だ」

　アルの提案に、冒ぼう険けん者として彼かれを格上と認めるミクトラが少々残念そうに頷うなずく。彼かの女じよはアルの手助けをしたい気持ちがあるが、この分担は正当だ。

（ハルベルを一人にはさせられないし、彼かの女じよとアルには山で動く際の知識があるからな。うう、私、未熟……）

　アルが一足先に木々へと飛ぶ。流石さすがにそこまでの身軽さがない女性陣じんは、人の足で踏ふみ固かためられた登山道へと足を踏ふみ入いれる。その時だ。

『ゴォオォオォオオオオウ！』

　山の八合目辺りか。地に響ひびくような咆ほう哮こうが木々を震ふるわせた。依い頼らいにあった、魔ま物ものらしき叫さけびとはこのことだと三者が悟さとる。樹じゆ上じようのアルが声の発生源を睨にらむ。

「先に行く。二人は注意して上がってきてくれ」

「分かった」「うん！」

　飛び行くアルに続いて、ミクトラとハルベルも表情が引ひき締しまる。

「ハルベル、歩きながら魂たましいの探知はできるか。考えたくはないことだが……」

　彼かの女じよは自分の村での戦い以来、魂たましいを見ることが可能になっていた。図抜ぬけた死し霊りよう術じゆつの才、その一いつ端たんだ。

「──やってみる。いこ、ミクトラさん」

　二人も山に入る。ピクニックに丁度良いかと思えた山は、今は不気味な気配すら滲にじんでいるように見えた。




「うえ、魔ま力りよくが漂ただよってきてんぞ」

　アルが木々を飛び回りながらうめく。上から、未いまだ中腹にもさしかかっていないアルにすら感じられる魔ま力りよく。先ほどの声の主からと推測できた。

「叫さけび声ごえがでかい魔ま物もの、となると吼え猿ガルアスタかと思ったが、魔ま力りよく持ちか」

　仮に魔力駆動マナドライブする魔ま物もの、となると危険度は跳はね上あがる。村人が未まだ出くわしていないのは僥ぎよう倖こうだった。とはいえ、それならば魔ま物もの探しはアルにとって簡単なことだ。魔ま力りよくの漂ただよう方へ向かえばいい。

（子供がなおさら心配だが……そっちはミクトラ達たちに任せるしかないやな）

　そして、しばらく人骨が飛び進む。中腹を越こえた辺りで、アルが振しん動どうを感知した。大質量の何かが、激しく動き回っているような。

「何だ？　狩かりでもしてんのか？　獲え物ものは──」

　ぞわりと、もう無い肌はだが泡あわ立だつような感覚を覚える。叫さけんでいた時から移動があったのか、もはや振しん動どうはそこまで遠くない。アルは地面へと下りて疾しつ走そうを始める。

（近い。頼たのむぞちびっ子、無事でいろよ……）

　木々が開ける。七合目の辺りか。

「ッ！」

　音速を越こえた無形の魔ま力りよくが迸ほとばしり、アルがそれを横っ飛びで避さける。魔ま力りよくの塊かたまりが、木々を薙なぎ倒たおしながら空へと抜ぬけた。遅おくれて、音である叫さけびが響ひびいた。

（ドラゴンブレスだあ!?　ウッソだろおい！）

　自分の判断が信じられない思いで、アルは魔ま力りよくが駆かけ抜ぬけた跡あとを見る。





◆ドラゴン（人類敵対度[image: さんてん]Ｄ～Ａ。個体に大きく依よる）

　生命体の頂点と言って良い魔ま物もの。巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいというべき姿を持つが、個体差が大きい。

　純正のドラゴンは成長するに従い属性分化し、それ以前の若い竜りゆうはプレーンドラゴンと呼ばれる。成せい竜りゆうともなれば、その巨きよ体たいと大だい重じゆう量りようを支えるために恒こう常じよう的に魔力駆動マナドライブし、国家レベルの軍隊で相手が出来るか否いなかという驚きよう異い的な戦せん闘とう力を持つ。

　竜りゆうとドラゴンは同義であり、東国の語が二百年ほど前から定着したと言われる。

　竜りゆう鱗りんで覆おおわれた体は通常の物理的衝しよう撃げきを一いつ切さい通さない。また火力においても、成せい竜りゆうのブレスや爪つめ、牙きばには現状ほとんどの装そう甲こう材が耐たえられない。そしてそれが、成せい竜りゆうの最低限の能力なのだ。

　竜の数少ない共通点として顎あごの下に急所を持つが、そこは体表で最も硬こう度どが高い逆さに生えた鱗うろこにより守られている。ここに攻こう撃げきを受けるとどんなに大人しい個体でも怒いかり狂くるう。

　知能も高く、人語はもとより竜の言語も持つと言われる。種により人間への敵対度は違ちがう。人間に加護を与あたえた個体例もあるし、魔ま王おうに与くみした一派が最大の敵対度Ａとなる。

　果てしなく強力なぶん、倒たおした際の見返りは大きい。体の全てが超ちよう一級の素材となり得る上、劣れつ化かは早いものの体液も万ばん能のう薬として機能する。



　勇者アルヴィス曰いわく『個人で相手するようなもんじゃないから逃にげましょう。まあ会った時点で半分詰つんでるけど』




　ブレスにより開けた木々の向こうに、緑色の巨きよ体たい。未成熟竜プレーンドラゴンのようにアルには見えた。しかしそれでも、その体たい軀くは十メル以上もある。

（とりあえず状じよう況きよう確かく認にんだ。そんで不意を打つ）

　アルは木こ陰かげに骨身を潜ひそめて登りつつ、ドラゴンを窺うかがう。もう少しで竜りゆうが暴れる広場に出る。その瞬しゆん間かん、轟ごう音おん。

　──竜りゆうが、吹ふき飛とばされた。

（はい？）

　生前ですら中々お目にかかったことのない光景に、しばし全骨が固まった。一いつ瞬しゆん後、地に落ちる。振しん動どうが木々を揺ゆらした。

「な、なんだあ!?」

　慌あわてて、アルは広場に駆かけ上あがる。

　そこには、地に伏ふせる未成熟竜プレーンドラゴンと、それを踏ふみしめるように上に立つ──

（子供、だと……？）

　一いつ瞬しゆんアルはルーラットの言う弟を想起するが、目の前の子供はどう見ても八～十歳さいごろといったところだ。緩ゆるくウェーブのある黒くろ髪かみ。東国ヤマにあるような黒い服を着ている。眼光は炯けい々けいとして、侵しん入にゆう者……アルの方を見ている。

「ン……ふん、竜りゆう気きに当てられて死し霊りようが湧わいたか」

　子供とは思えぬ口調で、彼かれがアルを見る。アルがその殺気に思わず黒こつ剣けんを抜ぬいた。

（あ、やべ）

　彼かれが失策を悟さとった時だ。少年が竜りゆう体を蹴けり、突つっ込こんでくる。

「──『劣れつ尾び』」

（早い！）

　飛び蹴けり。どうにか剣けんの腹での防ぼう御ぎよが間に合う。接せつ触しよく。

　──アルの腕うでが感じたモノは古巨きよ人じんの横薙なぎだ。

「なんとおおおぉおぉぉぉぉおおお！」

　彼かれのブーツが地面を抉えぐり、何メルも後退する。このままでは広場の縁ふちから山を転がり落ちる。そのきわで、どうにかアルは体ごと黒こつ剣けんを反転させ、衝しよう撃げきを後ろに流した。

「ほお？」

　蹴しゆう撃げきの着ちやく弾だん点で既すでに着地している少年の感心したような声。アルはといえば、ありもしない毛が総出で立つ思いだ。

　黒こつ剣けん──不ふ壊かいを誇ほこる神聖剣けんスカットゥルンドでなければ、まず剣けんは折れ、衝しよう撃げきがアルの骨体を撃うっていた。

（こいつは……人の形をした何か、だな）

　アルは、少年の見た目からくる情報を間合い以外全て捨てる。

「そういえば未まだ昼か。おまけに口を聞く。ただのスケルトンではないな。面おも白しろい」

「……君ほどデタラメじゃあないがね。ところで、いったん互たがいに矛ほこを納めないか？　相そう互ご理解目指そうぜ」

「断る。スケルトンなぞ山に残して我わが輩はいらに利があるわけでもない」

　うんざりとしながらアルが構え直す。少年は悠ゆう然ぜんと歩み寄る。しかし隙すきは微み塵じんも無い。

（うわあ、仕し掛かけたくねー。達人特有のアレだコレ）

　頭ず蓋がい骨こつの中に浮うかぶのはかつての仲間、老剣けん士しマガツだ。ただ、

「あの爺じいさんに比べりゃ、まだマシだな多分おそらく！」

　ちょっと覚かく悟ごはしておき、流水の如ごとき運足でアルは間合いに入る。

　即そく座ざに拳こぶしが来た。アルは起こりを殺していたというのに、軽々と少年は合わせた。間合いが潰つぶれる。しかしアルも、瞬しゆん時じに横薙なぎを柄つか打ちへと切きり替かえた。生身ならば腱けんが切れかねない無理矢理な急変化だが、魔ま力りよくで繫つないだ骨ならば話は別だ。衝しよう撃げきは互たがいに同時。

「「…………ッ！」」

　アルは真後ろ、少年は横へとズレる。相打ち。しかし五分ではない。

「おのれ、何か仕し込こんで……この感かん触しよく？」

　側頭部を押さえた少年が、拳こぶしを見て不ふ審しんげにつぶやく。アルは胸骨の代わりに埋うめ込こまれている竜りゆうの牙きばで受けた。ダメージはほぼ無い。

　間合いは振ふり出だしに戻もどった。互たがいに今度は容易に詰つめない。

「──アルッ！　その子、人の魂たましいじゃない！」

　広場にハルベルの声が響ひびいた。




　遡さかのぼること数分前。ドラゴンが暴れ回る振しん動どうとドラゴンブレスは下方のハルベルとミクトラにも感じ取れた。その瞬しゆん間かん、

「ミクトラさん！　急いで上に連れてって！　アル以外にすごく大きい魂たましいが二つある！」

　ハルベルが叫さけぶ。魔ま力りよくの操作はさておき、探知感知はハルベルの方が上だ。ミクトラも即そく座ざに頷うなずき、彼かの女じよを背負う。

「しかし、我々ではアルの全力戦せん闘とうには介かい入にゆう出来んぞ！」

「近づけば魔ま力りよく支し援えんなら出来る！　今はセッケルの契けい約やくもあるから、前みたいな強さは無理だけど！」

「──よし、守りは任せろ！」

　問答しつつ、ミクトラが山を駆かけ上あがる。

　──そうして、彼かの女じよたちが見たのが横たわる竜りゆう、そしてアルと互ご角かくに戦う少年だ。

「な、何事だ？」信じ難がたい光景にミクトラが目を見張る。

（何コレ……魔ま力りよくはみんな同じくらいだけど、魂たましいは……!?）ハルベルは即そく時じに広場の魂たましいを見ている。

「──アルッ！　その子、魂たましいが人じゃない！　ドラゴンと同じなの！」

　とにかく彼かの女じよは知り得た情報を叫さけぶ。慌あわてるようにハルベル達たちに頭ず蓋がい骨こつを向けるアル、意外の表情で振ふり向むく少年。そして。

「ゴアアアアァァァァ！」

　伏ふしていた竜りゆうが、唐とう突とつにその鎌かま首くびを持ち上げた。痛みに怒いかる竜りゆう眼がんが、アルと少年ではなく、近場にいたハルベルとミクトラに向けられた。

「うひゃああ！」

「っ！」

　叫さけぶハルベルを背後に投げ、ミクトラが四し肢しへ魔力駆動マナドライブをかける。死の影かげを本能的に感じ取る。

（──ハルベル、だけは！）

　ミクトラ・クートは正しい意味で貴族の魂たましいの持ち主と言える。背を向けるのではなく、ハルベルを庇かばうように竜りゆうへ体を向け、剣けんを抜ぬく。

　竜りゆうが動く。振ふり下ろされる爪つめ。死を予感したミクトラの体感時間が鈍どん化かする。

　走り来た黒い服の少年が、竜りゆう爪そうを組んだ腕うでで受け止めた。アルがいた位置で黒い爆ばく発はつが起きた。黒い鎧よろいをまとった彼かれが、続けて振ふり回まわされようとしていた竜りゆう尾びを切きり裂さいた。

「人の仲間に何しやがる！」「敗者が無様をさらすかッ！」

　両者の叫さけび。蹴けりと、黒い斬ざん撃げき。それが、ドラゴンを打うち据すえる。

　叫さけびと共に、竜りゆう体たいが山の傾けい斜しやを滑すべり落おちる。山やま崩くずれのような有あり様さま。

「「「「…………」」」」後には、四者が残された。

　微び妙みような空気。沈ちん黙もく。

「…………ふはぁっ」

　沈ちん黙もくを破ったのはミクトラだ。実質的には何も行動を起こしていないが、荒あらい息で剣けんを地面に突つき刺さし、体を支える。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ミクトラさんっ！」ハルベルが寄っていく。

　ミクトラは顔を上げて頷うなずき、

「その、そこな少年、何が何だか分からんが、とにかく礼を……」そして、凍こおり付ついた。

「その竜りゆう気。そして胸の牙きば──」

「この魔ま力りよく。そしてドラゴンの魂たましい──」

　アルと少年。両者間の空気が最も早はや物理的に圧を覚える段階まで張はり詰つめている。互たがいに、再び構える。

「ちょ、アル!?」「お、おい！」女性陣じんが慌あわてるが、人外の二者は聞いてもいない。

「転生か。ずいぶん早いお戻もどりだな」

「貴様の方は未まだこの世にしがみついていたとはな……フン、よりにもよってソレでか」

　互たがいの魔ま力りよくが張りつめる。両者魔力駆動マナドライブを維い持じしていた。破は裂れつが近い風船を思わせる。

（さ、殺意か、これは、アルの……。堕だ屍し王おうの時すらこれほどでは無かった）

　ミクトラが戦せん慄りつする。常に余よ裕ゆうを失わぬ仲間であったアルが、初めて見せる類たぐいの意志だ。

　近くにいることだけで凄すさまじい負担がある。かといって、動けばそれが引き金になることが恐おそろしく、動けない。

　しかし、放っておいても破は裂れつに向け膨ふくれ上あがる。針となる言葉が両者の口から漏もれた。

「堕だりゅ……！」「勇……！」

　そして、

「ダイスぅぅぅぅぅっぅうぅぅううう！」

　三つ目の名前が呼ばれると共に、少年の頭に覆おおい被かぶさるモノがある。

「「「「!?」」」」

　固まる四者。顔が見えなくなった少年の、戸と惑まどった声が漏もれた。

「あ、姉上……」

　少年に覆おおい被かぶさったモノ──パルムック村で出会った女性、ルーラットだ。

「無事で……無事で良がっだよおおおおぉぉぉぉおおおダイスぅぅぅぅぅぅうううう」

　涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにして、ルーラットがうめく。場の空気がどこかに抜ぬけていく。
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「姉上、今は」

「なんかスゴい音するし揺ゆれるしドラゴンが滑すべり落おちてからふらふら空飛んでくし、お姉ちゃん心配で来ちゃったよおおおおお怖こわかったぁぁぁああああ」

「ええと……」「お探しの、弟君とは……」

　とりあえず、といった体ていでハルベルとミクトラが尋たずねる。ルーラットが顔を上げ、慌あわてて涙なみだを拭ふいた。手を、ダイスと呼んだ少年の肩かたへと置く。

「あ、はい！　この子です！　ダイスといいます！」

「三歳さいって言ってなかった!?」

　たまらずアルが叫さけぶが、ルーラットは微笑ほほえむ。

「あ、やっぱりお喋しやべりになるお骨さんだったんですね」

　顔に見合わず肝きもが座すわっている。アルは感心しかけるが、それどころではない。

「アッハイ、すいません。騒さわがれると思って……で、その子は」

「ちょっと大きいって言ったじゃないですか」

「「「ちょっと……かなあ……」」」

　啞あ然ぜんと、アル達たちはダイスを見る。彼かれは凄すさまじく苦り切った表情で嘆たん息そくし、

「…………ここは、預ける」

　背を向けた。山を下りていく。

「あっちょっと！　ダイス！　お礼は言ったの!?　こら待って！　す、すみませんみなさん、どうぞ村に！　温泉もありますから！」

　慌あわてて、ルーラットもまたダイスの後を追っていく。

　後に残されたアル達たちが顔を見合わせる。

「……ミクトラさんとこの弟もあんなに大きくて元気なの？」

「そんなわけ無いだろう。とはいえもう二年会ってないが……」

「帰ってみたらあんなんなってたりしてな」

「止めてくれ怖こわい。……しかし、ドラゴンを撃げき退たいするとは、流石さすがはアル」

「あれも多分、幼よう竜りゆうだよ。人間換かん算さんで三歳さい程度だ。成せい竜りゆうは流石さすがに今の俺おれじゃキツい」

「……………………」

「三歳さいもいろいろだね」

　そういう問題じゃ絶対ない、とミクトラは思った。




　　　○




　日も落ちたパルムック村は、竜りゆうの出現と撃げき退たいの報でてんやわんやとなった。王都への連れん絡らくに駐ちゆう在ざいが走り、混乱の中、アル達たちはルーラットの家へと案内された。村から持ち寄られた料理による歓かん待たいを受けて、夜半。

「直接お礼がしたかったので、丁度良かったです。両親の部屋が空いてますから……」

「いやいや、ごちそーになりましたです。ところで、ディ……いや、ダイス君は」

「恥はずかしがり屋ですいません。いつも夜はどこか外で格かく闘とうごっこをしてますよ。ささ、お風ふ呂ろどーぞ、みなさん。家の裏手しばらくいったとこですから」

　ダイスなる少年は夕食には現れていない。洗い物をするルーラットを窺うかがいながら、アル達たちは裏手にあるという温泉へ向かった。

「おお、こんなところに本当に温泉があるとは……観光資源にでもなりそうなものだが」

　ミクトラが感かん嘆たんの声を上げる。木々の間に隠かくれるように、村と森の境界辺りに湯がこんこんと湧わいていた。

「なんかね、掘ほり当あてたあのダイスって子が、騒さわがしいのは嫌いやだから村だけで使ってって言ってるんだって」

「ふうん──うお、地じ盤ばん砕くだいてやがる」温泉周りを探さぐっていたアルが唸うなる。「気脈を探さぐって当たりを付けたんだろうが、無茶すんなあ」

　そうして。女性陣じんは木々の間で衣類を脱ぬぎ、温泉の真ん中にアルが視覚妨ぼう害がいの魔ま法ほうを施ほどこし、骨と女性に別れて湯に浸つかる。

「はぁ……うぅん、たまらないな……」「山歩きで疲つかれた足がぁ……きもちい～」

　ミクトラとハルベルが、それぞれの肢し体たいの起き伏ふくに湯を滑すべらせてうっとりとした吐と息いきを漏もらす。アルもまた、

「うおー骨身に沁しみる……生き返るわ」

（ネタが黒いよ……）（ツッコんだ方がいいのだろうか……）

　スルーされた。ハルベルが視覚妨ぼう害がいの魔ま法ほう越ごしに声を飛ばす。

「別にアルもこんなの無しで一いつ緒しよに入ればいいのに」

「な、なっ、ハルベル！　いか、いかんぞ！　その、そのだな、淑しゆく女じよとして慎つつしみをだな！」

「わたしアルならいいもん」

　ミクトラは顔全体を真っ赤にするが、ハルベルは上気した顔ながら平然としたものだ。

「いや、それ自体は私もやぶさかでは……いや違ちがう！　いかんぞ、良くないぞ！」

　かしましい騒さわぎだが、アルは頭ず蓋がい骨こつを取り外し湯の中に沈しずめている。聞いていない。

（あ～……頭の中まで洗われる……いい……思えば温泉なんてゆっくり入ったことなかったなあ…………もうこのまま寝ね……）そこまで考えて、湯中ではっと髑どく髏ろが覚かく醒せいする。（じゃねえや。あいつのことだ）

　ざばり、と音を立ててアルが頭とう骨こつ他、崩くずしていた骨を元に戻もどす。それを契けい機きに、ミクトラも話題を食しよく卓たくで出かけていたものに戻もどした。

「ええと、その、アル。山で言っておられた……んん、違ちがう、言っていたことだが」

　どもりつつも聞いてくるミクトラに、アルは頸けい椎ついを鳴らした。

「──堕だ竜りゆう王おうディスパテのことは？」

「知らない方がおかしいでしょ。私でも知ってるもん」

　アルの問いへは田舎いなか育ちのハルベルが答える。実際、その通りだ。

「堕だ竜りゆう軍ぐん。成せい竜りゆう十体と数千の亜あ竜りゆうからなる魔ま王おう軍最少でありながら最強の軍団。王都エイエラルドをはじめとし、連合五カ国の都市・町をいくつも蹂じゆう躙りんし、人間が歴史上最大の国家連合を結成する契けい機きとなった。連合の人間なら誰だれでも知っている。魔ま王おうにも匹ひつ敵てきすると恐おそれられた、竜りゆうの王……」

　ミクトラが指で湯を弄もてあそびながら、つらつらと説明する。そして、アルの方をちらと見た。

「勇者アルヴィス・アルバース様によって倒たおされた、最強のドラゴン。それが、堕だ竜りゆう王おうディスパテだ」

「前にも言ったが、俺おれの胸の牙きばはそいつのだ。竜りゆうの牙きばは、魔ま力りよくの媒ばい体たいとして最高だから」

「ふむ、それで、話の流れからすると……」「山から下りる時にちょっとは聞いたけど……」

　二人の不安げな問いに、アルが重々しく頭骨を頷うなずかせた。

「そ。あいつ──ダイス君は、間ま違ちがいなく堕だ竜りゆう王おうディスパテの転生だ。前世もばっちり覚えてやがるな、あの分だと」

　湯気の中に何とも言えない沈ちん黙もくが落ちた。湯が流れる音だけが、しばらく響ひびく。

「──死んだ……んだよね、堕だ竜りゆう王おうは。アンデッドじゃないんだよね？」

「確かに死んだよ。俺おれが殺した」

　アルが冷厳に告げる。ミクトラとハルベルは山での彼かれの殺意を思い出し、湯の中にありながら背筋を冷やした。それほどの相手だったということだ。アルがちら、と眼がん孔こうをルーラットの家に向ける。

「──確かく認にんは俺おれがするよ。二人は休んでてくれ。湯冷めしないよーにね」




　深夜。ルーラット宅の屋根の上。月と星明かりの下、一人の少年──ダイスが月を睨にらんでいる。そのまま、口を動かした。

「来たか」

「中々良いい湯だったよ」

　背後には人骨の姿。村が寝ね静しずまるまで待っていたアルだ。

「──最初に聞くぞ。やる気があるか」

　言った瞬しゆん間かん、互たがいに想起される前世の記き憶おくがある。




　三年前。魔ま王おう城地下大空間。

　巨きよ大だいな黒こく竜りゆうが、上空から勇者一行を睥へい睨げいする。

　周囲は無む茶ちや苦く茶ちやな有あり様さまだった。壁かべや地面は抉えぐれるどころか、次元断層があちこちに発生し、滞たい留りゆうする闇やみの魔ま力りよくが亡もう者じやを思念層から浸しみ出させている。

　堕だ竜りゆう王おうディスパテ。生命の頂点種である竜りゆう、そのさらに頂点に位置すると言われる魔ま竜りゆう王おう。神にすらその牙きばと爪つめは届くと謳うたわれる。

　その爪そう牙がと吐と息いきが、人間に振ふるわれている。人類最強の四人。彼かれ等らの牙きばもまた、竜りゆうを殺し得る。そのような規格外の衝しよう突とつが、魔ま王おう城の地下大空くう洞どう全体を震ふるわせていた。

「くそ、決まらん。……このままやり合っても、この先の余力が残らんぞ」

　老剣けん士しマガツが歯は嚙がみする。堕だ竜りゆう王おうの破は壊かいを幾いく度ども迎むかえ撃うった魔ま剣けんを操あやつるその腕うでに、疲ひ弊へいから来る僅わずかな震ふるえが見えていた。

「イザナ、フブルさん。補助魔ま法ほう全部俺おれに寄よ越こせ。──ケリを付ける」

　決断的に声を発したのは勇者アルヴィス。その手の神聖剣けんが、仲間の支し援えんを受け爆ばく発はつするように光を発した。勇者の動作を見たマガツが、その目を見開く。

「動どう剣けん・奥おく伝でん──『大ダイ嵐ラン・輝キ墜ツイ日ジツ』」地の底から、天上へと剣けんを掲かかげる構え。

「………………」

　対する竜りゆう王おうは、無言で地にその脚あしを下ろした。五十メルの巨きよ体たいが起こす地じ響ひびき。その口こう腔こうに、闇やみの魔ま力りよくが膨ふくれ上あがる。

　カラミティ・ブレス。災さい厄やくという概がい念ねんそのものを吐はき出だす、滅ほろびの具現。受ける対象にとっての災さい厄やくとして作用し、万ばん物ぶつ──否、形けい而じ上じようの存在すら侵おかし、崩くずし、滅ほろぼし去る。

　最も早はや二者は無言。何が契けい機きでもなく、同時に彼かれ等らはその力を開放した。

　光と闇やみが衝しよう突とつし、そして────────────




　互たがいに、意識が現在へと戻もどってくる。ダイスが、ぽつりとつぶやいた。

「そうしたいのは山々だが、な」

　アルがわずかに緊きん張ちようを緩ゆるめた。かつての竜りゆう王おうが、噓うそを言うような存在ではないことは知っている。

「魔ま王おうを廃はいしたか。……オルデンが死ぬとはな」

「俺おれも死んだけどなー。──んで、ダイス君三歳さい。マジでか。いやまあ、殺したのが三年前だからそうなるけども」

「ネーガル辺りの遊びだろうよ。酔すい狂きような真ま似ねをする」

　死と魂たましいの神の名だ。この元竜りゆう王おうは、かつて数千年以上を生きた。それは、肉体を持っていた頃ころの神をも知るということだ。

「ったく、神ってのは……で、三歳さいでその体か」

「人間の幼体は動くのもままならんのでな。面めん倒どうで仕方なかったので無理矢理成長させた。……まあ、先の小こ競ぜり合あいからすれば、貴様とそう変わらん程度には弱い」

（うーわ、無む茶ちや苦く茶ちや言ってやがるこの幼児）

　そこで、ダイスが振ふり返かえった。微かすかに、酷こく薄はくな笑えみが浮うかんでいる。

「業ごう腹はらではあるが。姉上が世話になった以上はどうこうするまいよ。少なくとも今は、な」

「それだ。何を考えてんだよ。人間に産まれたからって」

　これに、ダイスが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「異なことを。人に産まれたのだ。重きを置くのは当然だろう」

「……お前、自分がどれだけ人間殺したと思ってんだよ」

　やや声に険を含ふくめて、アルが問う。だがダイスの態度は柳やなぎに風だ。

「闇やみ竜りゆう族に産まれたからな。その長として生き、判断した。不自然あるまい」

「な」

「貴様とて、人に産まれたから勇者をやったのだろう。魔ま物ものに産まれていたとしたら、魔ま物ものとしての英えい雄ゆう──十じゆう堕だ臣しんでも何でもいいが。それをやらなかったとでも言うのか？」

　思ってもいないところから問いを差さし込こまれ、ぐ、とアルが息を詰つめる錯さつ覚かくを得る。

「それともなんだ。転生元を探さぐって、人間として生きる元魔ま物ものを殺して回るとでも？　そいつのさらに前世は人間だったかも知れんな？　そういう例も見たことはあるぞ」

　千年以上の達観。アルの頭ず蓋がいに幻げん頭ず痛つうが走る。

「…………とりあえずは大人おとなしくしてるってことか？」

「さてな」

　ダイスは鼻で笑って答える。これ以上話すこともないというように、月へと向き直る。

「俺おれは王都──エイエラルドに行く。いいか、目と鼻の先だからな」

　アルも警けい告こくじみたことを言ってはみたものの、それにどれほど効果があるものか。立ち去りかけて、

（ぐぬぬ……！）

　それでも、彼かれは苦労して立ち止まった。

「……仲間ミクトラを助けてくれたことにだけは、礼を言っとく。……アリガトウ」




　翌朝。ルーラットと村の人々に見送られ、アル達たちは村の出入り口に立っていた。

「お気をつけて。近くに来られたら、またいらしてくださいね」

「はい！」「貴女あなたも壮そう健けんで」アルは無言で頸けい椎ついを傾かたむける。今さら村人に喋しやべれる骨だの騒さわがれるのも面めん倒どうだ。

　アルが見み渡わたしても、ダイスの姿はない。ルーラットがため息をついた。

「ほんとに、あの子ったら……。やんちゃな上にシャイなんだから」

「あ、あはは～。やんちゃね、やんちゃ……」「ま、まあ、人見知りする時期ですよ」

　この女性の神経も並なみ大たい抵ていのものではない。事情を朝にアルから聞いた、ハルベルとミクトラがぎこちなく笑う。

「王都へ行かれるのですな。ご活かつ躍やくを祈いのっております」

　村人から見ればアル達たちは、幼体とはいえ竜りゆうを撃げき退たいした英えい雄ゆうだ。こうして総出で送られるのも無理はなかった。

「やれやれ、分不相応な……」

　村を出て、人の目が消えたところでミクトラが嘆たん息そくした。

「それで、どうするの？　ダイス君だっけ」

「とりあえず様子見。フブルさんには伝えとくけど、さて生まれ変わりを罰ばつする法なんてあるわけも無し。そもそも前世を証明する手段も無し。下へ手たに突つついて怒おこらせりゃ、藪やぶ蛇へびどころか藪やぶ竜りゆうだ。何を企たくらんでるかも分からん。どうすりゃいいもんやら」

「王都に行く前にとんでもない事情を抱かかえ込こんだものですね……んん、ものだな」

　どもるミクトラにアルは苦く笑しようして、

「──ま、方式は違ちがえど同じ転生組だ。二度斬きる羽目になるのは御ご免めん被こうむりたいけどね」

　太陽が頂点に達するまでまだ大分ある。日のある内に王都に着くため、アルは歩を進めた。胸の内に、かつての宿敵の牙きばから送られる魔ま力りよくを感じながら。
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「……………………」

　アル達たちが村を旅立った、その日の夜。もそり、とダイスが寝ね床どこから身を起こす。

「むう……ダイスぅ……お姉ちゃん寒い……」

　注意して今こん生じようの姉、ルーラットの手足を体から剝はがす。どうにも過保護で困る姉だ、とダイスは思う。

（両親が死んだばかりで、弟が異常な育ち方をすれば致いたし方ないところか）

　嘆たん息そく一つ、ダイスは窓へと向き直る。板戸を上げれば月光が差さし込こむそこに、彼かれは何者かの姿を認めた。

「……ァ────ア、アァ──────」

　声。か細く、呼びかけるような。精神へ干かん渉しようする声だ。高い魔ま力りよくを感じ取る。

「──人ひと違ちがいだ。彷徨さまよわず己おのれのあるべき所へ去るがいい」

　だがダイスは微み塵じんも揺ゆるがず答える。意図は伝わったものか。何者かは戸と惑まどい、そしてダイス達たちの家から去っていく。

「ダイス……？　どうしたの？　おしっこ？」

「いや。喉のどを潤うるおしただけだ、姉上」

　心配を向けてくるルーラットへダイスは答え、毛布へと戻もどる。即そく座ざに捕ほ獲かくしてくる姉の腕うでと足に辟へき易えきしながら。




　　　○




「とりあえず服を買いましょ……買おう」

「アルは骨マントじゃ駄だ目めよね、やっぱり」

「そりゃそーだ」

「ハルベル。君もだ。城に行くならばある程度はな」

「え、私も!?　お、お金あんまり持ってないけど」

　三人が話しているのは王都平民街の宿、その部屋だ。

　アル達たちが会いに行くかつての勇者の仲間であり、現魔ま導どう宰さい相しようフブル・タワワトは王仕貴族──領地を持たず、王に直接仕える貴族──相当の地位を持ち、当然ながら多た忙ぼうだ。そもそもが王城へ冒ぼう険けん者がその日に出向いて入れる訳もない。

「そんなわけで昨日はフブルさんの使い魔まに手紙を託たくすだけ託たくしたわけだが」

「へええ。それで王都に着くなり、すぐ宿に入っちゃったのね」

「まあ、昔はそもそも冒ぼう険けん者が貴族に会うこと自体ほぼ不可能だったから……。戦乱により冒ぼう険けん者が武ぶ勲くんを立て、ある程度地位が向上した故ゆえだ」

　ミクトラが補足した。さらに言えば、連合設立において国家を越こえた組織である冒ぼう険けん者組合が大きな役割を果たしたことも大きい。

「それでも、全くの礼法無知や下民丸出しの服では許可が下りない」

　ましてや、内うち一名は骨である。

「まあ、フブルさんだから多少の融ゆう通づうは利きくだろうけどね。それでも、向こうの立場に合わせる必要はあるわな」

　なるほど、とハルベルが納なつ得とくの表情を見せる。ただ、冒ぼう険けん者として王城に入れるような服、というものに対する金銭的不安はそのままだ。

（りょ、旅費はアルに頼たよってるけど、さすがに服までは──）

「そんなわけで今日はお買い物だ。ま、俺おれとハルベルの服程度買う蓄たくわえはある」

「アル大好きー！　神様！」

「あっハルベルずる……いや、はしたない！」

　ハルベルが感激の面おも持もちで彼かれの左さ腕わん骨に抱だきつく。重さがめんどそうに、アルがミクトラの方を向く。

「止めてくれーぃ。苦手なんだ神様ってのは。ミクトラ、見立てを頼たのむな」

「任せ……む？　あ、アルの服も私が!?」

「あ、あたし！　あたしも選びたい！　アルの服！」

　ハルベルがずばばばば、と連続で挙手する。

「好きにしてくれ。どうせこんな体だ。何着たところで──」




「に、似合うな……」「まさかのまさかだよね……」

「うそーん」

　頰ほお骨ぼねに指骨を当てるアル。それとミクトラ、ハルベルの二人がいるのは、王都の冒ぼう険けん者組合に協賛している服ふく飾しよく店だ。

　アルの外見には少々の畏い怖ふと盛せい大だいな苦い顔を見せた店主であるが、アルが上位冒ぼう険けん者である『篝火ベルフアイア』であること、先んじて話が組合を通して為なされていたこと、などのおかげで裏口からではあるものの、どうにかこうにか店内には入れた。

　最初のフォーマルなシャツとサスペンダー付黒ズボンを試着した時点で、『限界スリムかつそこそこの長身』なアルは、実に見事なモデル体型であることが判明した。腕わん骨こつと脚骨の隠かくれる長なが袖そで長裾すそ手て袋ぶくろ限定ではあるが、何でも着こなしてしまうのだ。

　ハルベルはさっさと自分の服を決めてしまった。後は着せかえ大会だ。

「むううう、この服も中々……」荒こう野や生活仕様の棉めん生き地じで作られたジャケットとズボン。

「次これ！　これ着せてみよ！」踊おどり手が着るフリル付きの男性ドレス（紫むらさき）。

「これは──一風変わった見本としてもいいかも……」「ていうかアルのウェスト、私より細い……」「ずるいよね……」

　いつの間にか店主も混じってあれこれと検討している。今やアルの方が苦い顔だ。

「もーやめ！　これでいいだろ！　ミクトラが最初に持ってきた奴やつで決定！」

　ぶうぶう言う女性陣じんを放って会計を済ます。冒ぼう険けん者が式典用に使う服を求める店のため、価格はそれほどでもない。ハルベルの服も含ふくめ、アル手持ちの金貨一枚で足りた。

（ま、王城じゃあさすがにちょびっと見み劣おとりするだろうけど、大だい丈じよう夫ぶだろ）

　元貴族で装備も整っているミクトラは問題なし。ハルベルも本体の見目はそこそこ良いい。おまけに、傍かたわらにいるのが骨だ。多少のことはそれで吹ふっ飛とぶ。

　店を出たところでフブルの使い魔まフクロウが来た。明日、時間を作ると言うことだった。




「良く来たの。──なんじゃアルヴィ……アル、そのカッコ」

「昨日買った。似合う？」

「……ほうほう。存外に悪くない。これなら、お主の衣類は引き取らんでも良かったの」

「じゃあ返しておくれ」

「もう勇者の遺品として文化財化してもうた。無理。ほれ、ミク嬢じよう……あや、ミクトラ殿どのであったな。それにハルベルちゃん。固まっとらんで座すわれ座すわれ。ここでは礼法は問わぬ」

　翌日の王城、魔ま導どう宰さい相しようの執しつ務む室である。執しつ務む机からアルと言葉をかわすのはどう見ても十歳さい前後の少女であるが、彼かの女じよがこの部屋の主、フブル・タワワトその人だ。

「んむ、ハルベルちゃんもシティーガールの装よそおい、よう似合っとるぞ」

　勇者の仲間として数多あまたの大魔ま法ほうを操あやつった世界最強の魔ま法ほう使つかい。秘術により最も魔ま力りよくの柔じゆう軟なん性せいに長たけた幼少時の姿で体を固定した、齢よわい数百以上と言われる大魔導師。

　アルとフブル、既き知ちの会話の中、貴族の挨あい拶さつを入れるタイミングを計っていたミクトラとやや緊きん張ちよう気味のハルベルが、見えない呪じゆ縛ばくから解かれたように息をつく。

「はっ……分かりました。失礼いたします」

「し、しつれいしまーす……」

　側人も退室させているため、椅い子すを自みずから引く二人の行動は未いまだ硬かたい。無理はなかった。

（このお方が国政を司つかさどるお一人であり、勇者様のお仲間でもあった大魔導師フブル殿どの……。い、いかん、肩かたが震ふるえる！）

（見た目は可愛かわいい女の子だけど、お代官様よりずっとずっとえらいんだよね……ひえー）

　これに、フブルはやや眉まゆを八の字に曲げた。

「困ったの。これでは話が始まらん。アルよ、なんとかせい」

「なんとかっつってもさあ」

　アルが頭とう骨こつをぽりぽりかきつつ、親しみやすくなるような話題を仮想魔ま力りよく脳内から浚さらう。

「君たち、そう緊きん張ちようするものじゃない」思いつき、ミクトラとハルベルの間に立って彼かの女じよたちの肩かたに手しゆ根こん骨を乗せた。「ああ見えてあの人は犬が苦手で、昔、小型犬が道に座すわってるだけで通れなくて泣き入って俺おれにおんぶを」

「何抜ぬかしとるかあほたわけー！」

　ブン投げられたペンがアルの眼がん窩かから頭ず蓋がいに入り、すかんころころと音を立てた。




「んでまあ、エンデ村のことなんじゃが」

　しばしてんやわんやした後、三人と一体が座すわり直してようやっと本題に移る。フブルの言葉にハルベルがはっと息をのんだ。

「あの村を含ふくむ森は王領である故ゆえ、はいどうぞ、と工こう房ぼうにやってしまう訳にもいかん。王の認にん可かが必要じゃ」

「その通りですね。税や戸こ籍せきの問題もあります」ミクトラの肯こう定ていにフブルも頷うなずく。

「まあ書類云うん々ぬんはこっちでやるにしても、どうしてもアインアル王に一度は会わねばならん。そこがなあ」

　ぎし、と音がするようにミクトラとハルベルが固まった。これまた無理もない。何せこの国の頂点だ。

　アインアル・ア・エインヘアル。五カ国同盟の音おん頭どを取り、今回の戦争でも親政を行った今代のエイン国王だ。

　エイン国は千百年の昔に神の血を引いた初代国王によって拓ひらかれた国であり、王家は本物の神の血を継ついでいる。その初まりは、連合で使われる暦こよみにも用いられるほどだ。

「王は当然多た忙ぼうであるし、すぐ謁えつ見けんと言うわけにもいかん。そなたらには目め処どが付くまでしばらく王都に滞たい在ざいしてもらうことになる」

　宿のアテはあるか、とフブルが目で問う。アルが懐ふところ具合を数えかけて、

「はっ……そうだ！　俺おれの預金！　凍とう結けつ解除しろよ！」

　気づいて、アルがからころ騒さわぐ。思えばフブルのせいであれこれ稼かせぎながら暮らす羽目になっているのだ。

「あーそれな、えーとな、うーんと……無理」

　嘆たん息そくしつつ、フブルがすげなく告げた。アルがむきー！　と憤ふん慨がいする。その様は少し子供めいていて、ミクトラが目を見張った。

（あ、アルもこんな態度を取るのか……。昔の、対等のお仲間、だからか）

「ナンデー！」からころからころ。

「あのなあ、アルヴィス名義の口座なんて今いま更さら動かせる訳ないじゃろ。中身もな」

　言われて、アルははっとする。確かに、世間からすれば死人の預金だ。

「あの時だって、儂わしは気付いて内心青くなったもんじゃい。少額とはいえ名めい誉よの戦死を遂とげた勇者の口座から金が使われとるんじゃぞ。しかも用よう途と不明。表おもて沙ざ汰たになる前にあわてて凍とう結けつして理由でっち上げて何とかもみ消したんじゃから」

　なるほど、という顔でハルベルとミクトラがアルを見た。

「え、じゃあ俺おれの金貨数百万枚は軽くある預金は……」

「勇者アルヴィス基金として五カ国連合内でありがたく有効利用を」

　にっこりとフブルが幼童の微笑ほほえみを見せた。

「ふざけんなチクショー！」

　白骨がかしゃかしゃころころひとしきりいじけて、

「壁かべ際ぎわでふて寝ねしてしまった……」

「アルー、元気出してー」

「放ほっとけ放ほっとけ。……まあ、仕方のないこととはいえ、儂わしもさすがに不ふ憫びんとは思っておる。──ミクトラ殿どの」

　呼びかけられて、ミクトラが居住まいを正す。

「王都の宿でも良いいんじゃが、あやつのあの見た目じゃ。無論正体は明かさぬにしても、ある程度事情を知る者が好ましい。お主の実家に頼たのめぬかな」

「ら、ランテクート家、ですか……」

　半分緊きん張ちよう、半分覚かく悟ごしていた顔でミクトラが呟つぶやく。

「儂わしから書状を用意するし、諸費用はこちらに請せい求きゆうして良い」

　彼かの女じよは半なかば家を飛び出す形で名前も変えて冒ぼう険けん者となっている。本名はミク・ト・ランテクート。実家は王仕貴族だ。そのため領地は持たず、家も王都にある。

「……分かりました。話してみましょう」

　観念するようにミクトラが帰省の覚かく悟ごを固めた。フブルはさて、とハルベルへ向き直る。

「つぎ。ハルベルちゃん」

「は、はひっ！」

　これまで我関せずともごもご茶ちや菓が子しを頰ほお張ばっていたハルベルが慌あわてて返事をする。紅茶で飲み下そうとしてしくじり、げほげほとむせた。

「あーよいよい。落ち着いてからでよい。飴あめちゃんもあるぞ」

「げほげほ、すいまふぇん……飴あめおいひい……」

「うん。それでの。お主の扱あつかいじゃが、前に話した通り資格を取ると良いい。魔ま法ほう使いな」

「魔ま法ほう使つかい……ですか？　死し霊りよう術士じゃなくて？」

「あ、そこからか」ぽむ、とフブルが手を打つ。「魔ま法ほう使つかいというのはな、魔ま法ほうを使うもの全ぜん般ぱんを指すんじゃよ。魔ま法ほう使つかいの中に死し霊りよう術士も含ふくまれるわけじゃ」

　その意味で、真の魔ま法ほう使つかいの中の魔ま法ほう使つかいと言える者は少ない。現代ではあらゆる魔まを修めるフブル、その直じき弟で子しであった勇者アルヴィスくらいだ。

「功績で言えば堕だ屍し王おう退治があるがな。箔はくを付けるために王立の騎き士し養成学園に通わんかな？　冒ぼう険けん者のための魔ま法ほう使つかい資格なら短期でイケる」

「おお、なるほど」

　ミクトラが表情を輝かがやかせた。彼かの女じよは通いたかったものの、親に許されなかったのだ。

「が、学園？」

　反面、ハルベルは困こん惑わく顔だ。当然の事ながら、貴族でもない彼かの女じよに修学経験はない。

　王立騎き士し養成学園とは、貴族の子し弟ていが騎き士しを目指すために通う教育機関だ。跡あと取とり以外の主な進路は貴族仕えや城勤めの騎き士し（これには魔ま法ほう使つかいも含ふくまれる）だが、得た資格を活いかして他職や冒ぼう険けん者になることも可能だ。戦乱が始まってからはこの進路も増え、入学金さえ払はらえれば平民が学ぶ事も出来る。とはいえ王立の学府だ。現在でも貴族と平民の割合は八対二、就職先の騎き士しと他職への割合が七対三と言ったところである。

「いいんじゃないの。当然奨しよう学がく金出るんデスヨネー」

　そこへ、立ち直ったアルがのっそりとやってきた。うるさげにフブルが手を振ふった。

「ふん、まー良かろ。儂わしそこの学園長じゃ。そのくらいはしてやるわい」そうして、再びハルベルを見た。

「さて、どうするかの？　アルの話に聞くお主の才からすれば、多分多少の苦労はあるが」

　膨ぼう大だいな魔ま力りよくに反して、死し霊りよう術以外に適正のない才能。しかも王立学園といえど死し霊りよう術を修めた講師は現状不在だ。

「俺おれとミクトラで多少の読み書き計算は教えてるけどね。あくまで基き礎そレベルだ。座学はきつかろーなー」

「むむむむ……でも、得られるものもあるわけだよね？」

　ハルベルの質問に、ミクトラとアルが頷うなずく。

「体面上とはいえ工こう房ぼうを作るなら、あれこれ雑務も行う必要があるだろう。この際学んでおくのは悪くない」

「それに、基き礎そとはいえ魔ま力りよくの扱あつかいを覚える意味はある。君はそのアホみたいな魔ま力りよくに比べて技術がお話になんないからね」

「ならやる」

　フブルが片かた眉まゆを上げる。

「随ずい分ぶんと決断が早いの？　後で泣くかも知れんぞ？」

「デメリットが私のきつさだけなら、迷う意味ないです」

　きっぱりと、ハルベルが答える。先ほどまで魔ま導どう宰さい相しようにビビっていた面おも影かげは既すでにない。

「私は、村の皆みなを、守りたいんです」

　既すでに生きるもの無き死者の村。それが彼かの女じよの故郷の姿だ。死者の営む生活を守る。その矛む盾じゆんを彼かの女じよは何一つ迷うことなく言い切る。

「──なるほど。アルが連れてくるだけはある。面おも白しろい子じゃ」

　にやりと笑うフブルが、王立騎き士し養成学園の書類をハルベルの元に滑すべらせた。




　　　○




「ミクぅぅぅぅっぅううう！　ようやく帰ってきたな！」

「うるさい……」（おおごえ）（うるさい）

　二人と一体、玄げん関かんホールに響ひびきわたる大だい音おん声じように耳を押おさえる。約一名、耳はないが。

　王城を辞したアル達たちが次に向かったのは、ランテクート家……ミクトラの実家だ。貴族街である周囲から見てもそれなりに大きな敷しき地ちを持っている。

　滞たい在ざいの宿をお願いすると言っても急な話だ。手紙を出して返事を待つか、とアルなどは思っていたところ、フブルによる使い魔まが飛んだらしく、すぐさま返事が来た。内容は、

「『一刻も早く連れと共に顔を見せろ』とはな」

　ミクトラは気重そうにアルとハルベルを先導した。そして家に入るなり、これだ。

「──父上、客人の前で失礼でしょう」

　頭痛を堪こらえるように、ミクトラは父親に漏もらす。

「……はっは！　これはしたり！　では、その後ろのお嬢じようさんと……ふむ……」

　活力を顔に漲みなぎらせた精せい悍かんな男性──ミクトラの父であり、王直属貴族であるランテクート家当主。マクドナル・ト・ランテクートがその視線をさ迷わせる。

「先にお伝えした通り。勇者アルヴィスのお仲間でもあったスケルトン・アル。そして彼かれの契けい約やく者であり、前ぜん途と有望な死し霊りよう術士でもあるハルベル・エリュズです」

「王祖神エンラルの導き叶かない、こうしてお初にお目にかかります、ランテクート卿きよう。唐とう突とつな願いを聞き入れて頂き感謝の言葉もございません。どうか、よろしくお願い致いたします」

「よ、よろしくお願いします！」

　綺き麗れいな動作で跪ひざまずくアルに続き、ハルベルも倣ならう。彼かれの正体を知るミクトラが慌あわてた。

「あ、アル……」

　対して、マクドナルは静かな驚おどろきを得た。

（フブル殿どのの仰おつしやる事とは言え、まさかスケルトンが、と半信半疑だったが……）

　見事な貴族式の礼である。ただのアンデッドではないことは確かだと認にん識しきを改める。

　とはいえアルにとっては生前、連合の王おう侯こう貴族と数多く会っている。訳もない。むしろ、屋や敷しきに入るなり目に入った大きな壷つぼやタンスを前に湧わき上あがる勇者の家探し衝しよう動どうに、「鎮しずまれ、俺おれの右みぎ腕わん骨こつ……！」とする方が必死であった。

「頭をお上げください。勇者のお仲間であり、娘むすめがお世話になったお方だ。この屋や敷しきで遠えん慮りよは要いりませんぞ！　使用人にも良く言いい含ふくめておきましょう。

　ハルベル殿どの、そなたも生家と思って過ごすと良かろう。王立学園への短期編入の由よし、承知しておる」

（おおう。こう言っちゃ失礼だが変な良いい人だぞ）

（家とか無理デス……。部屋何個あんの、ここ）

　アルとハルベルが立ち上がる。マクドナルが呼よび鈴りんを鳴らせば、白しら髭ひげをたくわえた執しつ事じが姿を現した。

「細事はこのアラハンに申しつけくだされ。家人が茶会の席を用意しております。その間に部屋の用意もさせましょう」

「ありがとうございます」軽く会え釈しやくするアルに再びハルベルが倣ならう。

「では、私も……」

「いや、ミクは待ちなさい。話がある」

　アラハンに付いて歩き出す中で、ミクトラだけがマクドナルに捕つかまる。

「ち、父上、何を」

「何をではない。分かっておろうが」

　言いながら、マクドナルはミクトラを連れ別室へと向かっていく。

「いいんですかあれ」

「あ、御気になさらず。随ずい分ぶん懐なつかしいやりとりです」

　アルの質問にもアラハンは動じない。別室の扉とびらが閉まりすぐに、喧けん喧けん囂ごう囂ごうとやり合う父娘おやこの声が薄うすく聞こえてくる。

「いいのかなー？」

「いいんじゃないの？　おっ菓か子し、おっ菓か子し」

「はい、奥おく様さまがたくさんご用意しておりますよ」

「君フブルさんとこで結構食ったろ……」

　たどり着いた応接部屋にまずアラハンが入り来客を知らせ、ややあって入室を促うながされる。

　中にいたのは、およそミクトラの母という年ねん齢れいには、一見見えぬ貴婦人だ。

（ミクトラから鋭するどさ取って、理知と落ち着きをマシマシで付け足せばこうなるかな）

「きれい……」

「こーら、ハルベル。失礼しました、ランテクート夫人──」

　思わず感かん嘆たんをこぼしたハルベルをたしなめて、アルは先刻マクドナルと行ったような挨あい拶さつを交かわす。

「これはご丁てい寧ねいに。礼れい儀ぎ正ただしい御骨様と、可愛かわいらしいお嬢じよう様さま。娘むすめがお世話になっております。マクドナルの妻、メリル・ト・ランテクートと申しますわ」

　先に聞かされていたとは言え、アルの見た目にも動じた様子は見せない。二十年以上、王仕貴族の妻をやっているだけはあるということだ。

（動どう揺ようをすぐ表に出してたら、貴族社会厳しいからな……ミクトラはその辺もうちょい）

　その代わりというような声がメリルの足あし下もとから響ひびいた。

「ひっ……ふえぇ、うぅぅ……」

　泣き声である。アルとハルベルが視線を移せば、そこには絹のような金色の髪かみと睫まつ毛げを揺ゆらし、アルを凝ぎよう視しする男の子の姿がある。

「長男のカルネルスです。ほら、貴方あなたがお客様にご挨あい拶さつしたいと言ったのでしょう？」

（おお、これがミクトラが言ってた弟ちゃんか）

「うわぁ、かわいい……！」

　目を輝かがやかせるハルベルの言うとおり、天使のように愛らしい。

（これが三歳さい児じってもんだよな……）（そだね……かわいい……）

　ダイスを思おもい浮うかべて、やっぱあれは無いわと互たがいに頷うなずいた。そして。

「びゃああぁぁぁあああ！　ほねこわい～～！　お母様～！」

　決けつ壊かいした。あらあら、とメリルが彼かれを抱だき上あげ、アラハンへと渡わたす。泣き声が室外へと遠ざかったところで、アルは頸けい椎ついをぺし、と手骨で叩たたいた。

「申し訳ない。どうも強面こわもてでして」

「謝罪するのはこちらですわ。失礼を致いたしました」

　三者共に笑って（アルは雰ふん囲い気きである）、メリルが席を示した。




「ミクト……んん、ミクお嬢じよう様さまのことについては……」

　席に着き、問題なく茶を飲むアルに驚おどろいたメリルへ恒こう例れいの説明をして。場が落ち着いたところでアルが切り出した。

「良いいのですよ、慣れた呼び方で。ミクトラと名乗っているのでしょう？　……冒ぼう険けん者、主人は止めさせたがっていますわね」

　メリルが二人のいる部屋の方角へ目をやった。アルも予想していたが、ミクトラは父親による稼か業ぎよう廃はい止しの説得を受けているのだった。

「ええと、メリル様は違ちがうんですか？」

　ハルベルの問いに彼かの女じよは薄うすく笑う。

「心配しない、と言うと噓うそになってしまいますが。私は仕事という選せん択たくなど無いまま生きてきたものですから」

　娘むすめのことを考えているメリルの目は、優やさしいながらどこか羨せん望ぼうの色が混じる。

「どちらかといえば誇ほこらしい気持ちの方が大きくて。十じゆう堕だ臣しん討とう伐ばつに関わったことは聞きました。王から直接お褒ほめの御言葉まで頂いて。主人は困ってしまったようですけれど」

　そう微笑ほほえむメリルに、アル達たちから見て噓うそは感じられない。

（──そうなると親おや父じさん次し第だいかね）

　アルとしては仲間であるミクトラの味方だ。彼かの女じよの決断であればそちらを優先したい。

「貴族らしいことを申せば、カルネルスが産まれたから、ということもありましょうが。……それでも、娘むすめには長く、ランテクートの一人ひとり娘むすめとして人生を右に左にと振ふり回まわしてしまいましたから」

　メリルの笑えみに僅わずかな陰かげが混じる。それに気付いたことを、敢あえてアルは口にしない。
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　とまれ。アル達一行はランテクート家に寄宿することとなった。過ごし方はそれぞれだ。

　ハルベルは王立騎き士し養成学園へ無事編入を果たし、勉学の日々。

　ミクトラは父親と職業についてやり合いながらも、愛弟カルネルス含ふくめ家族との久しぶりの交流を楽しんでいる。

　そして、我らがアルはといえば、ゲーム三さん昧まいである。しばらくは王都に留とどまらざるを得ない彼かれは、見事にランテクート邸てい遊ゆう戯ぎ室の風変わりな主と相成った。休きゆう憩けい時間のアラハンを初めとした従じゆう僕ぼくやメイドとあれこれテーブルゲームをする日々だ。

「君の実家、最高だな！」

「うんまあ……その、楽しんでくれて何よりです……何よりだが、あまり使用人達たちを大々的に巻まき込こんで遊ぶのは控ひかえてくれ」やや複雑そうな顔でミクトラが苦く笑しようする。

　最初はアルに対して畏い怖ふや戸と惑まどいでぎくしゃくしていたランテクート家の使用人達たちも、一月ほど経たった今では、客人として以上の緊きん張ちようはない。やたら感情豊かな骨である。

　無論、遊び惚ほうけてばかりいたわけでもない。折を見つつ、失しつ踪そうした元仲間の神官、イザナ──彼かの女じよの情報を求め王都での聞きき込こみも行ってはいた。

　しかし、アルの風ふう体ていである。彼かれの情報は組合やフブルを通してここ王都にも届いているとは言え、場所を選ばねば無用な混乱を起こす。

　その上、最も穏おん便びんに街を歩く方法──死し霊りよう術士を伴ともなう──は、

「ぐえー……づがれだ」

　このように、毎日頭を茹ゆだらせて帰ってくるハルベルのため、そうそう取れない。

「どうだい、学園は」

「分かってたけど大変ー。勉強もだけど、クラスメートがさー」

「ハルベルはあれこれ特とく殊しゆだからな。さもありなん」

　身内の茶会部屋で仲間三者が揃そろっている。マクドナルが職務に出ているため、ミクトラも自由の身だ。

「その通りデス。めっちゃ絡からんでくる子がいてさー。もーめんどいったら……」




「編入生のハルベル・エリュズです。よろしくお願いします！」

　時は遡さかのぼって編入当日。ハルベルの挨あい拶さつ前から教室内はざわめきで満たされていた。

「あれが噂うわさの子？」「魔ま導どう宰さい相しようの推すい薦せんって……」「あんなのが奨しよう学がく生せいってことか？」「とんでもねえ魔ま力りよく持ちだって話だぞ」「噓うそくさい」「そんで田舎いなかくさいな」「なんだ、平民かよ」「何しに来たんだ」

（わあお。歓かん迎げいされてないっぽい）

　素知らぬ顔でつぶやきを無視して、ハルベルは講師の勧すすめるまま席に着く。

「よろしく、ハルベル・エリュズさん。私はペリネーテス・ラ・ペルナーダ。貴女あなたと同じく魔ま法ほう使つかいを目指す者ですわ」

　隣りん席せきから挨あい拶さつしてきたのは、容姿だけではなく言こと葉ば遣づかいや姿勢までもが洗練された少女だった。
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　ペルナーダ家は、主に魔ま法ほう分野研究で王国に貢こう献けんしてきた王仕貴族だ。彼かの女じよはその長女であり、女性ながらに将来は家か督とくを継つぐ身として、王宮魔導師を目指し王立学園へ入学した。将来を嘱しよく望ぼうされるエリートである。

「あ、よ、よろしくー……」

　そんな事実は知らずとも、彼かの女じよが貴族であることは名前からハルベルにも分かった。やや緊きん張ちようしつつも、ミクトラを思い出しにこやかに握あく手しゆに応じる。これに、ペリネーテスは笑えみを深くした。

「噂うわさは聞いていますわ。とても大きな魔ま力りよくをお持ちだと。……確かに」

「え……」

　掌てのひらからの感かん触しよくにハルベルが戸と惑まどう。ペリネーテスは接せつ触しよくすることでハルベルの魔ま力りよくを計ったのだ。

「ペリネと呼んでくださいまし。……私たち、良いい競争相手になれそうですわね」

　笑えみに好戦的な獣けものの気風が加わる。ハルベルの方は、ただ口くち端はに苦みが加わるのみだ。

　──それも道理。現状王立学園の教育プログラムに死し霊りよう術の実じつ践せんは無い。それ以外魔ま力りよく的な才が無いハルベルには基本、実技は苦戦と忍にん耐たいの時間だ。そうなれば無論、

「なんで貴女あなたはこんな初歩的なことも出来ませんの！　とんだ期待外はずれですわ!!」

「知るかっつのそんなの！　ペリネが勝手に期待したんでしょ！」

　ハルベルの入学から数週間ほども経たった頃ころ。

　ペリネの怒ど声せいとそれに劣おとらぬハルベルの応答に、教室の中の空気が「またか」という感想で染まる。

「まままま、二人とも落ち着いて。授業中だよ～」

　二人の傍かたわらで仲ちゆう裁さいするのはゲルダと言う名の少女だ。彼かの女じよは平民ながら高い神聖魔ま法ほうの適正を有し、将来のペリネの腹心候補としてペルナーダ家が支し援えんして学園に通わせている。幼おさな馴な染じみとして気位の高いペリネを抑おさえられ、かつ平民出身としてハルベルとも気安い。

「くっ」「ちっ」

（（（（収まったか……））））

　周囲の生徒も内心で嘆たん息そくする。平民、奨しよう学がく金、座学いまいち、体力以外は実技駄だ目め。これらの理由によりハルベルへ悪感情を向ける生徒も多かったのだが、生徒内でも家格・成績共にトップクラスであるペリネと正面からやり合うハルベルに、なんとなく皆みなで感心してしまい現状に至る。

　一度だけ、貴族の生徒数人によりハルベルの私物がトイレにたたき込こまれる、という事件が起こった。ハルベルは即そく座ざにペリネの元へ行き、

「ペリネじゃないと思うけど、心当たりある？」

「あるわけないでしょう。ですが、貴女あなたごときに行うには気にくわないやり口ですわ」

　そうして、ゲルダを加えた三人でその日の内に魔ま力りよく残ざん滓しからその生徒たちを特定、ハルベルによる物理的報復（拳こぶし）と汚よごされた私物の洗せん浄じよう命令まで済ませてしまった。かつて、吸きゆう血けつ鬼きの王に村を丸ごと滅ほろぼされた過去を持つハルベルである。本来学生のイジメなど毛ほども気にしない。アルが持たせてくれた私物を汚よごされたことに怒おこったのだ。




　こういった流れがあったものの、ペリネのハルベルへの態度は基本的にきつい。寮りようの自室でゲルダといる時の彼かの女じよは、

「ハルベルさんはどうしてああ生意気なんですの！　初歩的な魔ま力りよく事象変へん換かんも出来ぬ分際で！」

「ままま。でも頑がん張ばってるじゃない、ハルベル～」

「そんなことは当たり前ですわゲルダ！　強い魔ま力りよくを持つのならばそれに相応ふさわしい技術もまた持つべきなのですわ！　昨今の世情を鑑かんがみればそれは尚なお更さら！」

　ハルベルの魔ま力りよくの一いつ端たんを知る彼かの女じよとしては、それを脅きよう威いに思うと同時に頭に来るのだ。

（あー、これ素す直なおに自分に教えてって来ないのが悔くやしいのね～、ペリネ……）

　とは思っても言わないゲルダである。どう考えてもやぶ蛇へびだ。

「それに──資格さえ取れれば学園での地位などどうでもいい、という態度が丸見えなのが腹立たしいですわ」

「そういえばそうよね～。彼かの女じよは平民だから、騎き士しにはなれない」

　ということはゲルダのように騎き士しや領主に従う従士、または冒ぼう険けん者かそれ以外の市井しせいの職を目的にするということだが、

（かといって栄達にも興味がない──まるで、もっと先を見ているかのような態度。あれは……）

　考かんがえ込こみ出すペリネに、ゲルダははあ、と息を吐はいた。

「あの子が気になってしょうがないのね～、ペリネは」

「誰だれがですか！　あのようなへっぽこ！」

　そうしてまた翌日、教室でやり合う。そんな日々だ。
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　そうした日々が続いた頃ころである。

「やあ、アル」

「おいっす。ミクトラ、カルネルス君」

　服を脱ぬぎ、久しぶりに骨に外がい套とうをまとったアルは、裏口へと続く廊ろう下かで姉し弟ていと出会う。

　ミクトラはいつもの鎧よろいではなく私服姿だ。およそ二年振ぶりの帰郷と言うこともあり、彼かの女じよも仕事の頻ひん度どを減らし家族との時間に当てている。訓練は怠おこたっていないのが彼かの女じよらしい。

「まあ父上の説教がセットなのが辛つらいところだが……」

　ミクトラは気軽に笑ってくるが、

「……うぅ」

　カルネルスは彼かの女じよの足の後ろへと隠かくれてしまう。動く骨が彼かれの家に現れて一ヶ月ほど、まだ慣れていない。

「こら、カルネ。私のゆ……友人だぞ」

「こわいぃぃぃ……うぎゅぅ……」

　姉の苦言にも関わらず、彼かれは顔をくしゃくしゃにする。無理もない。何せ骨である。

「ふははは。こわいのはさっさと行っちゃいますよー」

「お、おい、アル。服はどうしたんで……どうしたんだ。何な故ぜ着ない」

　やや不満げなミクトラだ。ちょっと重い娘むすめなのである。

「組合から呼び出しだ。仕事っぽいから汚よごれると嫌いやだし。せっかくミクトラが選んでくれた服だからな」

「んぐぅっ！」

　久方ぶりのクリティカルが決まった。胸を押おさえてミクトラがうずくまる。

「ねえさま!?　ねえさまどうしたの!?　ほ、ほねさん、な、なにしたの！」

「い、いやいいのだ、カルネ。ふ、ふひひ、ひひ……」

「ねえさま!?　何その笑い方!?　ねえさまー!?」

　怖こわいアルにも立ち向かういい弟さんであるが、

（カルネルス君、クマ出来てんな。お姉ちゃんと遊びすぎかね？）

　チラ見したお子さまの目元が気になりつつ、アルはそのまま外へと出て行く。




　そして何な故ぜか。今アルは王立騎き士し養成学園の学園長室にいる。普ふ段だんは宰さい相しようの仕事で留守がちなフブルだが、今日は珍めずらしく在室だ。それというのも、

「宜よろしく頼たのむぞ、アル臨時講師」

「いや臨時講師て。組合から指名で仕事振ふられたと思ったら学園来いって何よソレ。学園長室来るまで体の中までめっちゃ見られたよ」

　不満たらたらのアルを、フブルがうるさげに手を振ふって鎮しずめる。

「箱やら壷つぼやらいちいち覗のぞき込こむからじゃろ……？　ま、話は単純なことよ。ハルベルちゃんに功績をくれてやれっつーことじゃ」

　む、とアルが居住まいを正す。

「現状まあ、ハルベルちゃんの成績は芳かんばしくない」

「だろーね」

　座学にはなんとか食らいついても、実技で良いいところを見せられないのでは限界がある。

「魔ま法ほう使つかいの資格には指定授業の合格、もしくは一人前にやれるっていう実績が必要、だっけか」

「死し霊りよう術が指導出来んのは学園側の不備でもあるからの。実績ゲットの機会を与あたえる、っつーことならまあ不正にもならん」

　簡単ではないぞ、と言いおいて、フブルは続ける。

「そこで、保険としてのお主じゃ。臨時講師として上う手まいことこう、なんとかせい」

「丸投げじゃん……」

　諦あきらめたように、アルの頭ず蓋がいが天を仰あおいだ。
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「えー本日はお日ひ柄がらもよく。臨時講師のアルです。そういうことで、今日は君たち四人でこの地下集合墓所に湧わいた魔ま物もの退治を行ってもらいます」

　数日後。王都郊こう外がいに位置する地下通路入り口前。

　アルの前に並ぶのはハルベル、そして任務に志望した三人の学園生徒だ。ハルベルが元気よく返事する。

「はい！　先生！」

「良いいお返事。これは国と組合からの依い頼らいと言う形で学園へ委い託たくされたお仕事です。これをクリアすれば複数単位と上級任務実績が付きます」

「がんばります！」満面笑え顔がおのハルベルに対し、

「え、ええと……」「その～」「…………」

　他の三者──ペリネーテスとゲルダ、そしてもう一人の男子生徒は困こん惑わくの色を隠かくせない。道行く人々からも奇き異いの視線が集まっている。

　彼かの女じよらも、現げん役えき冒ぼう険けん者の臨時講師が雇やとわれたと聞いてはいたものの、

「はい、質問タイム」

「スケルトンじゃありませんの!?」「しゃ、喋しやべってるよ」「昼から動いてるなんて……」

「その辺の質問は聞き飽あきた！　出来が良いいんだ！　以上！　はい自己紹しよう介かいお願い。名前と、得意技能」

　すっぱり切り捨てて、アルは四人を促うながす。即そく座ざに反応するのはやはりハルベルだ。

「はい！　ハルベル・エリュズといいます！　死し霊りよう術がちょっと使えます！」

「な、なんでそんな平然としてますのハルベルさん……ええと、ペリネーテス・ラ・ペルナーダですわ。主に火の魔ま法ほうを扱あつかいます。中級までは……」

「ゲルダといいます。棍こん術じゆつと神聖系魔ま法ほうを少し……回復魔ま法ほうの方が得意です」

「ダステル・デ・ベルヘルカ、です。剣けん士し──。冒ぼう険けん者志望、です」

　やや緊きん張ちよう気味の自己紹しよう介かいをアルは吟ぎん味みする。

（前ぜん衛えいが一、中衛一、後衛二、ね）

　ざっと編成を組んでみる。まあまあのバランスだと彼かれは考える。

（貴族が二人、平民一人。まあ王立だし普ふ通つうか。にしても）少し気になってアルは質問する。「貴族なのに、冒ぼう険けん者志望？」

　友人を思い出しつつ、光無い眼がん孔こうを向けたのは最後に発言した少年、ダステルだ。大人おとなしそうな風ふう貌ぼうで、顔立ちだけなら少女と言っても通りそう。

「……ベルヘルカは下級貴族、なので。僕ぼくは三男、ですし」

　ああ、とアルは頷うなずいた。下級貴族は土地を持たず、上位の貴族に仕える身分である。貴族とはいっても財政的な余よ裕ゆうはそこまであるわけでは無い。

（三男となると、手段はどこかへ婿むこ入いりか自立か、ってことになる。実績稼かせぎ目的か）

　冒ぼう険けん者で上う手まく功績を立てて、他の貴族に召めし抱かかえられることを狙ねらうのも一つの手だ。

「立ち入ったことを聞いた。ごめんね。さて──」

「いえいえいえ！　お待ちになって！」

　割わり込こんできたのはペリネーテスだ。

「何な故ぜ！　スケルトンが！　臨時講師などしているのか！　それを聞いていませんわ！」

「だってアルすごい強いもの」

「は？」

「おい」

　ハルベルへとペリネーテスが振ふり向むき、アルが苦り切った声でツッコむ。あやや、とハルベルが自みずからの口を手で覆おおった。

「知り合い、なのかい？」

「読めましたわ！」

　びしぃ！　とペリネーテスがアルへと指を突つき出だす。

「…………」そーっと指骨の先を合わせるように持って行くアル。

「違ちがいますわ！」

　ペリネーテスはぺし、と指骨をはたく。アルがあわわ、と飛んでった指骨を追う。

「ハルベルさん！　貴女あなたはふがいないへっぽこな自分のサポートにするために、このスケルトンを臨時講師に据すえたのでしょう！」

「私に出来るわけないでしょそんな裏工作ー」

「ままままままま、ペリネ落ち着いて」

「お黙だまりなさいゲルダ！　ハルベルさん、貴女あなたが率そつ先せんして実習任務に参加希望など怪あやしいと思っていましたが、見み損そこないましてよ！」

「え？　ペリネ、ハルベルと他の生徒じゃ危なっかしいからって──」

「お・黙だま・り・な・さ・い・ゲルダ!!」

（わーお）

　大おお騒さわぎである。道行く人の耳じ目もくも集まり、ダステルもまた助けを求めるようにアルの方を見ている。

「はい落ち着けー」

　とりあえず女性陣じんを鎮しずめ、アル達たちは地下道へと入っていく。魔ま力りよく灯とうの中、地下集合墓所への扉とびらの前まで来てから、改めて顎がつ骨こつを開いた。

「俺おれがハルベルの保護者なのは確かだがね。今回は講師なんだから基本的に手助けはしない。簡単な助言に君らの蘇そ生せいと、全ぜん滅めつで任務失敗した時の後始末くらいだ」

「え！　駄だ目めなの!?　わたしと契けい約やくしたのに！」

「ダメデス。っていうか仮契けい約やくだと何度も」

　アルは腕わん骨こつを交差させて×印を作り、ふるふると頭骨を回す。

「当たり前ですわ！　って……蘇そ生せい？」

「俺おれ、フブル学園長の弟で子しだぜ？　神聖魔ま法ほうも到達位マスターだ」

「アンデッドが……？　いやでも～、生前から覚えてるなら不可能じゃない……？」

　自みずからも神聖魔ま法ほうの使い手であるゲルダが目を見開く。

「学園長に持たされた魔ま素そ水すいあるから、まあ大船に乗ったつもりで」

「……死ね、と？」「め、滅め茶ちや苦く茶ちやな……」

　こちらは、冷ひや汗あせをかくダステルとペリネーテス。彼かれらに、アルはさっくり告げる。

「最初に言ったろ、複数単位と上級任務実績。本来地下墓に溜たまる瘴しよう気きから湧わく亡ぼう霊れいや魔ま物ものの処理は中級以上の冒ぼう険けん者の仕事だ。君らだけじゃまあ普ふ通つう死ぬ」

　上背のある白骨が、薄うす暗ぐらい地下道の影かげを伴ともない上から言葉を降らせる。

「だが、君らが自分の力をきっちり発揮して、それぞれがしっかり仕事を果たせば突とつ破ぱ出来る。そういうレベルの仕事だよ。学園の能力査定を見た限りではね」

　ハルベルを含ふくめ、四人が息を吞のむ。

「そんなこと、今日初めてチームを組む僕ぼくらでは無理、では……」

「まあこりゃ、学園長じゃなくて俺おれの方針だけどね。ギリギリの感覚を摑つかめってことさ。生死の」

「死の際きわを、体感しろと？」「戦場のアンデッドみたいに狂くるったらどうするんですか？」

　髑どく髏ろを見返しながら、緊きん張ちよう気味にペリネーテスとゲルダが問う。

「死傷した魂たましいで留とどまるのが問題であって、その場での蘇そ生せいが行われるのであれば、心配はあまりしなくていい。無論、心を強く持つに越こしたことないけどね。そんでね、生死の境ってのは、経験しないと身につかない。そして本番では蘇そ生せい魔ま法ほうを使う者がいるとは限らない。なら、尚なお更さらこのチャンスに摑つかんどきなさい。……死んでも、ね」

　死の象しよう徴ちようのような臨時講師がそう言って、不ふ吉きつに扉とびらを指し示した。




　──ちなみに、魔ま素そ水すいとは。

「魔ま力りよく回復飲料水──ね。どーしたのこれ。現げん役えきん時には使ってなかったよね」

「んむ。開発したった。新しい交易品にならんかなって」

　今回の依い頼らいを聞いた後の学園長室だ。フブルが小さな胸を張る。

「金かね儲もうけ目的？」

「言い方ー……。でまあな、作ってみたはいいものの、コスト高いわ保存がイマイチだわでのー。場所によっちゃ送って着いた時には消費期限切れじゃ。詐さ欺ぎになっちゃう。可愛かわいいわしのイメージ壊こわれちゃう……」

「イメージて。というか可愛かわいさで連合国家間調整するのやめない？」

「わしなー、一回くらい『アイドル』とかやってみたいんじゃよなー」

「なにそれ」割とどうでも良さそうに、一応髑どく髏ろが聞き返す。

「異界語でな、踊おどり子こと歌うたいの複合最上級職を意味する、らしい。すんごい人気があるんじゃと。分刻みの予定が組まれ、握あく手しゆのためにはるばる旅してくる者すらいるとか」

「忙いそがしいんじゃないんですか魔ま導どう宰さい相しよう」

　歳に似合わず、見た目には似合って。かなり夢見がちなことを呟つぶやく魔導の師し匠しよう。彼かれは呆あきれたように髑どく髏ろを手骨で覆おおった。

「こう、愉ゆ快かいな事を可愛かわいい儂わしがやってな、その映像を流して魔ま術じゆつゅーばーとかどうかの」

「遠見の水すい晶しようとか個人で持ってる奴やつがどんだけいると思ってんだ」

「骨Ｐはダメ出しばっかりじゃ……」

「誰だれが何だって？　まあとにかく、こいつ使って子こ守もりすりゃあいいわけね」

　ちゃぷちゃぷと、アルが魔ま素そ水すいの瓶びんを揺ゆらした。

　閑かん話わ休きゆう題だい──。




「アル講師、何を覗のぞいていますの。先に行きますわよ」

「アル、その癖くせ直した方がいいよー」

　ペリネーテスとハルベルの声に、むむ、と通路の隅すみで落ちていた箱を検分していたアルが頭ず蓋がいを上げる。一行は軽い戦せん闘とうの後処理を終え、新たな道へと歩を進めるところだ。

「ええと、この先が──」

　地図を広げながら、ペリネーテスが歩く。貴族の彼かの女じよは無論、ダンジョンの潜せん入にゆう経験など無いため、自然手て探さぐりになる。

（あっ、曲がり角の内側なんて不用意に歩くと……）

　アルがペリネーテスの歩みに危き惧ぐを覚えた瞬しゆん間かんだ。さくっ、と。角に潜ひそんでいた小動物が彼かの女じよの首元に飛んだ。赤いものを吹ふき出だしながら、ペリネーテスが崩くずれ落おちる。

「うわああああああペリネー!?」

・ペリネーテス……物もの陰かげからのギロチンバニーの奇き襲しゆうにより一回死亡。他、瀕ひん死し一回。





◆ギロチンバニー（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｃ。縄なわ張ばりに入ると急激に敵対的になる）

　物もの陰かげから突とつ如じよ襲おそってくる危険な兎うさぎ。前歯が凶きよう悪あくに発達しており、下へ手たな剣けんよりも鋭するどい。おまけに首を執しつ拗ように狙ねらってくるため、被ひ害がい者の致ち死し率が高い。

　人間を敵視しているというよりは、縄なわ張ばりに入った者に対する凶きよう暴ぼう度が非常に高いのが真相。

　奇き襲しゆうされると大変危険だが、面と向かえばさほどの強敵でもない。



　勇者アルヴィス曰いわく『気ぃ抜ぬいてると、クリティカルで高ランク者でも首取られるので注意』




　また別の場所。暗くら闇やみが深くなっている隘あい路ろで。

「うわあっ！　しま、足元、を！」

　ダステルの盾たてと剣けん。その腕うで前まえはアルから見てもそこそこのものだ。だが、彼かれの修練はあくまで人間相手のもの。黒い影かげは人間ではありえない低位置を駆かけ抜ぬける。狙ねらいは、狭せまい通路でダステルに前ぜん衛えいを任せて気が緩ゆるんでいる、中衛の──

「えっちょ、まっ！　きゃああああ～！」

「げっ、ゲルダ！　くそ、この犬、ゲルダの上からどきなさい！」

・ゲルダ……ダステルを突とつ破ぱしてきたブラインドドッグにより一回死亡。他、瀕ひん死し二回。





◆ブラインドドッグ（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｂ。人肉を好む）

　通常の犬種が地下に住み着き、魔ま力りよくのこもった瘴しよう気きを受けて変化したもの。

　目が退化し視覚はほとんどないが、代わりに発達した嗅きゆう覚かくと魔ま力りよく探知器官で人間を察知し、襲おそってくる。

　元の犬種に関わらず牙きばと爪つめが鋭えい利り・肥大化する特とく徴ちようがある。単体の能力はそこまで高くないが、複数で行動する習性があるため注意が必要。



　勇者アルヴィス曰いわく『行くとこ無くした捨て犬が地下に迷まよい込こんで成ることが多いんで、捨て犬ダメゼッタイ』




「ふう……、あ、すいませんアル……先生。盾たて拾って、もらって」

　幾いく度目かの戦せん闘とう後だ。取り落した盾たてを拾った影かげにダステルが頭を下げる。目の前の存在は、人骨のシルエットを晒さらしている。

「ちょ、ダステル、誰だれと話してますの……？」「アル、私たちの後ろだよ？」

「え」

　ダステルが振ふり返かえるのと、アルに良く似た影かげが剣けんを振ふり下ろすのはほぼ同時だった。

　──なおこの後、水みず精せい霊れいに対しペリネーテスの魔ま法ほう発動まで粘ねばって彼かれはもう一度死んだ。これは後でアルからちょっと褒ほめられ、ちょっと怒られた。

・ダステル……スケルトンに斬きられ、水みず精せい霊れいの水圧矢に撃うたれ二回死亡。他、瀕ひん死し三回。





◆水みず精せい霊れい（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｄ。水を汚よごすような真ま似ねをしなければ無害）

　一定以上の量の水に、魔ま力りよくが偏かたよると発生する魔ま物もの。

　普ふ段だんは水に溶とけ込こんでおり無害だが、生息している水場を汚よごすと敵対行動を取り始める。

　水なので単純な物理的干かん渉しようは無効、かつ攻こう撃げきは水圧の矢に水属性魔ま法ほう、まとわりつきによる窒ちつ息そくと多た彩さい。



　勇者アルヴィス曰いわく『脳のう味み噌そ無いのに結構相手を覚えてる。一回嫌きらわれたら数週間は空けるか、蒸発させきってしまうこと』




「くそっ！　抜ぬか、れた！」「わひゃっ！」「くっ、図ずう体たいに似合わずちょこまかと！」

　ダステル達たちの間を走はしり抜ぬけるジェイルリザードが、ハルベルへと狙ねらいを付ける。

「あぐっ？」

（ハルベル……！）「ハルベルさんっ！」

　アルが息を詰つめる思いをし、ペリネーテスが叫さけぶ。唸うなった尻尾しつぽがハルベルを壁かべに叩たたき付つけた。リザードはさらに追つい撃げきをかけようとしたが、

「こ、のぉ……！」彼かの女じよは並の根こん性じようをしていない。

　痛みをこらえながらハルベルの威い圧あつ。彼かの女じよの魔ま力りよくが体からにじみ出ている。直接的な攻こう撃げき魔ま法ほうとしての発はつ露ろ手段が無いため実際は無意味なのだが──それでも、感情を映さない爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみが揺ゆらぎ、矛ほこ先さきを変えた。その先にいるのは、離はなれて最後こう尾びで見ていた──

「あ、危ない！」「アル講師の方へ行きますわ！」

　滑すべるような速度で、長大な尻尾しつぽを含ふくめれば四メル近い巨きよ体たいが白骨へと向かっていく。

（……ま、パーティの戦せん闘とうから外はずれた敵への自じ衛えいなら、手助けにはならんかな）

　ぐば、と大口を開いて大だい腿たい骨目がけてかぶり付くジェイルリザード。その下した顎あごを、

「ほい」アルのブーツの爪つま先さきが叩たたき口を閉じさせ、「ほい」脇わきをすくう様に剣けんの鞘さやが突つっ込こまれ、「ほいさ」浮ういたリザードの尻尾しつぽを、空中で骨手が摑つかむ。

「はいさよなら」

　そして、後方へとブン投げた。腰よう椎ついを基点にぐるんと腰から上だけ大回転。たっぷり数秒もして、遥はるか百数十メル後方の暗くら闇やみから叫さけびと重量物が落ちる音がした。

「え、ええ……」「い、今、何しましたの、あの方」「意味分かんない距きよ離り飛んだよ……」

「いっだだだだだ……！　うぅ～！　アル、最初からそれやってよ！」

　ハルベルだけがそれに動じず、涙なみだ目めで人骨へ文句をこぼす。

「だ～か～ら～、助けないっつってんでしょーが」

・ハルベル……何度か傷を負うものの、魔ま力りよくと魂たましいの感知が幸いし無死。他、瀕ひん死し一回。





◆ジェイルリザード（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｃ。野生の獣けもののようなものだが、獰どう猛もう。人肉も食す）

　都会の地下に住み着く巨きよ大だいなトカゲ。成体は尻尾しつぽを含ふくめれば最大で五メルにもなり、その巨きよ体たいに似合わぬスピードで滑すべるように移動する。

　獰どう猛もうな上に肉食で、鱗うろこの防ぼう御ぎよもそこそこに堅かたく、爪つめと牙きばは鋭するどい。おまけに俊しゆん敏びんである。戦うならば、大型爬は虫ちゆう類るいとの典型のような戦せん闘とうを強しいられることになるだろう。

　人間にも襲おそい掛かかってくるため、住民のためにも発見の際は断固とした対処が望ましい。



　勇者アルヴィス曰いわく『執しゆう念ねん深ぶかい方ではないので、距きよ離りが離はなれればそのまま去ることも多いです。ヤバくなったら逃にげろ』




「はあはあ……」「ひいひい～……」「ぜ……ぜえ……」「つかれた……アル、えーと、せんせー……おんぶー……」

「だめ。きりきり歩きんさい」

　疲ひ弊へいしながらも、周囲を注意深く進む四人の後ろを、十歩下がって白骨がついて行く。

「ふ、ふふふ、中々のスパルタですわねアル先生。そう、こなく、ては……」

　全員がアルの力を見た上で、さらに蘇そ生せい魔ま法ほうの世話になっているため、今では敬語だ。

「駄だ目めだよペリネ、ハルベル。魔ま力りよくの探知欠かしたら～……」

「…………最上級生達たちが手を挙げなかったの、おかしいと思った、よ……。学園長直ちよくの任務がここまで、とは……」

　四人と一体が歩く場所は、地下集合墓所の最深部だ。ここは魔ま王おう戦争初期の頃ころ、浸しん透とうしてきた魔ま物ものや堕だ竜りゆう軍ぐんにより死亡した人々を、近きん隣りんの村含ふくめまとめて葬ほうむった場所でもある。

（中々頑がん張ばる。全ぜん滅めつしたら俺おれがクリアして、ハルベルがやったことにして実績でっち上げようかと思ってたが）

　アルとフブルにしてみれば、エンデ村をハルベルに救わせることが最優先だ。しかし、生徒たちの健けん闘とうに、彼かれもこのままの任務達成を見届けたくなりつつある。

（さて、そろそろかな……）

　アルが地下墓地図を思おもい浮うかべながらタイミングを測った時だ。

「この辺で最後の小休止と致いたしましょう。ゲルダ、結界を」

「うん～」

　ペリネーテスが呼びかけ、てきぱきと二人で休きゆう憩けいの準備を整える。

「流石さすがペリネ。成績上位なだけあるな」

「ほ、誉ほめられることではないですわ、この程度」

　この──彼かの女じよらにとっては──過か酷こくな任務に最も早く適応したのがペリネーテスだ。彼かの女じよの魔ま法ほう技術は高く、得意な魔ま法ほうに限れば下へ手たな松明トーチ級冒ぼう険けん者よりも上だろう。

　相方のゲルダも、火力役のペリネーテスを棍こんの防ぼう御ぎよと神聖魔ま法ほうで上う手まくフォローしている。この二人だけでも、攻こう防ぼうのバランスがそれなりに取れている。

「ふぅ……死ぬかと思った、よ。いや実際死んだ、けど……」

　ため息を吐ついて腰こしを下ろしたのはダステルだ。前ぜん衛えいを一人で務めて二度の死亡を経験し、流石さすがに表情に疲ひ労ろうがあった。

（彼かれもこの年にしちゃ中々の剣けん技ぎだよな。彼かれ以下の冒ぼう険けん者もごろごろいるだろうし）

「お疲つかれー、ダステル。いやほんとお疲つかれ……」

　ハルベルもへたり込こむ。しばし四人は各おの々おの疲つかれを癒いやしていたが、

「でもさ、なんでダステルはこれに参加したの？　私はすごい助かってるけど、ダステルくらいなら他にいくらでも実績稼かせぎできたでしょ」

　ハルベルの質問に、ダステルは気まずそうに下を向いた。その整った顔がやや赤い。

「いや、その……ハルベル。君、さ」

　段々小さくなる声。

（はっ！）（これは！）（もしかして～……！）

　アル、ペリネーテス、ゲルダがある気配を察し、期待と緊きん張ちよう感のある視線を向ける。

　二人の様子は対照的だ。ハルベルは吞のん気きそうな疑問の視線を彼かれに向け、ダステルは張りつめた様子で彼かの女じよを見る。

（いくのか、ダステル君！）（ど、どどどうしますの！　どうしますのゲルダ！）（まままままままま、ペリネ落ち着いて～）

　わくわく、はらはら、どきどき。観戦者も三者三様だ。

「き、君──さ。い、今」

「うん？」

　そして躊躇ためらいがちに、ダステルが口を開いた。

「ランテクート家に居候いそうろうしているっていうのは本当、かい!?」

「あ、うん、そーだよ」

　観戦側の肩かたと肩けん胛こう骨こつがコケる。それに構わず、勢いのままダステルが続ける。

「じゃじゃじゃあ、今帰省していると言われるミク様」

（ミク様！）

「あ、あいや、篝火ベルフアイア級冒ぼう険けん者ミクトラ・クートさんと一いつ緒しよに住んでるっていう、のは！」

「あ、住んでる住んでる。え、ミクトラさんのファン？」

「じ、実は……」ダステルは真っ赤になって答える。「実家の支し援えん無しで冒ぼう険けん者になって大だい活かつ躍やくしてるミクトラさんは、僕ぼくらみたいな小貴族の次男三男には憧あこがれの存在、なんだ……。噂うわさじゃ、近い内に国王から賞賛の御言葉と褒ほう賞しようが出るらしい、って……」

　語られる言葉に、アルは徐じよ々じよに納なつ得とくする。

（あー、堕だ屍し王おう打だ倒とうの件だな、それ）

　確かにミクトラは、貴族出身の冒ぼう険けん者としては異常なペースで功績を積んでいる。マクドナルが家長として、無理矢理彼かの女じよに冒ぼう険けん者を辞やめさせることが出来ないのも、これが関係していた。──半分方はアルのせいでもあるが。

「そうなんだー。じゃ、今度サインもらってきてあげよっか？」

「いいの、かい！　やった！　よし、今日は君を全力で守る、よ！」

　何やら話がまとまり、やれやれという風にペリネーテスとゲルダが会話に入ってくる。

「ダステル、私たちも頼たのみますわよ。それにしても、ハルベルさん貴女あなた、楽らくしすぎですわ」

「ま、魔ま力りよくと魂たましいの感知はしてるじゃない」

「それは！　基本！　ですわ！」

　食ってかかるペリネーテスに、ハルベルは頭を抱かかえてアルの後ろへ回る。

「アル先生の後ろに逃にげない！　全く、唯ゆい一いつ出たスケルトンはゲルダが仕留めるし。良いいとこなしじゃありませんの」

「ままま。あれは私が近かったもの～」

「でも、確かに死し霊りよう系少ない、よ。もっと出る、かと……」

（確かにね）ゲルダとダステルの疑問に、アルは心中で頷うなずく。

　フブルに渡わたされた任務資料をめくれば、予想される魔ま物もののリストが出現度付で並んでいる。そこで唐とう突とつに、アルとハルベルが同時に同方向を向いた。

「……ハルベル」

「うん。いるね」

　アルの雰ふん囲い気きは変わらないが、ハルベルのそれは一変している。

「ど、どうしましたの？」

　魔ま力りよく感知にそれなりに優すぐれるはずのペリネーテスでも、未いまだ感じられてはいない。だが、ハルベルは魂たましいを知覚するその才覚で、扉とびらの向こうの存在を察知している。

「休きゆう憩けいは終わりだ。その扉とびらの向こうの集合墓を掃そう討とうすれば任務は終わり。アンデッドがいる可能性が高い。墓ぼ碑ひを壊こわさないように気をつけること」

　アルの言葉に、四人が立ち上がる。ダステルが扉とびらに張り付く。ゲルダが先制攻こう撃げきとして神聖魔ま法ほうの準備をする。

　ダステルが扉とびらを注意深く開く。開口部へ、ペリネーテスが光球を投なげ込こんだ。扉とびらの向こうで、激しく光ひかり輝かがやく。アルが心の中で快かい哉さいを上げた。

（お、『フラセルム』。渋しぶいぜ）

　強く激しい光を発し、その後も光源としてしばらく留まる光を作り出す中級魔ま法ほうだ。室内にいきなり叩たたき込こめば中の相手の目を潰つぶせる。墓に向けてやるには多少罰ばち当あたりな感は否いなめないが。

「行きますわよ！」

　明めい滅めつが終わるのを見計らい、ダステルが扉とびらを大開きにして四人が踏ふみ込こむ。残った『フラセルム』の光で照らされる空間内は、いくつもの墓ぼ碑ひと数本の石柱で構成された五十メル四方ほどの空間だ。予想に反して静せい謐ひつなそこには、

「敵が、いな──「あそこ！」

　ダステルの疑問を遮さえぎって、ハルベルが部屋の奥おくを指さした。光が薄うすくなるそこに、自おのずから発光する半透とう明めいの存在がある。

「ゴーストだね！　『フュネル』～！」

　即そく座ざにゲルダが前に出て、準備していた光の矢を三本撃うち放つ。低級の神聖魔ま法ほうであるが、死し霊りようへの攻こう撃げきとしては有効だ。三連打ならば十分な威い力りよくを得られる。

（うーん問答無用。ま、戦術としては正しい）

　アルの思いはさておき、神聖魔ま法ほうの光矢はゴーストへと次々に突つき立たち──

「これで、終わり～！」ゲルダが手応えを得て笑う。だが。

《おお……おおぉ……》

「……効いてないの!?」

　ゴーストは変わらず、そこに佇たたずんでいる。異常を察し、ダステルがゲルダのさらに前に立った。

　しかし、意味は無かった。

《竜りゆうが……竜りゆうが来る……おおぉぉぉぉおおおお……！》

　音もなく、ゴーストの腕うでが振ふられた。石柱や墓ぼ碑ひ、障害物を無視して腕うでが届く。

「なぁっ!?」「ひ……！」

　そう。物理法則などあざ笑うかのように、十メル以上伸のびたゴーストの鉤かぎ爪づめが、ダステルとゲルダの体を通過した。二人はびくりと身を竦すくめ──そして膝ひざを突つく。

「か……、はっ」「さむ、い……」

「ゲルダッ！　ダステル！」ハルベルが二人を支える。

　精神干かん渉しよう。ゴーストは触ふれるだけで接せつ触しよく者の精神にダメージを与あたえてくる。それは死者の感じた痛みであったり、直接恐きよう怖ふ心を叩たたき込こむなど様々であるが、どうあれ二人はたったの一いち撃げきでまとめて戦せん闘とう不能状態にまで追おい込こまれた。

「おのれ……！」

　瞳ひとみと掌てのひらに炎ほのおを灯ともしたペリネーテスの怒ど声せい。その先で、ゴーストが身をよじらせた。

《竜りゆうだ……竜りゆうが……ゆる、りゅ、ゆるりゅりゅるｙるｒｙ》

　ぼごり、と。音を入れるならそういった様子で、ゴーストの肩かた部ぶから頭が増えた。存在していない腰こしから下に、新たに髪かみを振ふり乱みだしたゴーストが滑すべり出る。腕うでが増える。複数の顔が巨きよ大だいな一つの無む貌ぼうを作り出す。初めに伸のびた腕うでに見合う大きさの、本体が生まれようとしていた。

「これ、は……」

　ペリネーテスの腕うでが震ふるえている。この異い形ぎようと、発せられる魔ま力りよく、そして精神に届く叫さけびに、正気が屈くつしかけている。

（核かくは堕だ竜りゆう軍ぐんにやられた人ひと達たちか）

　先ほど、アルが眺ながめていた魔ま物ものリストの、一番下。最も強く、最も出現率が低い存在。





◆アセンブルゴースト（人類敵対度[image: さんてん]Ａ。まず狂くるっている）

　集業大霊れいとも。正気を失い、個を喪そう失しつしたゴースト達たちが消しよう滅めつせぬために合体した集合体。

　体力（というのもおかしいが）、大きさ、精神干かん渉しよう力、魔ま力りよく。そのどれもが通常のゴーストを大きく凌りよう駕がする。

　単純物理的な攻こう撃げきは無論効かず、生半可な神聖魔ま法ほうさえ魔ま力りよく抵てい抗こうだけで弾はじいてしまう。

　数人から、記録に依よれば最大数千人の魂たましいの集合であるため、精神干かん渉しようは強きよう烈れつ。触ふれられるだけで意識を刈かり取とられることも珍めずらしくはない。

　強力な存在であるため、退治には個人ではなく集団でかかるのが望ましい。



　勇者アルヴィス曰いわく『強力な神聖系攻こう撃げきが用意できないなら、聖水と塩をありったけぶちまけて逃にげましょう』




（この規模なら正規の騎き士し隊でも不覚取るな。ここだけじゃない、地下墓所中のが寄り集まっちまってるか。フブルさんめ、まーた押おし付つけやがって）

　苦い心境のアルに対し、生徒達たち四人はそれどころではない。

「ペリネ！　しゃんとして！」

「ぐっ、ぐ…………『ブラスト・サチュレイション』！」

　ハルベルの叱しつ咤た。精神を奮ふるい立たせ、ペリネーテスがこれも室内に入る前から備えていた魔ま法ほうを発動させた。火か炎えんの中級魔ま法ほう。爆ばく発はつを起こす魔ま法ほうだが、それを補助魔ま法ほうで拡散している。範はん囲い空間──巨きよ大だいゴーストの体に集中して幾いく重えもの爆ばく炎えんが起きる。

「良いい範はん囲い指定だ……集業霊れいを散らせるつもりか」

　しかし。爆ばく煙えんの中から現れたのは、やや形を崩くずしただけの巨きよ大だいゴーストだ。それも、瞬またたく間まに復元してしまう。

「そん、な……」啞あ然ぜんとするペリネーテスの声。心が折れかけている。「あ、アル先生……！　任務は失敗ですわ！　……は、早く、ハルベルさんを連れて退たい避ひを」

　それでも、こうした判断が出来るのは流石さすがと言えた。アルは、ゲルダとダステルを支えているハルベルを見る。

「どうする？」アルは自みずからの黒こつ剣けんを示す。「俺おれが斬きろうか？」

「んーん。単位ほしいし、やってみる」

　即そく答とうして、ハルベルが前に出た。ペリネーテスが悲鳴を上げる。

「何をしていますのハルベルさん！　初歩の死し霊りよう術でどうにかなる相手では……アル先生！　止めてくださいまし！」

　彼かの女じよの抗こう議ぎも無理はない。確かにハルベルの扱あつかえる死し霊りよう術は未いまだ技量も拙つたない。魔ま法ほうの種別も初級ばかりだ。

《りゅりゅｒｙりゅりゅりゅうりゅあうゆｙるｒｙるう》

　巨きよ大だいゴーストの腕うでがハルベルに迫せまる。複腕巨人ヘカトンケイルのような腕うでが、指が、包つつみ込こむように逃にげ場ばを塞ふさぐ。

「ああっ……」

　ペリネーテスの悲ひ嘆たん。あれほどの量による精神干かん渉しようを受ければ、精神崩ほう壊かいも十分にあり得る。

　ハルベルが、手をかざした。巨きよ大だいゴーストのそれに比べればあまりにか細い。しかしそれは、宙で見えない何かを摑つかんだ。

「大人おとなしく──しなっさいっ！」

　摑つかんだ手を下ろす。それに合わせ、巨きよ大だいゴーストの威い容ようが床ゆかへと崩くずれ落おちた。

「……は？」「ふっ、は、え？」「ん、ええ？」ペリネーテスに加え、息荒あらい二人も惚ほうけた声を発する。アルだけは、当然と言ったようにぐっと親指骨を立てた。

「んもー。いくら辛つらい思いしたからって駄だ目めでしょ、生きてる人に迷めい惑わくかけたら」

《りゅｙるあおろあろりうおぉぉ……でももも》

「でもじゃないです。ほら、絡からまっちゃってんの外はずすからじっとする！」

《あぁぁぁあぁあぁあ》

　地に這はう巨きよ大だいゴーストと会話（？）しながら、ハルベルが彼かれらを解体し始める。末まつ端たんに触ふれ、融ゆう合ごう部から力任せ（そんな訳はないはずなのだが）に個体を引きずり出す。

「な、何ですの……あれ」

「まあ信じられんのも分かるが。こと死し霊りよう相手だと、ハルベルは中級までの相手なら完全にワンサイドだ。こればっかりは相あい性しようだな」

　もっとも、今のハルベルは地元に置いている堕だ屍し王おう──ヴァンパイアロード・セッケルを支配しているため、元の魔ま力りよくリソースの半分方を食われている状態だ。それでも、

（ハルベルさんの魔ま力りよくが完全に巨きよ大だいゴーストを制していますわ……。わ、私が初対面の時に感じたのは、彼かの女じよの魔ま力りよくの一いつ端たんに過ぎなかった、と……!?）

　ペリネーテスの戦せん慄りつほどではないが、どうにか持ち直したゲルダとダステルの二人も呆あつ気けに取とられている。

「うそ～」「す、すごい、な……」

「ま、ここまでハルベルをほぼ消しよう耗もう無しで連れて来れた君らの勝ちだってことさ」アルが、彼かの女じよたちに向けからころと拍はく手しゆ。「ナイスチーム。いえー」

「「「はぁ……」」」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないクラスメートの生返事をよそに、ハルベルは巨きよ大だいゴーストを千切っては置き、千切っては置きを繰くり返かえす。

「ふいー！　とりあえずこれでよし！　融ゆう合ごうしきっちゃったのは無理だねー」

　数十分後、所在なさげに佇たたずむ霊れい体たい群ぐんと、数十体のゴーストを目の前に、ハルベルはイイ汗あせかいたとばかり額をぬぐった。

「でも、やっぱりみんなはっきりした意志はあんまり無いのね」

「彼かれらは戦争被ひ害がい者だからね。狂くるってる割合が高い。君の支配下に置かれてるから、落ち着いて大人おとなしくなってるが」

「ど、どうするん、ですか」

「……自じ我がも結構薄うすいし、ハルベルが手持ち霊れいにするんじゃなければ除じよ霊れいするしかない」

　アルがハルベルへ眼がん窩かを向ける。うーん、と彼かの女じよが首を捻ひねった。

「嫌いやがる人以外は世界に返してあげて」

「じゃ、私の出番だね。でもこれ、魔ま力りよく足りないかも～……」

「ねえ、アル。ミクトラさん、あれまだ持ってるかな？」

　ハルベルの耳打ち。それに、ああ、とアルは頷うなずく。

「多分まだ売ってはないだろうな。んじゃ、完全に自じ我がが無い人らは昇しよう天てんさせて、後は一時留とどめるか」

「それなら、足りると思いま～す」

　ゲルダが頷うなずき、神聖魔ま法ほうを唱え始める。

（とりあえず、一段落か──ん？）

　除じよ霊れいされていくゴースト達たち。アルが視線を感じて振ふり向むけば、そこには彼かれへ手を差し出すゴーストがいる。

「敵意は無いっぽいよ」

　支配するハルベルが言うならば間ま違ちがいは無い。アルも手を出すと、その手しゆ根こん骨こつへ金属のタグが落ちた。衛兵のそれだ。名前が書いてある。

「……俺おれに？」

　肯こう定ていも否定も返さず、ゴーストは動きを止めた。ほとんど意志が消えかかっていた。

　そして、ほどなく彼かれも除じよ霊れいされ──実習任務は終しゆう了りようした。




　　　○




　実習任務を終えてから数日後。お昼どうしよっかな、と算段していたハルベルの元へ、

「お待ちなさい、ハルベルさん」

「こんちは～」

「げ、ペリネ。……と、ゲルダ。こんちは」

「なんですのその態度の差は！」

「まままま、ペリネ。用事あるんでしょ～」

　用事？　と首を傾かしげるハルベルへ、ペリネは気を取り直なおしこほんと咳せき払ばらいした。

「先日の実習任務の反省会でしてよ！」

「うえめんどい」

「めんどいとはなんですの！　貴女あなたが私のライバルに相応ふさわしい潜せん在ざい能力を持っていることは分かりましたわ！　ならば後はそれをしっかりと鍛きたえねばなりません！　そのためには日々の研けん鑚さんが──」

「要するに一いつ緒しよにお昼食べよって言ってるんだよ～」

「あー、おっけおっけー。ダステルも誘さそおっか。ミクトラさんにサイン貰もらってきたし」

「ゲルダ────────────────!!」

　騒さわがしく、ハルベルの学園生活は過ぎていく──。
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「──それは真実か」

　雪深い山脈の中で。巨きよ大だいな影かげが身じろぎした。アル達たちが撃げき退たいした竜りゆうが可愛かわいく見えるほどの威い容ようだ。さらには、その周囲や上空には無数の飛ひ龍りゆう──ワイバーンの姿がある。

「確か、らしい。魔ま力りよくの一いち撃げきを身に受けて確信した、と」

「よもや、人間になど……」

「どうする」

　夜の闇やみと雪白が周囲を支配する中、複数の巨きよ大だいな気配がさざめき合う。

「決まっている。お連れするのだ。本来あるべき場所へ」

　うち一つが、鎌首をもたげた。月光に照らされ、その頭部が露あらわになる。

　大型の爬は虫ちゆう類るいと蹄ひづめ持つ哺ほ乳にゆう類るいを組み合わせたような見た目。頭頂部からは美しい角が伸のびている。色は透すき通とおるようで、しかし他の干かん渉しようを一いつ切さい拒こばむ、白。理知を備えた眼光が、遥はるか南西の方角を見み据すえた。

　竜りゆうだ。それも、成せい竜りゆう。生命の頂点種である。

　白き竜りゆうの記き憶おくが呼び覚まされる。十年前、戦争序じよ盤ばんで行われた堕だ竜りゆう軍ぐんによる世界都市蹂躙という示じ威い行動。自みずからが任され、燃やしたエイン王国、王都エイエラルド。下町を燃やし、貴族街を壊こわし、王城まで攻せめ入いらんとした所で、王族の必死の反はん攻こうにより時を稼かせがれ、退ひかざるを得なかった。

　今回、報告があった場所がエイン王都の近きん隣りんということは、白はく竜りゆうにとって何か因いん縁ねんめいたものを感じさせた。

「ゆこう」白が告げる。

「……行くのか」

　別の声。こちらは、未いまだ影かげの中にある。その口調には、昏くらい響ひびきがあった。

「ゆかぬと言うか」

「かの御方──いや、既すでに竜りゆうあらざるならばその者が、それを望むるか──」

　拒きよ絶ぜつの気配を感じ取り、白はく竜りゆうが竜りゆう眼がんに非難の意を込こめる。竜りゆうの眼めとその身から漂ただよう魔ま力りよくは、意志を乗せるだけで低級の生物へと多数の身体異常をもたらす。この山中は今、大規模な生物分布の変化が起きている。竜りゆうを頂点とした生態系へと。

　月光の白と、山やま影かげの黒の竜りゆう眼がんが絡からみ合あった。剣けん吞のんな気配が山中へと満ち、ワイバーン達たちと亜あ竜りゆうが巻まき添ぞえを恐おそれるように離はなれていく──。







[image: 三章　元勇者、王族との関係に悩む]

　木々が揺ゆれる。先さき程ほどから、大小の振しん動どうが葉を踊おどらせ落としている。

　山中であった。パルムック村より十数分でたどり着く名も無き山、その懐ふところである。

　パルムック村からほど近い山中。細長い呻うめきを上げて、体長二メルを越こえる大おお猪いのししが崩くずれ落おちた。二百キラム（一キラム＝約一ｋｇ）を軽々越こえる巨きよ体たいが地面を揺ゆらす。

「む…………？」

　倒たおれ伏ふくす大おお猪いのししの前に立っていた少年──ダイスが、木々の向こう、十数キル（一キル＝約一ｋｍ）の彼方かなたにある王都へと目をやった。

「ふむ。今になって逝いったか」少々の感かん慨がいを含ふくんだ声。「誰だれかは知らんが、借りが出来た」

　ぐ、とその手が大おお猪いのししの牙きばを摑つかむ。そのまま、あろうことかその巨きよ軀くを引きずり始めた。少年が、本日の獲え物ものと共に山を下っていく──。




　　　○




　ランテクート家、深夜の遊ゆう戯ぎ室。魔ま力りよくの照明が灯ともる中、一人で机に座すわる服を着た白骨の姿がある。

「アル殿どのと分かっておれば、中々に絵になりますな」

「ダンスオブデス。エイン王都でも流は行やっていたようですね」

　マクドナルは感心したように頷うなずいてアルの対面へと座すわる。アルが口にした単語は美術のブームだ。

　死の象しよう徴ちようである骸がい骨こつがあらゆる階級層の日常を描えがいた絵画の中に現れる──魔ま王おう軍によりもたらされた数多あまたの死により、死の前では身分など関係無く、誰だれもが平等であるという価値観が産まれた。それをテーマにした絵画の様式だ。

　これは戦乱の中、連合国各おの々おのの階級社会にも影えい響きようを与あたえている。魔ま王おう出現前の貴族など特権階級と平民は、今の比では無いほどに隔かく絶ぜつがあったのだ。今のアルとマクドナルの会話など、戦争以前はまず成立しようもない。

「いやはや美術の教養もお持ちか。生前はどのような？」

「つまんない男でしたよ。こんな趣しゆ味みも無くてね」

　アルの骨指が机に並べられた戦せん駒く盤ばんの騎き兵へいをつまむ。

「ほう、嗜たしなまれますか」戦せん駒く盤ばんは、貴族においても人気の遊ゆう戯ぎである。

「死んでからハマるのも間ま抜ぬけな話ですがね」

「では一番、受けて立ちましょうか」

　顎あごと口周りを覆おおう髭ひげを笑って歪ゆがませ、マクドナルが駒こまを並べた。

「ずっと遊んでたかったんですが、人生そうも行かないようで。……死んでるのに」小手調べと『斥せつ候こう』をアルが進める。

「勇者のお仲間ともなれば、致いたし方ありますまい。未まだ戦争は続いておりますから」それをマクドナルの『見張り台』が咎とがめるように受ける。

　しばらく、序じよ盤ばん定じよう石せき通りの駒こまが交かわされる。戦せん端たんが盤ばん上西側で開かれ、アルの『槍そう騎き兵へい』が突とつ出しゆつするのを塞ふさぐように『盾たて列れつ兵ぺい』が置かれる。

「──貴き殿でんがスケルトンながら図抜ぬけた力をお持ちであることは、経歴からも、フブル殿どのの扱あつかいから見ても分かります」

　厚さを増す『盾たて列れつ兵ぺい』。遅ち滞たいの意図を汲くみ、アルが盤ばん上からマクドナルへ眼がん孔こうを向ける。

「我わが娘むすめ──ミクが、貴き殿でんの冒ぼう険けん者仲間としては力不足ということはありませんかな」

　むしろそれを望んでいるという声こわ音ねである。

（娘むすめさん結構な天才ですよ）とは口に出さず、アルは側面へと『女王騎き士し』を進める。代わりに口に出すのは、

「王への謁えつ見けん予定が立ちましたか」

「──見み透すかされましたか。先さき程ほど、フブル殿どのからの知らせが来ましてな」

「彼かの女じよもお褒ほめの言葉を賜たまわる予定ですね」

　いよいよマクドナルも説得しにくくなるということだ。そこで、ミクトラが尊敬する仲間から切きり崩くずしに来た。

「…………いやまあ、ご心労お察しします」

　アルはそう言いつつ、『槍そう騎き兵へい』と『女王騎き士し』で『盾たて列れつ兵ぺい』を崩くずしていく。居候いそうろうの身の上、はっきり言葉では断り辛づらい。御ご希望に添そえず申し訳ないという意思表示である。

「うむむ」やや情けない顔をマクドナルが表した。

　貴族では無い、親としての表情だ。冒ぼう険けん者など、どこで野の垂たれ死ぬか分かったものではないのだ。わざわざ、よりによって娘むすめを就つかせたい親はいない。

「未まだ諦あきらめませんよ、私は」マクドナル、反はん撃げきの『砲ほう兵へい』多重展開である。

「そこをなんとか」「いやでもしかし」「いやいやそれは」「なんのどっこい」

　骨と父親の夜は更ふけていく。




「では──粗そ相そうの無いようにな」

「そう何度も仰おつしやらずとも、分かっております」

　数日後。王城へと向かうアル、ミクトラ、ハルベルの姿があった。

「胸がちょぅっと……」哀かなしげな顔でハルベルが服の余りを摘つまむ。

「す、すまない」

　何せ王との謁えつ見けんだ。ハルベルの服装はミクトラのお古である。特定部位のサイズ差は如何いかんともし難がたいが。

　アルの方は先日購こう入にゆうした服のままだ。流石さすがに現げん役えきの貴族当主の服にアンデッドが袖そでを通すわけにも行かない。

　フブルが寄よ越こした幌ほろ付馬車に乗り、王城へと向かう。

「流石さすがに良いい馬車だ。揺ゆれない」行商人の友人のものを思おもい浮うかべ、アルが座席を撫なでる。

「私馬車とか乗るの初めてなんだけど。……ていうか……お庭が……広い……」

　城門を抜ぬけてからさらに十数分をかけて庭園を抜ぬけ、二人と一体を乗せた馬車が王城の正門に付けた。

　フブルに会った時は通用口からだったため、正式に賓ひん客かくとして訪問するのはアルを除けば今回が初めてだ。そしてアルもまた、この姿になってからは初めてである。

「よっこいしょ」

　フォーマルなシャツにズボン、手て袋ぶくろ姿のアルが先に降りる。周囲の目が集まり、囁ささやき声ごえが交かわされる。彼かれの『設定』は、先んじてフブルより城内に知らされている。

　アルがミクトラへと手を差し出すが、彼かの女じよは首を振ふりハルベルと共に自みずから降りた。貴族ではなく冒ぼう険けん者としての来訪である、と周囲に示した形だ。こちらも、令れい嬢じようだった頃ころの彼かの女じよを知る者達たちからの囁ささやきが漏もれる。

　近この衛えの案内で一度控ひかえ室しつに通され（舞ぶ踏とう会が開けそうな広さにハルベルが面食らった）、しばし後に呼び出される。謁えつ見けんだ。

（アインアル王か……）

　アインアル・ア・エインヘアル。

　エイン王国三十五代国王。エイン王国は、千年以上の昔に、未まだ肉を持っていた本物の神と人間の子により開かれた王国だ。よって、王家は代々、神の血を継つぐ。この世に五例遺のこると言われる、『神の残ざん滓し』の一つだ。

　今代のアインアル王は、五カ国連合の音おん頭どを取った賢けん王おうだ。平時は強権を発することはなかったが、魔ま王おう戦争を契けい機きに優すぐれた指揮力を発揮し、存在感を大きくした。

　勇者アルヴィスとも親しい。親しかった。ただ今となっては、アルは彼かれに正体を晒さらす訳には行かない。

　扉とびらが開かれ、謁えつ見けんの間に三者が入る。居並ぶ王国重臣、衛士達たちにどよめきが広がった。

「あれが……」「王城にアンデッドを招き入れるとは」「勇者の仲間というのは真なのか」「それもだが、あの少女だ。ただの村むら娘むすめでは？」「あれが殊しゆ勲くんとは信じられんが」

（無視よー無視無視）

（がるるるる）

　事前の打ち合わせ通り粛しゆく々しゆくと歩みを進め、王座の五メル前で跪ひざまずき顔を伏ふせる。

「アインアル王、御お成なりである」

　王座の右に立つフブルの声。

　アル達たちからは見えないが、王座の後ろのカーテンを潜くぐり、エイン国王アインアルが姿を現した。王座を回まわり込こみ、彼かれは跪ひざまずく白骨に目をやった。

　一体と二人は、姿を見ずともその『王器』とでも言うべきものを感じ取った。そういう気配が、今代の王には備わっている。

「王」フブルの呟つぶやきに王は頷うなずき、王座へ腰こしを下ろす。

「おもてを上げよ」

　アルは滑なめらかに、ミクトラとハルベルはおそるおそる顔を上げ、王の顔を見る。

（遠目には何度かお見かけしたが、拝はい謁えつは初めてだな……）

（うひゃー、すんごい美形）

（おひさー。ってまあ、言えねえけども）

　三者三様の思いを抱だいたところへ、

「遠路、よくぞ参った。貴き殿でん等らの活かつ躍やく、魔ま導どう宰さい相しようフブル・タワワトより聞きき及およんでおる。エンデ村民ハルベル・エリュズ。冒ぼう険けん者アル。ランテクート家……」ここで、アインアルは言葉を止めた。フブルに目配せをし、フブルは頷うなずきを返す。

「いや、冒ぼう険けん者ミクトラ・クート。十じゆう堕だ臣しんが一角・堕だ屍し王おうセッケル討とう伐ばつ、誠まことに大たい儀ぎ。天あつ晴ぱれである」

「はっ……！　か、過分な御言葉を……」「はいぃ……」

　感激と恐きよう縮しゆく。二人を微笑ほほえましく思ってから、アルが続けた。

「恐おそれ入いります。このような身です。勇者の手助けをしていた時から、参上するは失礼かと姿を隠かくしておりました」

　アインアルが興味深げにアルを見ながら頷うなずく。彼かれとしても、アルの存在は最近まで知らされていなかったことである──当たり前だが。

「アルヴィスも水みず臭くさいことだ。このような傑けつ物ぶつの存在を黙だまっておったとは。余とあやつの仲だろうに」

「え～、お噂うわさは、かねがね～……」

「なんだ。奴やつめ、未いまだに最初の支し度たく金が貧ひん相そうだったことを愚ぐ痴ちっておったか」

「い！　やぁ～、そんなことは……はは……」実際まだちょっと思っている。

　その様子に、王は笑って「よい」と掌てのひらを向けた。内心、胸骨をなで下ろすアルだ。

「褒ほう美びを出さねばな。目録は後でランテクート家に遣やらせる。そちらで受領するが良いい。それと」

　アインアルの目が、アルからハルベルへと移った。王の視線を受け、ハルベルは静かに息を吞のむ。

（ハルベル……緊きん張ちようしているだろうな。これまで王など意識にも上がらぬ生活だったのだ。まともに応答すら出来るかどうか）

　ミクトラが気き遣づかわしい視線を彼かの女じよへ送る。が、ハルベルの目は、王の目を見返していた。

（ハル、ベル……）ミクトラは呆あつ気けにとられ、

（ほお……王の威いすら受けるか。面おも白しろい）魔ま導どう宰さい相しようは口を歪ゆがめる。

（この人が、王様……かちこちになっちゃうと思ってた）

　ハルベルは意外な思いを自分に対して得る。これは、彼かの女じよが元々持つ鋼はがねのような精神、というだけの事ではない。

（……私の中にある、みんなとの繫つながりが。誰だれに対しても、臆おくすることを許さない）

　礼を持たないと言うことでもない。怯おびえや萎い縮しゆくで、成すべきことを成せないこと。それを、ハルベルは自分に許さない。村での惨さん劇げきが、彼かの女じよにそれを許さなくなってしまった。これはある意味、彼かの女じよに備わった生来の大魔ま力りよくよりも異様な性質であると言えた。

（思い、出すんだ）

　ハルベルは目を一いつ瞬しゆん閉じる。エンデ村の光景を思い出す。守るべきものを思い出す。

「ハルベル・エリュズ。求めるものが有ると聞いたが」

　王の言葉が降りてくる。彼かの女じよは、深呼吸を一つ。瞳ひとみを見開いた。

「はい」堂々と、ハルベルは王に応えた。

「エンデ村を、私にください」

（はい直球きたぁ────！）

（オブラートというものをだなハルベル────！）

　脇わき二者が心の中で大だい爆ばく笑しようと大おお冷ひや汗あせを巻き起こす中（フブルも吹ふき出だした）、謁えつ見けんの間もまたざわめきに満たされた。

「な……」「大それた」「村一つだと」「エンデ？」「バルキア国境近くの……」「平民が何を」「だが十じゆう堕だ臣しんの──」

「静まれーぃ。御ご前ぜんである」

　頰ほおを揉もんで笑いを嚙かみ殺したフブルの一声。声が収まった中、アインアルもまた薄うすい微笑ほほえみでハルベルを見た。

「ふむ。大きく出たものだ」

「王よ、お待ちを。言葉が少し足りていないのではないかな、ハルベルよ」

　助け船、というようにフブルが水を向けた。

「あ、う、ええ、えーと」

　ハルベルはわちゃわちゃと手を振ふって百面相した後、一転、泣きそうにアルを見た。

（おやおや、度胸は満点じゃが）フブルがおかしそうにそれを眺ながめ、アルに視線を移した。

（ま、クソ度胸はあっても手段はまだまだ）アルがシャツに包まれた腕わん骨こつを挙げる。

　雰ふん囲い気きが再びざわついた。勇者の仲間への畏い敬けいと、アンデッドへの忌き避ひが混じったもの。

「アルよ。発言を許す」苦く笑しよう混じりの嘆たん息そくをして、王。

「差し出口ながら。今はこの娘むすめの保護者のようなものでして。皆みな々みな様さま、国としては何も変わるものではありません」

「ほう？」

「報告は行っているかと思いますが──エンデ村の住人は十じゆう堕だ臣しんセッケルの手により、彼かの女じよを除き残らず死んでおります。現在は、ほぼ人と変わらぬ機能を有したゾンビとして暮らしています」

　重臣達たちから次々と疑念のざわめきが漏もれるが、フブルが手を掲かかげ黙だまらせる。

「動くとは言え死人では行政上、村として存続させるは不適当。そうなれば税も取れませんし資源庫たる森の管理も叶かないません。ただし、彼かの女じよの工こう房ぼうと名を変え存続を許していただけるならば」

「税も森の管理も従来通り、というわけか？」

「そ、そうですそうです！」

　ハルベルが慌あわてて何度も頷うなずく。アルが「はい」と続ける。面おも白しろそうに王が目を細めた。

「実利だけ取るならば成なる程ほど、何も変わらぬな。では問題の話をするか」

「え……」

　ハルベルが意表を突つかれたような声を上げるが、ミクトラとアルはやはり来たか、という思いだ。

　王が居並ぶ重臣の内、数人の集まりに目を向けた。彼かれらが次々に口を開く。

「ではまず一つ、その娘むすめになにかあればどうなる？　死者が野放しになるのではないか？」

「それに将来はどうなる？　何十年の後、彼かの女じよの死後に再び代わりの入植民を用意するのは骨だぞ」

「次。王領の村一つ、冒ぼう険けん者の報ほう酬しゆうとしては多大に過ぎるのでは？」

「さらに、これが一番大きいが」

　重臣達たちの意見をまとめるように、王が最後に口を開く。

「不ふ浄じようの存在たる死し霊りようを、工こう房ぼうの所有品扱あつかいとはいえ働かせ、彼かれらが産み出した税を取ること、その是ぜ非ひだ。カランタン商業同盟ならばそれも受け入れたやも知れぬ。だが我わがエイン王国は神を祖に置く。神の嫌きらう外げ法ほうによる統治を認めるか否いなかは微び妙みようなところだ」

　神は自然の生死を歪ゆがめる死し霊りよう術を嫌きらう。これはいくつかの文ぶん献けんや伝承によりほぼ通説とされている。

（実際嫌いやがるしなあ、あいつら）アルは心中嘆たん息そくする。

　王に先さき程ほどまでの面おも白しろがるような色は無い。為い政せい者しやとしての顔が、ハルベルを見ている。

「これらについて、解決を示せるか」

　ぐ、とハルベルは言葉に詰つまる。重臣達たちが言うことについては、対策と損得の問題だ。ただ、王の言う話は心における問題だ。それも、国の成り立ちに起因する。

（さて、このままだとエンデ村没ぼつ収しゆうの率が高いが……）

　アルは視界を後頭部に作り、ハルベルを見守る。

（どう、すれば……）迷いつつ、ハルベルはどうにか声を上げた。

「私が死ねば、……村の皆みなへの死し霊りよう術は解除するようにします。これが第一の問題への解答です」

　ふん、と先の問いを発した重臣が一応の納なつ得とくをするように息をつく。

（次は……）将来と、報ほう酬しゆうとしての問題。

「ハルベル」

　そこにミクトラがハルベルの肩かたに手をやった。「発言をお許しください」もう片方の腕うでで挙手する。

「許す」

「ありがとうございます。では──」立ち上がり、咳せき払ばらいを一つ。彼かの女じよは頭の中を統治側──貴族のそれに敢あえて戻もどす。

「村の将来についてですが、これは国が負うべき責務です。そもそも、王領の村が十じゆう堕だ臣しんセッケルに襲おそわれ全ぜん滅めつしたのです。人口の回復まで彼かの女じよに負わせるのは筋が違ちがいましょう」

「この先ともすれば数十年、死し霊りようが住まうことになる土地だぞ。容易ではない」

「それを言うならば、彼かの女じよがいなければ村はグールが百体以上溢あふれる十じゆう堕だ臣しんの拠きよ点てんと落ちていました。それに比べればなんのことがありましょうや」

　重臣がその光景を想像したか、むうと唸うなる。グール百体。打ち破るならばその十倍以上の兵が必要だろう。それでなお、被ひ害がいは相当に出る。

「次の冒ぼう険けん者への報ほう酬しゆうとしてどうか、と言う問題。これもしかり。彼かの女じよが討うった敵はそこらの木こっ端ぱ魔ま物ものではありません。魔ま軍ぐんの将・十じゆう堕だ臣しんです。村一つの工こう房ぼう化、運営という報ほう酬しゆうは過ぎると言うことはありますまい」

　魔ま王おう軍により、エイン王国だけでも十や二十ではきかない町や村を一度は失っている。五カ国連合全てであれば百を軽く越こえるのである。それを為なした十軍の一つだ。

「既すでに滅ほろびた村一つ、と考えれば……」「安いものだと？」「ふうむ」

　反対派重臣以外の場の人々に、検討の色が広がっていく。

（ミクトラさん……ううっ、超ちよう良いい人だよ……）

　ミクトラを拝むように見上げた感かん涙るいのハルベルであるが、翻ひるがえって本人は、

（ふっ……ハルベルがめでたく冒ぼう険けん者となれば女冒ぼう険けん者の友人も獲かく得とくだ。もはや誰だれにも私をぼっちとは呼ばせん……！）

　こういう人である。

「──しかし、その娘むすめ一人で討うったわけではあるまい」

「それなら、私の冒ぼう険けん者としての功績はハルベルのものに加えて結構」

　即そく座ざに答えたのはアルだ。

「彼かの女じよの仮契けい約やくアンデッドとして戦ったんでね。問題無いでしょう？」

「…………ふはっ」

　場にいる者達たちの視線が笑い声に集まった。王だ。

「ふっふふ……いやすまんすまん。アルよ。お主を見ておると我が友アルヴイスを思い出すな。あれも随ずい分ぶんと気前のいい男だった」

「は──はっ、いえ、私も彼かれのファンでしたので……」

　王の右後ろにいるフブルの（バカ！　ウカツ！）的な視線を受けながら、アルは（うおーやっべー！）と弁解する。

「陛下！　最大の問題が残っておりますぞ！」

「汚けがれた外げ法ほうに村の統治を任せる訳には参りますまい。──そもそもが、そこな娘むすめは未いまだ魔ま法ほう使つかいの資格を履り修しゆう中の身」

　反対派の続けざまの言葉に、アインアルは経過を問う視線をフブルに向ける。

「座学は平へい凡ぼんですが、彼かの者は先日地下集合墓地の除じよ霊れいを実習任務で成なし遂とげております。実績は十分として、後はいくつかの単位を残すのみかと」

　それに、主に衛えい士し達たちから驚おどろきと感かん嘆たんの声が上がった。

「道理と先行きは立っておる、しかして外げ法ほうの問題は残る、と。なれば──追加の検討が必要かな」

（ふいー、なんとか残したか）

　アルの手て袋ぶくろが握にぎられる。少なくとも、この場で断られる事態は避さけられた。さらに、

「しばしの時をいただけるのならば、良よい方向への判断材料を用意できるやも知れません」

　彼かれは言葉を滑すべり込こませる。怪け訝げんな視線を王が向けた。

「神の機き嫌げんでも取ってみせると？　他ならぬ死し霊りようのお主がか？　如い何かにして？」

「確実に出来るかと言えば微び妙みようですし。何より、勇者と私の秘密にて」

　指を立てるアル。周囲の者達たちから「不敬な！」などの声が飛ぶが、アインアルは鷹おう揚ように掌てのひらを上げそれを治めた。

「ふ。やはりお主は面おも白しろいな、アル。なんというか──妙みように期待させるところがある。……良かろう」

　アインアルが立ち上がる。

「堕だ屍し王おう討とう伐ばつの件、報ほう酬しゆうについては追加の検討を行う。しばし沙さ汰たを待つが良よい。何かあれば、アル、そなたが宰さい相しようを通じ連れん絡らくを寄よ越こすがいい。──では、本日は退場を許可する！」




　三人が謁えつ見けんの間を出た後。重臣も解散し、しばしの休きゆう憩けいとして衛えい士し達たちも出て行き、当番が外に立つのみとなった。王が傍かたわらのフブルを手で誘さそう。

「何か？」

「アルヴィスの話題でな、思い出した。──娘むすめの様子はどうです、先生」

　王ではなく、アインアル個人としての問いが呪じゆ医いとしてのフブルへと発せられた。

「未いまだ臥ふせっておられるのう。とりあえずは、精神をほぐす香こうを処方してはおるが」

「やはりか」とアインアルは嘆たん息そくする。その表情には先の謁えつ見けんには無かった憂うれいがある。

「原因は……まあ分かり切ったことだが」

「恋こいが人を殺すこともある。──王女は、単なる政治以上に、単純にアレを好いておったからな」

「ふむ、新しい婚こん姻いん話も、今は逆効果にしかならんかな」

「で、あろうよ。──ちと、儂わしに考えがある」

「……彼かれらを？」アインアルの目が先刻退室したアル達たちを見るように出入り口を向いた。

「アルヴィスの仲間としてな。慰なぐさめの話題の一つも出るやもしれん」

　一いつ瞬しゆん、アインアルはためらった。だが、

「三年も政務で何も出来ぬ父ではな。分かりました。何かあればしてやっていただきたい」

「あいわかった」




　　　○




「ふええ……どうにか乗り切ったぁ……」

「しかし最後は肝きもが冷えまし……冷えたぞ……何か策があるのか？」

　一方。城を出たアル達たちは帰りの馬車の中だ。

「んー……無い！」

　堂々と胸骨を張り答えるアルに女性陣じんの肩かたがコケた。

「な、無いの？」

「流石さすがに俺おれもポンポン神様に会えねーしなあ……」

　指骨を顎がつ骨こつに当て、むむむと頭ず蓋がいを直角まで捻ひねるアル。

「うーん……神様が死し霊りよう術嫌ぎらいってのは前に教えて貰もらったけど……」

「まあそれはそうなんだが。でも今回の場合、実際は大して問題無いんだよな」

「そうなのか？」

　ミクトラがアルへと問う。アルは幌ほろの天てん井じようを指さしつつ、

「俺おれは生前に実際会ってるんだが、神々ってのは基本、人に大して興味が無いんだ」

「それ、は……少し衝しよう撃げきだな」ミクトラ自身、敬けい虔けんとまでは言わずともマルト教徒だ。

「まあ信しん仰こうされる分にはあっちも悪い気はしてないさ。でも、基本地上の人間同士が何しようが別に彼かれらがどうするってことはない。そりゃ絶ぜつ滅めつしそうになってたりしたら話は別だけど」

　だから、アルヴィスも神々に無む茶ちや振ぶりさせられた訳である。

「じゃあ、エンデに私が工こう房ぼう作って国に税納めても？」

「神々からすりゃ知るかそんなモン勝手にやれ、ってなもんだ。ただ問題は、神そのものじゃなくてそれを推おし量はかる人間の方だから……」

　勇者アルヴィスならば発言に説得力はあっただろう。だが今や勇者は死に、動く骨のアルさんだ。

「保証が必要になるわけか。……だが神しん託たくなど……」

「たまに俺おれ来るけど」

「「来るの!?」」

　愕がく然ぜんとする二人である。何しろ現代は神が地上を去ってから千年と少し。神の存在など基本お話と説教の中だけの存在だ。

「とはいえ、基本はあっちからの一方的なもんだ。俺おれが話したいから呼んでくれってのは当然無理」

「い、いやそれ十分とんでもないから」

「大司教すら、人生で神しん託たくなど一度あるかないかだと聞くからな……」

　まあそれは置いといて、とアルは手骨を揃そろえて動かし、

「確実に出来るかは分からんってのはそういうこと。運良く向こうの気まぐれで呼ばれれば、何か分かりやすい保証くれって出来るけど、それも聞いてくれるか分からんし」

「結局今は機を待つことしか出来んか……」

「そ。んで、ハルベルは勉学に励はげむしかないわけだ」

「きゅう」

　ハルベルがミクトラの肩かたへと頭を倒たおした。ミクトラが慌あわてたように顔を赤くする。

「は、ハルベル？」

「アルもだけど……ありがとう、ミクトラさん。さっき、助けてくれて。お礼しなきゃ」

　謁えつ見けんの間でのことだ。

「い、いやその、気にするんじゃない。ゆ、ゆう、友人だからな」

（あ、ちょっとテンパってんな）

　見み抜ぬくアルだが、それを口にしない情けは白骨にも存在した。

「そう？　……えへへ。ミクトラさんの友達なのね、わたし」

　うっ、とうめいてミクトラが震ふるえる。

「ま、まあな、礼というならば、ほら、私としてはだな」

「何？」

　ハルベルに間近から見られ、ミクトラは深呼吸を一つ。

「その……友人として呼び捨てにしてくれれば」

「え、そんなことでいいの？　ていうかそれお礼になってる？」

「な、なる。なるぞ。なるとも」

「そう？」とハルベルは小首を傾かしげて、「分かった。じゃあ……ミク、トラ……ミクトラ。えへへ。これからもよろしく！」

「ああ、こちらこそよろしく頼たのむ、ハルベル……！」

　ミッションコンプリート。感激してハルベルの手を両手で握にぎるミクトラさんである。

「なんだこれ」

　アルの呟つぶやきは綺き麗れいにスルーされた。




　　　○




「やはりここでしたか、アル殿どの」

「…………お嬢じよう様さまの説得はお断りしたつもりだったんですが」

　謁えつ見けんの後。深夜のランテクート邸ていである。住民が寝ね静しずまった中、例によって遊ゆう戯ぎ室で一人、指乗りゴマを練習していたアルだったが、再び家主であるマクドナルが現れた。

「……そちらも諦あきらめてはいませんが。今日はそのことではありません」

　マクドナルが対面へと腰こしを下ろす。インクの薫かおりが、今までの執しつ務むを知らせていた。

「息子むすこのことです」

「カルネルス君の？」

　アルも何度かは会うが、その度に半泣きになるか逃にげてしまうため、深く話したことはない。なお、ハルベルはたまに遊んでいる。

（利発そうな子ではあるよな）そんなわけで、アルにはこの程度の印象しかない。

「最近、息子むすこの身に何か起きているようでして」

　アルが背骨を前に曲げ、聞く体勢を取る。頭ず蓋がいを傾かたむけて促うながす。

「数週間前からですな。夜になると時折、息子むすこの部屋から声がするのです」

「侵しん入にゆう者ですか？　それとも、家の──」

　アルは自分たちが疑われている可能性も含ふくめて聞くが、マクドナルは首を横に振ふる。

「失礼ながら、貴方あなたがた含ふくめ、家中の者は確かく認にんしています。その上で、行ってみても誰だれの姿もない。窓も戸も、侵しん入にゆうの形けい跡せきはまるでありません。このようなことが繰くり返かえされております」

　完全ではないが、密室ということだ。

「誰だれかが一いつ緒しよに寝ねてみては？」

「無論、試ためしました。しかしどうやら、その場合共にいる者には声が聞こえぬ様子。恥はずかしながら、私と妻も気づかなかった夜にも、それは起こっていたようです」

　ふむ、とアルは指の骨を頭ず蓋がいの穴に引っかけ考える。想定するのは当然、

（ゴースト……だが、そんな無む駄だに器用な行動するのがいるかね？）

　さらに、霊れい的てきな存在が王都に侵しん入にゆうするには、王都城じよう壁へき全体を覆おおう結界を突とつ破ぱせねばならない。これは大なり小なり町には存在し、王都の結界は折り紙付きの強度だ。地下墓所の亡ぼう霊れい達たちが地上へ出てこなかったのはそのためだ。

「分かりました。世話になっておりますし、何より友人の弟さんだ。放ってはおけません。調べてみます」

「ありがたい。援えん助じよは惜おしみません、頼たのみます」

　そう言って、貴族マクドナル・ド・ランテクートはアンデッド相手に頭を下げた。




　　　○




「なんだこりゃ」

「こっちもだよ」

「これも、これもか……なんということだ、しばらく仕事を空けていた内にこんなことになっていたとは」

　翌日。アルとミクトラ、そしてハルベルがいるのは、王都の冒ぼう険けん者協会だ。流石さすがと言うべきか、セクメルの協会よりも二周り以上の広さがある。加えて、いくつか支所もある。

　三者は、壁かべに貼はられた依い頼らいを見ている。その中に、『夜な夜な何者かが子供を狙ねらっている』だの『深夜の侵しん入にゆう者らしき者の調査』だの『寝しん室しつで幽ゆう霊れいを見た』だのと、要は今カルネルスに起きている怪かい現象の調査依い頼らいがいくつも存在していた。依い頼らい人欄らんを見れば、王都に限らず近きん隣りんの村からの依い頼らいすらある。

「カルネルス君、クマ出来てたもんね。単に寝ね不ぶ足そくだと思ってたけど」

　今回、ハルベルが休日のためアルに付いてきている。そのため、周囲からの奇き異いの視線もあるにはあるものの、それは納なつ得とくと同時のものだ。

「──私も夜よ更ふかしでもしているのかと思っていたが、よもやこのような……くっ、姉失格というものだ」

　落おち込こむミクトラを、先日友人認にん定ていを受けたハルベルがよしよしと撫なでる。

（それでいいのか先せん輩ぱい冒ぼう険けん者。……しかし、ここまで大当たりとは）

　アルとしては、夜を待つ間に似たような話が無いかと思い協会を尋たずねたというわけだ。

「こりゃ手分けした方が早いか。別の依い頼らい受けて聞きき込こみするとしよう。俺おれら平民街、ミクトラ貴族街で」

「りょーかーい」「あい分かった」




「もし。依い頼らいを受けた冒ぼう険けん者ですが」

「はい……うおおおおおああああああ！」

　扉とびらを開けた依い頼らい者の男性が、アルを見て腰こしを抜ぬかした。

「なんだろう。ノルマ達成した感がある」

「何言ってんの？」

　ともあれ。ハルベルが男性へと手を貸した。

「す、すいません驚おどろかせて。彼かれは私の、その、契けい約やくアンデッドで……えへへ」

「え、ええ？　じゃああんた、え、……死し霊りよう術士？　は、初めて見た」

「卵ですけど。えーと、依い頼らいを見て、オバケの仕し業わざじゃないかなーって思いまして」

　ハルベルのフォローに、男性が一応納なつ得とくの表情を浮うかべた。家の中へと一人と一体を招き入れ、話し出す──




「結局、カルネルス君の事情とほぼ同じだったな」

「だよね。オバケ？　さんは色んな家に行ってるってことかな」

　二者は接せつ触しよくが出来た数軒けんの依い頼らい主へ当たったが、基本的には同じ情報が得られたのみだ。

「こんだけ被かぶるなら、被ひ害がい者？　の共通点に注目した方が良さそーだな」

「きょーつーてん？」

　アルは頷うなずいて、公園のベンチへと骨こつ盤ばんを下ろした。隣となりにハルベルも座すわる。

「小さな子供」

「あ」

　カルネルスも、今日アルとハルベルが話を聞いた家庭の被ひ害がいに遭あった人々も。全員年とし端はも行かぬ子供だ。

「ミクトラにも聞いてみる必要はあるが……多分確定だろう」

「ちっちゃい子が好きなオバケさん？」

「うーん犯罪の匂におい。……そういや、マガツ爺じいさんの国には飴あめで子供育てるオバケの話があるって聞いたな」

「いいオバケなの？」

　ハルベルが食いついた。さてどーだろ、とアルは考えをまとめがてら、

「あれ、アルじゃん？　ひっさしぶりー」

　公園にいた露ろ店てん商から果実入りの棒飴あめを買ってくる。

「ほいお子さま、飴あめちゃん」

「お子さまじゃないもん。でもいただきます……ふえーあまーい♡」

　文句を言いつつもハルベルが飴あめを口に入れる。

「ともあれ、こうなると潜せん在ざい的被ひ害がい者も合わせれば確かになることがある」

「人間じゃあり得ない、ってことだよね」

　予想していたことのため、飴あめをぺろぺろなめつつ、すらりとハルベルが答えた。

「ねー。おーい」

「そだね。王都中の幼児。何万人いるか知らないし、全員が被ひ害がいに遭あってるとも思わないけれど……被ひ害がい者全部に正体も行ゆく方えも摑つかませないとなると、肉体持ってて出来るこっちゃないな」

　骨でも無理、とアルは両腕わん骨こつを広げて見せる。

「おいこらー」

「となると、やっぱ私の出番かな？」

「かなあ。今日から俺おれが張る。出たら起こすぞ」

「うん、でもアル、後ろ──」ハルベルが言い終わる前に。

　すぱーんとアルの頭ず蓋がいが後ろからはたかれた。

「無視しないでよ！　泣くぞ!?」

「いや仕事の邪じや魔ましたら悪いかなって……」

　アルが頭骨を押おさえて振ふり向むく先には、涙なみだ目めで仁に王おう立だちする女行商人・レヴァの姿があった。アルの初仕事の依い頼らい人であり、それ以来友人付き合いをしている。

「なんかさーあ、アルって私にだけ性格悪くない？　ミクトラさんには服あげたり随ずい分ぶん優やさしくしてたよね？　今も何よアルのくせに生意気な……って」

　そこで、レヴァとハルベルが互たがいを見た。

「「……………………」」

（あ、そういや初対面か）アルが思い至る。互たがいを紹しよう介かいしようとした時だ。

「アル、この娘こ趣しゆ味み悪いわよ」「アル、この人趣しゆ味み悪い」

　同時に互たがいを指さして言った。

「泣くぞ君等ら」

　骨にだって涙なみだは出ないが悲しみはある。そう自覚して嘆たん息そくする白骨であった。




「んで、何で王都にいんの」

　『休きゆう憩けい中』の札を店に立て、ベンチに座すわって商品の飴あめをなめるレヴァにアルが問う。

「何でとはしっつれーね、仕事よ仕事。これでも南方帰りなんだかんね。向こうの果実仕入れてこっちでさばいて一ひと儲もうけしたとこよ。高たっかい船代出した甲か斐いがあったわ」

「南方ってことはカクタン島辺り？　連合内でも無いのに随ずい分ぶんなギャンブルしたもんだ」

　生活から文化から勝手の違ちがう南方諸島に単身乗のり込こむことに加えて、ナマ物である果実の取とり扱あつかい、さらに天候に左右される船旅である。賭かけの連続だ。

「今度飲みながら教えたげる。いろいろあったのよ、いろいろ」

　本が一冊書けそうなくらいね、とレヴァは言いおいて、

「そっちは？　あと、そっちの娘むすめは？」

　促うながされて、アルは隣となりのハルベルを見る。

「仲いーね」

　そっぽを向き見事にぶうたれていた。口から出た飴あめの棒がぴょこぴょこ揺ゆれている。

「何拗すねてんだよ。えー、まず俺おれ仕事、こっち、仕事仲間かつ被ひ保護者かつ仮契けい約やく者のハルベル・エリュズさん」アルは両腕わん骨こつを交差させつつ、指骨さして告げる。

「え、じゃあ死し霊りよう術士!?　マジで？　凄すごいじゃん！」

　純じゆん粋すいに感心してくるレヴァ。彼かの女じよは行商人であるため、様々な人種に会う。そして様々な扱あつかいを受ける。そのためか、それとも本人の資質か、人種や職業への差別意識が薄うすい。冒ぼう険けん者にも近い認にん識しき、世間では珍めずらしいタイプだ。

（……あ、照れた）

　ハルベルの頰ほおがちょっと赤い。生まれて初めて村から出て二ヶ月半ほどの少女だ。割とチョロい。

「ついでに君にも聞いとくか。かくかくしかじかなんだが」

「まるまるうまうまということね。はーん。ミクトラさんのご実家に。ほーん。へー」

「なんだよその目は」

（ちなみに、あんたの正体ってミクトラさんとかハルベルちゃんとか知ってんの）

　声をひそめて聞いてくるレヴァに、髑どく髏ろ頭が頷うなずいた。

「なーんだ。あたしだけかと思ったのに」

「むむむむむ、やっぱり仲いい…………」

　じっとりと二者を睨にらんでくるハルベルである。それを気にせず、レヴァが宙を見ながら思い出すように、

「で、ゴースト騒そう動どうね。確かに最近お客さんから聞いたことはあるなー」

「やっぱ子供？」

「そそ。ちっちゃい子らしいよ。三歳さいっつってたなー。何か泣きはしなかったらしいけど」

　ぴたり。ふんふんと人間くさく聞いていた人骨の動きが、死者らしく止まる。

「三歳さい──三歳さいね。ハルベル、今日調べた子は？」

「え、え？　ちょっと待って……」唐とう突とつに話を振ふられたハルベルが、慌あわててメモ束を出す。

「……あ。聞いてない子もいるけど、三人いるよ、ていうか聞いた子はみんな三歳さいだね」

　アルがそれを聞いて、物思いに沈しずむ。

「何か分かったの？」

　人間では無いであろう犯人。しかしてゴーストは外からは入れない。狙ねらわれる三歳さい児じ。直接的な危害は無し。

「もしかしてひょっとして万が一……ではあるんだが。結局捕つかまえてみんことにはな」

　意味なく頭骨をくるりと一回転。公園の人々をびくりとさせつつ、アルは立ち上がる。

「話ありがとな、レヴァ。ハルベル、行こう」

「あ、うん」

「あいあーい。しばらくこっちで余った果実使って露ろ店てんやってるから、なんかあったらまた来てね」

　アルは手骨を振ふり（一応小さくハルベルも振ふった）、ランテクート家に向けて歩き出す。もう少しすれば日が落ちる。

「ところで、なんで機き嫌げん悪かったの、お嬢じようさん」

　ふたたび、じっとりとアルを見るハルベル。ややあって、そっぽを向きつつ答えた。

「……せっかく二人だけでお出かけだったのにー」

「……もう少し性せい癖へき直した方が良いいぞ、君」

「別に普ふ通つうの男の人も好きだし……アルがもっと好みってだけだし……」言葉の後半は、アルの仮想魔ま力りよく聴ちよう覚かくには届かなかった。




　　　○




　夜。

　アル達たちとミクトラとの情報交こう換かんにより、やはり被ひ害がい者は三歳さい、それもおそらくは魔ま王おう討とう伐ばつ後の産まれであると推測された。

（うううん……これはやっぱしもしかしたら……いやでも……まさかー）

　考えつつ、カルネルス君の部屋前で耳と魔ま力りよく探知を澄すますアルだ。絶対に泣くためカルネルスには知らされてはいない。ミクトラが寝ねかしつけ、部屋から出てくる。

「こ、こら、寝ね衣ごろも姿をまじまじ見ないでくだ……見るな。き、着き替がえて別室でハルベルと待機してるから……」

　赤くなってそそくさと去るミクトラを、

（骨に何を緊きん張ちようしてんだか）とアルは見送り、数時間が経過する。

（ランテクート家には二日ほど来ていない……）

　ゴースト（？）のローテーション、というのもおかしな話ではあるが、来てもおかしくはない、という日程ではある。

　そんな思いを抱だいた瞬しゆん間かんだ。

《……さま…………ス……さま…………としい……》

　アルの研とぎ澄すました魔ま力りよく探知が、囁ささやきと魔ま力りよく存在を同時に感知した。親が聞こえないこともあった、ということは、指向性を持った念話を行えるということだ。アルは聴ちよう力りよくよりも、魔ま力りよくの波長を捉とらえることを優先していた。

（オイオイオイ。ほんとに来たよ）

　すぐさま、アルは手元の糸を引く。糸は数メル離はなれたミクトラとハルベルが詰つめる部屋に伸のびており、交代で起きている方の手首に括くくられている。単純ではあるが、音も魔ま力りよくも発しない。相手に感知される恐おそれは低い。

　一方、彼かの女じよらの部屋では、糸により事に気付いたハルベルが犯人の存在を感知していた。

「やっぱりゴーストだ。けっこう魔ま力りよく高いよこれ」

「なんと。王都内に入はいり込こむとは一体……」

　ともあれ、確保が優先だ。二人はそろりと部屋を出て、外へと向かう。

　アルの方では、囁ささやきが続いている。

《ああ……ア……まぁ…………どう……て……》

　彼かれはあらかじめランテクート邸てい敷しき地ちに設置していた魔ま石せきを発動させる。勇者の形見（という設定）の、魔ま法ほうを封ふうじ込こめられるレアアイテムだ。

「無む駄だにごろごろしてた訳じゃないんですよ……っと。結界魔ま法ほう『シェルタール』発動」

　音もなく、敷しき地ちを魔ま力りよくの結界が覆おおう。本来敵地で襲しゆう撃げきを防ぐ陣じん地ちを作る魔ま法ほうだが、逆に働かせることも出来る。

　外にハルベル達たちが到とう着ちやくするのを待つ。途と切ぎれ途と切ぎれの呟つぶやきが、やや明めい瞭りようになった。

《──アルヴィス様──愛いとしい人────あぁ──》

（…………あーもー……なんで当たるかなこんな予想……）

　骨の指が、眼がん孔こうを覆おおった。そのまま、しばし。

「いたっ！」「そこを動くな、不埒らち者」

　ハルベルとミクトラの声が外から響ひびく。

「っと、やばい！」

　アルもまた、カルネルスの部屋に入り、窓を開ける。そこには、消え去ろうとして、結界に引っかかり明めい滅めつするゴーストの姿。アルは焦あせりつつ、

「ハルベル、ストップ！」死し霊りよう支配の魔ま法ほうを使おうとするハルベルを止めた。

「え、え？　なんで？」

　次いで、アルはゴーストの顔にあたる位置にうっすら残った面おも影かげを見て、魔ま力りよくの波長を確かめる。そして、確信した。結界の魔ま法ほうも解除する。

「アル!?」

　ミクトラの戸と惑まどいの叫さけび。ゴーストが姿を薄うすれさせながら、敷しき地ち内から逃にげていく。

「ふぅ……危ねえ危ねえ」

「どうしたのアル!?」「何があったのです……あったんだ、なぜ逃にがす！」仲間達たちからの疑問の声。アルがどう説明したものか、と思う間もなく、「びえええええええええええ！」と深夜にアルを見たカルネルスが泣いた。

「ねえちょっと！　アルー！　答えて！」「おい泣いてるぞ！　カルネは無事か!?」「びゃあああああああああああああ!!」

　叱しつ責せきと詰きつ問もんと涙なみだ声ごえに挟はさまれて、白骨が呆ぼう然ぜんと立つ。

「えーと……俺おれも泣きたいなー……」

　泣けないけれど。




　十数分の後、アルがいるのは王城──魔ま導どう宰さい相しようフブル・タワワトの執しつ務む室だ。

「なんじゃなんじゃこんな時間にいきなり内ない緒しよで窓から来るとは。これで詰つまらん用事なら流石さすがに怒おこるぞ儂わし」

　怪け訝げんな顔で、幼女権力者が問う。視線の先、アルが答えた。

「──エルデ姫ひめ。寝ね込こんでるんだろ？　少なくとも、ここ数週間は部屋から出てもいない」

　ぴくり、とフブルが反応した。

　エルデスタルテ・ア・エインへアル。エイン王家の第一王女。年は現在十六。見み目め麗うるわしく、性格は穏おだやかで国民全てに愛されている。王家の神の血が濃こく発現し、高い魔ま力りよくを有す。──そして。かつては勇者アルヴィスの婚こん約やく者、その筆頭候補であった。

「何があった」

「最近の王都内外の不ふ審しん者騒さわぎ、知ってるか？」

　記き憶おくを探さぐるように、フブルが眉み間けんを小さな指で揉もんだ。

「ああ……何ぞ報告にあったの……貴族平民問わず、近きん隣りんの村にまで。深夜に窓から囁ささやく不ふ審しん者が現れるとかなんとか。確か組合に回したはず……」

「それ、犯人王女」

「はあ!?」

「んでまあ、王女の心身と王都、そんでちびっ子達たち。この平へい穏おんのために、協力頼たのむ」




　　　○




　王女エルデスタルテは、己おのが部屋で目を覚ました。

　頰ほおには涙なみだの感かん触しよく。また、夢を見ながら泣いていたのだ。

　起おき抜ぬけながら、王女の高貴なかんばせには一点の瑕か疵しも無い。むしろ、悽せい愴そうさがある種の悲劇的な美しさを上乗せしているようですらあった。

（あぁ……また、あのような夢……私という女は……）

　その心には今、悲ひ嘆たんしかない。否、この三年間、ずっとだ。王女の形良よい鼻び梁りようがわずかに動き、魔ま導どう宰さい相しようが送った香かおりを胸に満たす。

（どこかに、産まれ変わったアルヴィス様を捜さがす夢……この心ここ地ちよい香かおりが、私の心に秘めた浅ましい夢を見せるの……？）

　勇者アルヴィス・アルバース。光のひと。世界を護まもるため、逝いってしまった愛いとしい人。

「ああ…………！」エルデスタルテはまた顔を伏ふせる。

　この先、自分が立ち直る日が来るのだろうか。彼かの女じよには全くその日が見えない。これほどの愛を他の殿との方がたに向けられるとは思えない。

　ならば、彼かれを探すしかないではないか。どこかへまた産まれているはずの彼かれを。

（夢のような、世よ迷まい、言ごと……。でも今は、夢の私を咎とがめる気にもなれない……）

　エルデスタルテはもう幾いく度目かも分からない嘆たん息そくをする。もうしばらくすれば夜明けだ。

「…………」

　なんとなく。彼かの女じよは窓辺に歩み寄った。カーテンを開けようとして──

『お止まりください、王女』

　窓のすぐ外から。幻まぼろしの声を聞いた。三年前、優やさしくエルデスタルテに語りかけた、勇者の声。

　影かげが見えた。見み間ま違ちがえようもない、愛し人の影かげ。

「あ……あぁ。そんな、そん、な────！」

『それ以上はいけません。姿を晒さらせば、俺おれは帰らねばなりません故ゆえ』

　カーテン越ごしの懐なつかしい人ひと影かげへと。駆かけ寄よろうとした足がぴたりと止まる。

「か、帰るとは。どこへ帰るというのです、アルヴィス様──！」
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　この名前を、歓かん喜きとともに呼ぶ日が再び来るとは、想像もしていなかった。だが、確かに愛いとしい勇者は、カーテンと窓を隔へだてた、そこにいるのだ。彼かの女じよはそう確信する。

『天へ。光明神の御み許もとへ』

「……………………！」

　エルデスタルテは愕がく然ぜんとし──そして納なつ得とくした。あれほどの勇者を、エイン王家の祖を含ふくむ神々が放っておくはずがないではないか。

「で、では、貴方あなた様さまは……」

『は。今は神の列に加えていただき、天から人の世を見守っております。……無論、貴女あなたのことも』

　彼かの女じよの心臓が飛とび跳はねる。では、つまり。

『俺おれが不ふ甲が斐いないせいで、貴女あなたを悲しませました。あまりに痛ましいご様子に、神々に頼たのみ、こうして馳はせ参じた次し第だいです』

「わ、私、私は……斯か様ようなことにも思い至らず……お恥はずかしい……穴があれば入りたいです……」

　胸を押おさえ、エルデスタルテは跪ひざまずく。涙なみだが止やめどなく溢あふれ出でる。

（彼かれは、アルヴィス様はいらっしゃる……この世ではなくても、神々の世界に。いてくださる）

『今の俺おれには、貴女あなたを慰なぐさめることしか出来ませんが……もう、大だい丈じよう夫ぶですか』

「はい、はい……！　この一時の逢おう瀬せだけで、私は残りの一生を生きていけます……!!」

「良かった。貴女あなたの人生に、喜びと平へい穏おんがあるように」

　窓の外で、頷うなずきの気配がある。次いで、

『ああ、そうだ……。仲間、フブルさんが困っているようなので、言づてをお願いできますか？』

「先生に？　お、お任せください」

　フブルと勇者の思い出を語らうひとときは、王女にとって数少ない慰なぐさめだ。

『では。──『神々は人の治世のありように口は出さず。エンデ村のことも然しかり』です』

「エンデ村、ですね……子細は存じ上げませんが、承うけたまわりました。王祖に誓ちかって」

　エルデスタルテが頷うなずく。

『ありがとうございます。──ああ、夜が明けるね。お別れだ、エルデ。元気で』

「待っ……」

　かつて、幼い王女にかけたような親しみの口調で。勇者は王女の前から去っていった。




　　　○




「自分でやったことだけど罪悪感がすげえ──────────────!!」

　日が昇り、ランテクート家。アルが肘ひじ骨を地に付き突つっ伏ぷした。

　──事の真相はこうだ。王女エルデスタルテは、想おもい人である勇者の死後、悲しみに沈しずみ自室にこもりきりになった。誰だれの慰なぐさめも効果は無く、程度は次し第だいに酷ひどくなる。王族の悩なやみの種の一つだった。

　少し前から、相談役でもあったフブルが与あたえた香こう。これは精神を落ち着ける効能があったが、それが偶ぐう発はつ的に、神の血を引き潜せん在ざい的に高い魔ま力りよくを持つ王女の隠かくれた能力を引き出してしまった。




「つまりは、生き霊りようか。エルデ王女の心の底の願望、そうあって欲ほしいと思う『勇者の産まれ変わり』を探して、王都近辺の三歳さい児じの元をさまよい続けた……。生き霊りようなぞ、そうそう出るもんじゃないんじゃけどな。よもやこんなことになるとは……」

　香こうを渡わたした張本人のフブルも、流石さすがにばつの悪そうな顔をしていたものだ。




　結界も働かないはずである。内部から発生しているのだ。それに、結界へ魔ま力りよくを注ぎ張はり巡めぐらせるのは、基本的には王族の役目だ。彼かれらだけは、結界に干かん渉しようせず通過できる。

「あ、危なかったぁ……」

「お、王女様を、じょ、除じよ霊れいするところだったとは……」

　そして顔面蒼そう白はくになって身み震ぶるいしているのはハルベルとミクトラだ。帰ったアルを問とい詰つめて、事情を聞いているという次し第だいである。

「解決策が、フブルさんの魔ま法ほうで衛えい兵へいをだまくらかし、俺おれの幻げん像ぞうを作り、王女相手に一ひと芝しば居い打つ。ついでにエンデ村の保証もゲットしといた」

「わ、すごい！　アルすごい！　天才！」

　ハルベルの歓かん声せいに、突つっ伏ぷしていたアルがゆらりと立ち上がる。

「これで王女も立ち直るし、寝ね不ぶ足そくに悩なやまされる子供達たちもいなくなる。神の保証でエンデ村のこともこれで大だい丈じよう夫ぶ。一石三鳥。俺おれが、俺おれがエルデ王女への罪悪感に耐たえるだけで……だけで……うう」

　ありもしない胃が痛む感覚を得て、アルの手骨が何もない腹部をさまよった。

「エルデスタルテ姫ひめ、か。時にだアル」

　その背中に、トーンが低い声がかかる。振ふり向むく髑どく髏ろの先には、無表情なハルベルとミクトラの顔がある。

「その、生きてる頃ころさ、婚こん約やく者って、何人いたの……？」

「な、なんだよ」やや気け圧おされるアルだ。

「私の知識によれば、確定していたのは五カ国の姫ひめ。さらには各地の豪ごう族ぞく貴族、豪ごう商しようらの娘むすめも名乗りを挙げていたと聞く」

　ミクトラが静かに告げる。逃にげられない雰ふん囲い気きを察し、骨指がひいふうみいと折られる、しばし。

「あーと、たぶんだけど、確定してたのだけで、十二に……」

「「多い！」」

　間かん髪はつ容れず、二人の怒ど声せいが飛んだ。

「なんなのです……なんなのだそれは！　ちょっと気が多いんじゃないか生前の貴方あなたは！」「おかしいよねふつう一人だよねお貴族様でも多くて四、五人だよね！」

「俺おれから望んだ訳じゃねーもの!!　無実だ無実！」

　アルがしゅばっからころと走り出す。

「あ！　逃にげた！」「待て！」

「誰だれが待つか！　ハルベルは早よ学園の準備しなさい！」

　高速で早朝の王都を走る人骨は、さ迷うゴーストと入いれ替かわりに新たな都市伝説として王都を騒さわがせたが、それはまた別の話である。




　　　○




　──ところで。これはこれでまた別の話。王城における茶飲み話であるが。

「のうエルデ姫ひめよ。仮にじゃが、仮にアルヴィスの産まれ変わりの子供見つけられたら、夢のお主はどうするつもりだったんじゃ？」

「いやですわ、お恥はずかしい……あくまで夢の話ですよ、先生？　ええ、そうですとも……よもや王城に世話係見習いとして召めし上あげて、朝から晩まで付きっ切りで私がお世話と教育をして、立派な紳しん士しに育て上げて私の専属としようなんて、そんな……夢の私、はしたない……うふふ……」

「う、うん。ははは……それは、ははは……」

　結構やべーなこの王女、とフブル魔ま導どう宰さい相しようは思ったとか思わなかったとか。







[image: 四章　骨勇者、神への供物をクエストする]

　ダイスは珍めずらしく、朝から家にいる。狩かりの出がけに村長に呼び止められ、届いた手紙を姉に渡わたした。それを一目見た姉のルーラットに止められたのである。

（あの様子。誰だれぞ不幸でもあったか。しかし、我わが輩はい達たちに身よりはもうないはずだが）

　ルーラットは手紙を食い入るように見ている。その手がわずかに震ふるえて、

「……ダイス、私、王都に行ってくるね」

「姉上。何が？」

　姉の目線が再び手紙に落ちる。ややあってから、

「お父さんの……遺品が、見つかったんだって。王都で。……引き取りに行かなきゃ」

　聞こえた言葉に、ダイスは面めん倒どうげに立ち上がる。近いとは言え常人の足では多少かかる。女性ならばなおさらだ。

「あれ？　なんでダイスも支し度たくしてるの？　私一人で行けるよ？　たぶんだけど。どうして？　あれ？　ねえ？」

　手の掛かかる姉なのだ。




　　　○




「其その方等ら、見事である！」

　王女の生き霊りよう騒そう動どうから数日後。再びの王城謁えつ見けんの間だ。唐とう突とつに呼び出されたアル達たちは、着くなりアインアル王の激賞を正面から受けた。

「宰さい相しようから聞きき及およんでおる。其その方等らの力ちから添ぞえにより、王女エルデスタルテが復調したとな。さらに、国民を悩なやませていた亡ぼう霊れい騒さわぎも治めたとのこと。これは再び褒ほう賞しようせねばなるまいよ。品はランテクート邸ていに送る。楽しみにしておれ」

　そして、上じよう機き嫌げんのアインアルが掌てのひらで指し示す先。王女エルデスタルテ・ア・エインへアルが謁えつ見けんの間へと現れた。重臣や近この衛え達たちからどよめきが走る。

　王女は淀よどみない足取りで玉座の横に侍はべる。アルの姿を目に留とどめて、僅わずかに目を見開くがそれだけだ。

（やばい、元婚こん約やく者王女様超ちよう美人なんですけど……！）

　ハルベルがズレた危機感を抱だく。そして、王女がその麗うららかに輝かがやく小さな唇くちびるを開いた。

「皆みな様さま、ご心配をおかけしました。エルデスタルテは、この通り命の神エンケの微笑ほほえみを受けること叶かない、快気致いたしました」

　歓かん声せいが湧わいた。末まつ端たんの兵士にすら愛される王女の復調である。しばし、その声を機き嫌げん良く聞いていた王が、掌てのひらで声を止めて王女に促うながす。

「では、エルデ。この場で申すことがあるな？」

「はい、お父様。──皆みな様さま、私は、勇者様とお目通り叶かないました」

　困こん惑わくの声が広がった。

（はいきたー…………）

　アルは跪ひざまずいたまま、後頭部でその声を聞く。とてもではないが、今の心境でエルデスタルテの顔を直視出来ない。自分の姿を言い訳に、顔を上げずに済んでほっとしている。

「勇者アルヴィス様がお隠かくれになり、塞ふさぎ込こむ私の許もとに、彼かれは降臨してくださったのです……ここより遥はるか高み、神の座います世界より」

「なっ……」「勇者だと！」「アルヴィス・アルバース」「神になっていたというのか!?」

　歓かん喜き、困こん惑わく、驚きよう愕がくのどよめきが巻き起こる。

「それは真実か、エルデ」

「はい。その証左に、私はかの御方より神しん託たくを預かりました。一字違たがえず申し上げます。──『神々は人の治世のありように口は出さず。エンデ村のことも然しかり』……」

「エンデ村だと？」「神々がなぜ」「いや、勇者であれば王の周辺を見ていても」「それよりも、このことは自室におられた王女様には知りようがない」「では、本物と言うことか」

「聞いたな、皆みなの者」

　ざわめきをアインアルが断たち切きった。王の視線がハルベルに向く。

「斯か様ような神しん託たくが下った以上、最大の懸け念ねんも払ふつ拭しよくされた。よって、余は十じゆう堕だ臣しんを打だ倒とうしたハルベル・エリュズに、希望通りエンデ村の工こう房ぼう化、そして税の徴ちよう収しゆうを含ふくめた運営を預けたい。異論はあるか」

　アインアルが謁えつ見けんの間を見み渡わたす。反対派含ふくめ、声は上がらない。

「良し。だが、前提条件は変わらぬ。ハルベルはこのまま王立騎き士し養成学園に通い、魔ま法ほう使つかいの資格を取得することが条件だ。術の錬れん磨まも含ふくめ、一年の猶ゆう予よを与あたえる。より一層、修練に励はげむが良いい」

「は……はい！　ありがとうございます!!」

　ハルベルが慌あわてて頭を下げる。こぼれるように「やった……やったよ、みんな……！」と涙なみだ声ごえが漏もれた。

　アルはそれを、後ろからほっとする思いで見る。が、彼かれにとっての衝しよう撃げきはその直後だ。

「うむ。それでは次だ。今回、勇者アルヴィスが天上に神としてあることが判明した。それゆえ、余は勇の神として、アルヴィス・アルバースの神像を作りたい！　ゆくゆくは連合と協議し、神しん殿でんも計画したいが、どうか」

「はい？」思わず、顎がつ骨こつから声が漏もれた。だがそれは、直後のエルデスタルテの歓かん声せいによりかき消される。

「素す晴ばらしいお考えです……！　流石さすがはお父様にあらせられます！」

「はっはっは、さもあろうさもあろう」

「確かに」「是これは名案」「冒ぼう険けん者の信者が多く集まるでしょうな」「我わが国くにの王女に神しん託たくがあったのですからな」

（待て待て待って……！）

　泣きそうな気持ちのアルだ。無論、表情にはビタイチ出ない。

「うむ、それではこの事はまた後で企き画かくを練るとしよう。さて、ハルベル・エリュズ、アル、ミクトラ・クートよ。再びの登城、大たい儀ぎであった。下がって良し！」




　　　○




「何な故ぜ呼ばれたか分かっておるか？　なあ、我わが勇者」

「ナンノ、コトカ、ワカンナイナー」

　ここは何ど処こか。世界のどこでもない。上位次元、神々の座います空間。それも、最高神である光明の神マルドゥの神しん殿でんだ。

　アルはそこへ精神だけを呼び出され、大おお女め神がみが座す祭さい壇だんの前に立っている。

　──かつて、勇者時代のアルに魔ま王おう討とう伐ばつの神しん託たくを下し、神聖剣けんスカットゥルンドを下か賜ししたのがこのマルドゥ神だ。それ以来、アルは冒ぼう険けんの傍かたわら女め神がみに振ふり回まわされた。正直言って苦手の部類なのである。

　マルドゥは恐おそろしいまでの光こう輝き（神々の魔ま力りよくだ）をまとい、頰ほお杖づえをついてしどけない姿勢のままにやにやと、猫ねこが獲え物ものを見るようにアルを眺ながめる。

「風の噂うわさでな」風も司つかさどる神性が、白々しく言う。「汝なんじが神をやっておると聞いたが、はて、汝なんじは我の誘さそいを拒きよ否ひし、こともあろうに死し霊りようとして地上に在あるのではなかったかな？」

（いちいち地上覗のぞいてんじゃねーよ暇ひま女め神がみ）

「おや、骨が何か言うたかな？　聞こえんな？」

「心読めるだろーが。──悪かったよ。でもお前ら人間に大して興味ないしかかずらうこともねーんだから本当のことじゃん」

「ふうん。ほおう。言いおるわ。だがそれと神を詐さ称しようするのは別問題よな？」

　にやにや、ねちねちと神は笑い言いい募つのる。ちなみに、マルドゥは正義も司つかさどる。

「人助けのためだったんだって……」反はん駁ばくするアルの口調はしかし弱い。

「おお、あの娘むすめ二人な。エンラル叔お父じ上うえの裔えいと、……ふむ、ネーガル殿どのの……」

「え、何？」

「ああ、口が滑すべった。忘わするるが良いい。大した話では無いわ。……ふむ、さてなあ。人の世に偽にせ神は数多いとはいえ、張本人を前に如い何かにしたものか！　はてさて！」

　大変に楽しそうな最高神様である。

「……やらせたいことがあんだろ。今回は俺おれが悪かったから、骨の細ほそ腕うででやれることならやるよ。言えよもう」

「おや!?　そんなこと言ったかな？　いやはや、気を遣つかわせてしまったかな？」

（う、うぜえ…………）誰だれだこいつに神界の全権を与あたえたのは。

「ふうむ……さて、そうだな……うん、思いついた。では我わが勇者よ、翌日に汝なんじ等らの……何と言ったか、冒ぼう険けん者組合か。そこに行くが良いい。一つ、冒ぼう険けん者らしく仕事をやってもらおうか」




　凄すさまじい倦けん怠たい感と共に、アルの意識が降りてくる。

「くそ……嫌いやな予感しかしない」

「どうかしまし……したか、アル」

　アルが視覚を起動させると、グラスを持ったミクトラの姿が映る。頰ほおがほんのり赤い。

　ランテクート邸ていに帰ってからは、エンデ村のお祝いとして簡単な酒しゆ宴えんが設けられた。主役のハルベルは少し離はなれたソファで、甘あま口くちワインの瓶びんを抱だいて轟ごう沈ちんしている。

「酒乱の気があるなあいつは……。なんでもないよ。野や暮ぼ用を思い出しただけ」

「そうか。先ほど、父上と話をしてきた」

　ミクトラの目がアルの傍かたわらに向けられる。そこには、アルの白い腕わん骨こつを抱だくようにして眠ねむるカルネルスの姿がある。彼かれの目元にはもうクマもない。

「ふふ。あれだけ貴方あなたを怖こわがっていたのに。懐なつくと早いものだな」

　彼かれは今回の事件解決に際しアルの活かつ躍やくを聞いて、ようやっと警けい戒かいを解いたのだ。宴えん会かいの間中どこかしらの骨にひっついていたものである。

「プーチを思い出したよ。元気にしてっかな。……で、マクドナル氏はなんて？」

「ああ。王の再びの褒ほう賞しようもだが……カルネを回復させたのが大きかったかな。私の冒ぼう険けん者稼か業ぎようを認めてくれた」照れくさそうに言ってから「まあ、私は今回あまり役に立たなかったんだが」と笑う。

「いや、貴族街から情報取ってきてくれただけでも十分十分。……俺おれが王都で動けるのも、君の後うしろ盾だてがあるからだしな」

　事実、アルは存在としてはランテクート家の、冒ぼう険けん者としてはミクトラの知ち己きと知しれ渡わたっているのが大きな点だ。契けい約やくアンデッドということもあり、王都に来て数ヶ月、それなりに自由に出歩けるようになってきている。散歩や仕事の時間も増えた。

「おめでとさん。一杯ぱい付き合おう」

「ありがとう。これからはより一層、貴方あなたの仲間として恥はずかしくないよう頑がん張ばらせてもらおう。……あと、生前の婚こん約やく者云うん々ぬんは私もハルベルも納なつ得とくしていないからな」

「それは忘れろ。いいから」

　互たがいに苦く笑しようして、グラスを合わせる。アルの憂ゆう鬱うつもちょっとだけ晴れた。




　　　○




　翌日、冒ぼう険けん者組合王都本部。アルが入ると多少のざわめきが起こるものの、業務が滞とどこおるほどではない。

「はいすいませんねー……」骨手刀を立てながら受付列に並ぶ人骨。

　ややシュールな光景にも、列前のドワーフ冒ぼう険けん者がちょっと緊きん張ちようしたように身じろぎする程度で済むくらいには、皆みなさん慣れてきている。

「おう骨の。最近お貴族様んとこに入いり浸びたりだってな。パトロン付きたあ羨うらやましいねえ」

「いいだろ。酒が美う味まいぞ。俺おれ酔よえねえけどな！」

「そりゃ辛つれぇな！　人生の半分失ったようなもんだ」「物理的に半分どころじゃねえだろ、そいつ」

　軽口に軽口で返すのも慣れたものだ。そうこうしている内に、アルの順番が来る。

「俺おれ指名の依い頼らいが来てると思うんだけど」

「えー……ああ、はい、先ほど。依い頼らい者さんもまだそちらに」

　受付嬢じようが待合スペースを指し示す。彼かれは「へ？」とそちらに頭ず蓋がいを向け、

「うげえ」呻うめいた。

「全く、下品で騒さわがしいところですね。貴様に似合いというものです」

　アルの心の渋じゆう面めんに負けぬくらいに眉み間けんに皺しわを寄せた美女がそこにいた。尖とがった耳や異常なほど整った容姿。身体的な造作はエルフのもの。流れる銀ぎん髪ぱつに、軽けい鎧よろいをまとうその姿は自分もまた戦士であると雄ゆう弁べんに語っている。

（ヴァルク……マジかよ何降りて来てんだこいつ）

　戦せん神しんヴァルク。光明神マルドゥの側神筆頭である。限定的とはいえ戦いくさを司つかさどる強力な神。





◆神（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]なし。滅めつ多たに接せつ触しよくすらしてこない）

　千差万別ある偉い大だいな存在を、ただ神──と一括くくりにするのも乱暴であるが、一柱一柱詳しよう細さいに記すには紙し幅ふくがまるで足りない。共通点を記すに留とどめる。

　神々は、元々は自然や概がい念ねんの意を顕あらわすものとして擬ぎ人じん化したものであったとされる。しかし、個別の意志を持つに至った神々は、およそ千年前に肉体を捨てて上位次元に去った。それは神々が、己おのれが概がい念ねんの格下ではなく、そのもの──等価になるためだった。

　神々はこの時点より永遠不ふ滅めつの存在になった。それを主導、実現したのが当時最も若い神だった光明神マルドゥ。この判断と功績により、彼かの女じよは最高神の座に就ついた、と神話は伝える。

　以後、神々は地上に直接干かん渉しようすることはなくなった。地上は人間に預けられ、神が地上へ干かん渉しようするには、神しん託たくを与あたえるか、能力を大おお幅はばに制限された化け身しんを作って降ろす、という手段をとる。とはいえ、ほとんど例が無い。また有り得ないことであるが、仮に化け身しんが損そこなわれても、天界の神に影えい響きようはほぼ無いと言われる。

　神々に正せい邪じやはあれど、現代において人間に対し干かん渉しようすることはほぼない。日々感謝を忘れず、各おの々おの信しん仰こうする神を尊べば良いと思われる。



　勇者アルヴィス曰いわく『万が一。万が一接せつ触しよくを計られたら全力で逃にげろ。いいか、全力だ。拒きよ否ひれ。これは冗じよう談だんじゃない現に俺おれは（以下検けん閲えつ）』




「何をしているのです。さっさと出ますよ。ここは視線がうるさくて適かないません」

「おいおい姉ちゃん。さっきから下品だの何だの、好き勝手言うじゃねえか」

　そう言いながら彼かの女じよに絡からんでいくのは、先ほどアルに話しかけていた斧おの使いの冒ぼう険けん者だ。獲え物ものに相応ふさわしく鍛きたえ上あげられた身体だが、

（あ、バカ！）アルが危き惧ぐしたまさにその瞬しゆん間かんだ。

　ぎゅお、と空気が捻ねじれる音がした。肩かたへかけられようとした冒ぼう険けん者の腕うでを、ヴァルクの魔ま力りよくが回した。

「おわあああああああ!?」

　冒ぼう険けん者は勢いよく五回転ほどして、背中から床ゆかに叩たたきつけられる。肩かたどころか、指一本すらヴァルクは動かしていない。身にまとう魔ま力りよくを動かしただけだ。魔ま法ほうですらない。

　──この通り。力が制限されているとはいえ神は神だ。世界最高レベルの力を持つ竜りゆう族や古巨きよ人じんですら殺せるかどうか。

「ふん。行きますよ」

　顎あごで出口を示して、呆ぼう然ぜんとする人々の中をヴァルクが歩く。自分も投げられてたまるかと人が避よけて道が出来る。まるで聖者の行進だ（神だが）。

「すまん、気の荒あらい奴やつなんだ。これで一杯ぱい飲んでくれ」

　アルは手骨を合わせて、目を回す冒ぼう険けん者の胸むな元もとに銅貨を数枚置き、慌あわてて銀色の女め神がみの後を追う。

「お前さあ、ああいうの良くないぞ。一応人のフリして降りて来てんだろ」

　道を歩くヴァルクに彼かれが追いつき、苦言を呈ていした時だ。




　振ふり返かえり様、ヴァルクが腰こしから光を抜ぬいた。光は瞬しゆん時じに弓と矢を形作り、音を置き去りにする一射。アルは頭を外しつつ、慌あわてて身を屈かがめた。

　頭骨を装着しつつアルも抜ばつ剣けん。ヴァルクの第二射と衝しよう突とつする。

　そこへ、一いつ瞬しゆん前の射しや撃げきを空間に再現させるハイエルフ弓きゆう術じゆつ『合奏』。新たな攻こう撃げきも含ふくめ、多重の射しや撃げきが舞まう。

「静剣『円』っ！」受けるは神速の範はん囲い連れん斬ざん撃げき。アルの周りを、円形を為なす剣けん閃せんが包む。

　互たがいの絶技が終わる。同時、アルの正面、背後、左右、そして上方に現れたヴァルクが、全方位からの一いち撃げき。その全てに、アルは一歩で応こたえた。静せい拳けん『水面みなも』。正面のヴァルクの弓手ゆんで逆側。安全圏けんへ一いつ瞬しゆんで回り込こむ。五つの光こう撃げきが空を撃うち抜ぬく。そして、

「「！」」

　振ふり向むき様、二つの光こう閃せん。それは、互たがいの首元で止まっている。




「……ぶはあ、止めろよ、こういうの」

　アルがわざとらしく息を吐はく動作をする。

「ふむ、技わざは鈍にぶっていないようですね。魔ま力りよくは酷ひどいザマですが」

　ヴァルクが振ふり向むいた。現実では互たがいに一歩も動いてはいない。到達者マスター位階同士がやる、読み合いによる仮想剣けん戟げきだ。




　──全くの余談ではあるが。先ほどのアルの歩ほ法ほう、静せい拳けん『水面みなも』は彼かれの修めるヤギュウ流体術の高位技法の一つだ。如い何かなる体勢からでも、十全の回かい避ひ運動を取る技術である。

　現ヤギュウ家当主であり勇者の仲間でもあった東国の剣けん士し、マガツ・ヤギュウの父親が記した伝書に依よれば、その要よう諦ていは『尻しりをすぼめるべし』とある。

　さて。その技わざを習得し、先ほど用いたアルであるが。当然尻しりの穴など無い。

「単に爺じいさんの親おや父じさんの癖くせなんじゃないの？」骨になったばかりのアルが聞くと、

「いいんだよ骨でやる奴やつなんざお前以外いねえんだから」マガツは雑にそう答えたと言う。

　閑かん話わ休きゆう題だい──




「余りに鈍にぶっているようなら撃うち抜ぬいて無理にでも昇しよう神しんさせろ、とマルドゥ様から仰おおせ遣つかっていましたからね」

　アルが全骨で思い切り仰のけ反ぞった。もう帰ろうかなと割と本気で考える。

「安心しました。貴様のような不敬者と本当に同どう僚りようになるなど、ぞっとしませんから」

「ああ、そうですか……あのクソ女め神がみ（ぼそっ）」

「何か言いましたか」

「ナニモー。んで、大女神様の御ご依い頼らいってなんだよ」

　そこで。威い風ふう堂どう々どうという様子がぴったりだったヴァルクがぎしりと固まった。

「……………………………………………………………………………それは、ですね」

　また止まる。アルは頸けい椎ついを傾かしげた。あろうことか、神の化け身しんに冷ひや汗あせのようなものまで浮ういている。

（マジか、こいつがここまで……おいおいおい、やれることならっつったよね俺おれ）

　背骨に戦せん慄りつが走る。思い起こせば、生前からロクなことを言いつけられた試ためしが無い。

（安やす請うけ合あいだったか……な？）

「………………………………ィーツ、を」

「え？」思わぬ小声。聞き取れず、アルは頭ず蓋がいの側頭部、外がい耳じ道どうを向ける。

「……す、スイ、……というものをですね」

　ヴァルクは顔を赤くしているが、声は相変わらずに小さい。

「すい？　何？」

「不ふ埒らちな！　神を嬲なぶる気ですか！」

「聞こえねーの！　らしくねえなはっきり言え！　覚かく悟ご決めて聞いてやる！」

　王都の往来で絶世の美女と白骨が言い合いをしている様はどうしても耳じ目もくを集める。

　ヴァルクが視線を感じ、「ええい！」アルの鎖さ骨こつをひっつかまえて物もの陰かげへ入る。赤面した白磁のような顔を、髑どく髏ろへと近づけて告げた。

「人界一の！　スイーツを！　探して捧ささげよと！　そういうことです！」

「……………………」

　出された単語に理解が追いつかず、アルはしばし眼がん孔こうを左右に向けた。

「スイーツを」「人界一のスイーツです」

「光と風と正義を司つかさどる最高神が」「……ええ」

「食ってみたいから捧ささげてくれと」「……そうです」

　沈ちん黙もくが降りる。肉があれば眉み間けんを摘つまんでいる気分。アルは空を見た。底そこ抜ぬけに良い天気だ。そう、大分前から──それこそ生前から、彼かれは思っていた。

「あいつバカなの？」

「ブチ抜ぬきますよ不敬者!!」




「わざわざ？　神が？　天界から？　部下の化け身しん降ろしてまで？　スイーツ？」

「やかましいと言っているのです。さっさと案内なさい」

　すたすたかしゃかしゃと二人は王都エイエラルドを歩く。とはいえ、アルも王都は三年以上来ていなかった身の上だ。骨身では飲食店となればなおさらである。

「人界一ねえ。新しい店もあるだろうし、あれこれ試ためしてみるか。……とりあえず、鎧よろい脱ぬごうな」

　そうして、人骨と銀ぎん髪ぱつ美女神の食べ歩きが始まったのであった。




「お、よかった、まだあった」

　初手はアルが勇者時代、王都に来た際には必ず立ち寄っていたパン屋『麦むぎ穂ほ村』だ。

「いらっしゃい……っておお、あんたが最近噂うわさの骨の人か。活かつ躍やく聞いてるぜ」

　無論、店主はアルの正体に気付きようもない。そのことをちょっぴり寂さびしく思う白骨ではあるが、

「初めまして、そりゃどーも。このお方が甘あまいやつをご所しよ望もうでね。いいのない？」

　店主がアルの後ろで店内を見聞するヴァルクを見、その美しさに目を見張った。

「こりゃ大層な御貴人だ……あんたが世話になってるって貴族様かい？」

「もうちょっとえらい」

　実際はちょっととかそう言うレベルではないが。

「ひゅう、すげえ骨だなあんた。そんじゃこっちも上等なのを……焼きたてだぜ」

　店主が差し出したのはバターと砂糖、小麦粉で作った生き地じ……その上にフルーツとクリームが乗ったタルトだ。椅い子すに座すわるヴァルクは怪け訝げんそうな目でそれを受け取る。

「これは……何です？　果物は分かりますが、台座はビスケットですか」

　ヴァルクが地上に生きていたのは千年ちょっと前のことだ。現在のいわゆるタルト生き地じは未経験である。

「サクサクだから大だい丈じよう夫ぶだ。食ってみ」アルが代金を払はらいながら言う。

「ふむ……まあ、ビスケットなら知っています。あまり期待は……むぐ……？　……!?」

　ナイフとフォークで、口に運ぶ。想定外のしっとりサクサク感がヴァルクを襲おそった。

（これは……このような焼き方を。しかも、このクリームの質。かつての時代とは比ひ較かくになりません）

　一口ごとに生き地じ、クリーム、果実、三種の歯応えが来る。果実とクリームの酸味、甘あま味みをタルト生き地じが受け止める。ヴァルクの時代、タルト生き地じは単なる『食べられる台』であった。それが、現在は主役の一つとして他と調和しながら存在を主張している。

　神様、千年ぶりの時代格差を含ふくめたスイーツ体験である。もはや無言になり、ヴァルクは一息に食べ終える。

「アルヴィ……いや、アル、でしたか。ここが人界一の店なのですか？」

「いや、俺おれも美う味まいと思うけど、どうなんだろ」アルが店主に目をやれば、ヴァルクを上級貴族か何かと思おもい込こんでいる彼かれは慌あわてて手を振ふった。

「いやいやいや！　そりゃ自分の腕うでに自信はありますがね、世界一とまで吹ふき上あがっちゃあいませんや」

「いえ、美味でした。見事です人間よ。供く物もつの候補に加えましょう。一つ包んでください。あ、ついでに私にももう一つ」

「あ、はい、そりゃ人間ですが。……お、お気に召めしたなら幸いでさ。……供く物もつ？」

　安あん堵どと疑問を抱だきながら、店主がタルトを包む。それを、ヴァルクは満足げに二つ目のタルトを口にしながら見守った。




「これは最も早はや決まってしまったのではないでしょうか……」

　フルーツクリームタルトが入った袋ふくろを見つつ、ヴァルクがうっとりと呟つぶやく。共に歩くアルがやれやれという風に、

「いやまあ満足ならそれでいいんだが。他のとこ行かなくていいのか。心当たりだけでもまだいくらかあるぞ」

「この品に匹ひつ敵てきするものがあると？　そうそう騙だまされはしませんよ」

　十数分後。そう疑問を呈ていした女め神がみの目の前に、背高グラスに入ったスポンジとクリーム、ショコラ、アイスの競演があった。そう、パルフェである。

「……………………おぉ」

　小声ではあるが、目が輝かがやいていた。

　平民街。富ふ裕ゆう層そうが住む区画のカフェテラス。ヴァルクの前にチョコパフェが屹きつ立りつしている。対面に座すわるアルはコーヒーだ。

「ま、食ってみろ」

　緊きん張ちようの面おももちでヴァルクがスプーンをチョコアイスに差し入れる。口に運び、しばし。

　冷たさ、それにより抑よく制せいの効きいた甘あまさ、微かすかに感じる苦さ。それらが瞬しゆん時じに口で溶とける。

「────神よ」目を閉じ、感じ入るように漏もらした。

「お前だ、お前」死し霊りようのツッコミ。ヴァルクはばつが悪そうに赤面する。

（そういや、ヴァルクは元ハイエルフの昇しよう神しん組って聞いたな）

　神は産まれた時からの者と、神に認められ、後天的に成る──昇しよう神しんした者の二種がある。昇しよう神しんした神は、基本的に引き上げた親神の許もとに仕えることとなる。

　神は何らかの概がい念ねんを司つかさどることになるため、親神の勢力が結果的に増す。

　アルもまた、後者の道行きをマルドゥによって狙ねらわれていると言うわけである。

「むむ……これは……スイーツでありながら芸術にも近い……食感と味、色しき彩さいを重層的に乗せていく、人の食と美を両立させるセンス、侮あなどれませんね……」

　ぱくぱくとスプーンを口へ繰くり返かえし運びながら、ヴァルク。

「ふうむ、候補二つ目ですか……」

　難しそうにヴァルクが呟つぶやく。彼かの女じよの中で天てん秤びんが揺ゆれている。

「まだ味見してくのか？」

　骨指でコーヒーカップを摘つまみつつ、アル。彼かれの口からどこへとも無く消えるコーヒーに、店員が驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けている。それはさておき。

　アルの問いに、ヴァルクの眉み間けんに品の良よい皺しわが浮うかぶ。立ち上がった。二度あることは三度。

「受けて立ちましょう」

「何の勝負なんだよ」勘かん定じようを済ませて店を出る。

　そんな風に気安く会話して歩く二者を、驚きよう愕がくの思いで見つめる瞳ひとみがある。




「あ……アル……と、あれは、誰だれだ……？」

　燃えるような赤髪と、揺ゆれる青の瞳ひとみ。ミクトラだ。東国料理店の中で麵めんをすする動きが、がきりと止まった。

　元々は勇者が好む料理と聞き、こっそり通っていたらハマったのである。

　東国ヤマに似た国から来た、と主張する店主のこの店は、王都内にいくつかある東国料理店でも一風変わっているが味は随ずい一いちと評判だ。

　しかし、貴族が行くにはややはばかられると言うことでミクトラも冒ぼう険けん者の装よそおいである。

「ど、どういうことだ……。むぐむぐ、すまん、店主！　代金はここに！」

　急いで料理を平らげ（それですら上品なのは流石さすがである）、数えるのももどかしく、銀貨を一枚置く。

「あっ、ミクトラさん、お釣つり！」

　返事もせず彼かの女じよは店を出る。そして、二者の後をつけ始めた。




　そしてもう一人、こちらは複数の友人と共にいた。

「あら、あれに見えるはアル先生じゃありませんの？」

「あ、ホントだ～。遠くからでもすぐ分かるから便利だよねアル先生」

「そりゃ骨、だし。でもあれ、隣となりの女性は……エルフ、かな？」

　口々に、ペリネーテス、ゲルダ、ダステルの三人。今日は学園の試験後、寄り道中だ。

「………………………………なんですと」

　そしてもう一人、大口を開けるハルベルである。仲睦むつまじく──少なくとも彼かの女じよにはそう見える──歩く人骨とエルフ美人を見るハルベルの脳内はこうだ。

（そんなバカな随ずい分ぶん親しげなんだけど何アレアルが好みってどういうのなの趣しゆ味み悪すぎないのいやえっと私は置いといてミクトラとかあの商人さんくらいかと思ってたしでもいざとなるとカッコいいし不思議はないのかもでもちょっと待ってあの人はそもそも誰だれなの超ちよう美人だし昔の知り合いだったりしたらヤバいよねあり得る良くない）

「どうしましたの、ハルベルさん」

「はっ!!」

　ハルベルはペリネーテスの言葉で我に返り、彼かの女じよへ、ば、と手のひらを向ける。

「ごめんペリネ、みんな。……今日はわたし、ここから別行動するね」

「えっちょっ」「がんばれ～」「健けん闘とうを祈いのる、よ」

　学友の返答も聞かぬ内、ハルベルはアル達たちの後方へそそくさと走り出す──。




　アルとヴァルクはふたり並んで、丁々発止とやり合いながら王都の町並みを歩いている。

「う、うぬぬぬ……なんだあの親しげな様子は……」

「近くないあれ。絶対近いよ普ふ通つう骨にあんな近づかないでしょ」

　それを背後から眺ながめる人ひと影かげがふたつ。語るまでもないがミクトラとハルベルだ。隠かくれつつ、さらに追おうと動き、

「「はっ！」」顔を見合わせる羽目になった。
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「「…………」」だが二人は瞬しゆん時じに心をつなぐ。友として頷うなずき合い、歩調を合わせて追つい跡せきを再開しようとし──

「……あれ？　アルがいない？」

「何してんの君らは」

「ぎゃああああああああ！」「うおわああああああ！」

　互たがいの顔の間からにゅっと現れた髑どく髏ろに悲鳴を上げた。

「色気ゼロの声をどーも」

「あ、あ、あ、あ、アル……」

　地面にへたり込こんだ二人を白骨が見下ろす。

「変に尾つけてくるのがいると思ったら。何か用か？」

「いやその……」「あのです……じゃない、あのだな……」

　彼かの女じよたちがあうあうもごもごとやっている内、ヴァルクもまたやってくる。

「なんです、この者らは。曲くせ者ものですか？」

　く、とその手が腰こしへとかかる。

「お前はいちいち物ぶつ騒そうすぎ。俺おれの仲間だよ」

「貴様の？　ふむ……」ヴァルクの神眼が二人を映す。

（一人は──少し混じっているがマルドゥ様の信徒。もう一人は──むぅ）

　とりあえず無害と判断し、ヴァルクは警けい戒かいを解く。マルドゥ信徒には結構甘あまい神だ。

「あ、アル、その、こちらは一体、どのようなお方だ！　この私の知識にはないぞ！」

　どうにかこうにか立ち直ったミクトラが、泡あわを食いながらもアルへと詰つめる。勇者知識では他の追つい随ずいを許さぬ彼かの女じよである。

「あ、ああ。生前の知り合いだよ。ヴァルクって言うんだ。お忍しのびでね。そこそこ偉えらい」

「そこそこ……常に不敬な男ですね貴様は……」

　ヴァルクはどちらかと言えばマイナーな神だ。それこそ、出身であるエルフの森でくらいしか信しん仰こうされてはいない。アルもまた、これまで会ったのは神界でのみだ。ミクトラが知らないのも当たり前である。

「はい！　はいはい！　質問！　どういうご関係ですか！　仲良し!?　仲良しなの!?」

　ずばばば、とハルベルがクソ度胸で挙手する。ヴァルクとアルは顔と髑どく髏ろを見合わせた。

「「仲良しではない（ありません）」」同時即そく答とう。

「うう、気は合ってる……」ややへにょりとして手を下ろすハルベル。

「あのね、変な勘かん違ちがいをするんじゃないの。俺おれらは……えーと……なんだ……」

「偉い大だいな主に仕える臣下とそのさらに使い走りの下げ僕ぼくでしょう」

　ヴァルクが当然の如ごとく言う。

「言い方ァ！　あと誰だれが下げ僕ぼくか。依い頼らい者と、請うけ負おい冒ぼう険けん者ですー！」

「依い頼らい？　では今は仕事を？」

「デートにしか見えないんですけど……」

「あのなあ……あ、そうだ」

　食い下がる二人に、アルは呆あきれかけて……からんと手しゆ根こん骨こつを打ち合わせた。

「どうせだ。君らも協力してくれ」

　指骨が、ヴァルクが手に持つスイーツを指し示した。人間二人が小首を傾かしげる。




「若者が好む甘かん味み、ですの？　私たちも、その、あまり大きくは言えませんが買い食い中でしてよ」

「良かったね、ペリネ～。ハルベル戻もどってきてくれて～」

「だ、誰だれがですの！」

「は、初めまして！　ミクトラ様！　冒ぼう険けん者の先せん達だつとして尊敬しております！」

「ダステル、口調まで変わってるんだけど」

「あ、ありがとう。いや、最近の功績を言われると私は恐きよう縮しゆくしてしまうんだが……」

　やいのやいの騒そう々ぞうしい少年少女達たちの後ろを、アルとヴァルクが歩いている。

「随ずい分ぶんと、賑にぎやかになってしまいましたね……」

「まあいいだろ、たまには若い子の食うもんも。なあ千数百歳さいのお婆ばあちゃん」

「ほお、撃うち抜ぬかれたいようですね。見れば綺き麗れいな頭ず蓋がいです、穴の一つも開けますか？」

　ちき、と矢や筒づつを鳴らす女め神がみから逃にげるように、（物理的に）軽い足取りでアルが前方の若じやく年ねん層へ逃にげる。

「ゲルダ的におすすめある？」

「そうですね～、今から行こうと思ってた『ゲングナール』のチョコクレープかな？」

　数分後。怪け訝げんそうな顔で手持ちクレープを見つめるヴァルクの姿があった。

「これは……ガレットではないのですか？」

「蕎そ麦ば粉じゃなくて小麦粉なんだと。百年くらい前に農村でガレット食った貴族が作ったとか聞いた」

　最近になり、簡単な包みで手に持つ方式が考え出され庶しよ民みんに広がったのだ。ここ数年、王都で若じやく年ねん層を中心に人気のスイーツである。

「む、むむ……これは……」

　ひょいぱくひょいぱく。ヴァルクがクレープを繰くり返かえしかじる。布のような生き地じに包まれた雲のような甘あまいクリーム、そして苦みを僅わずかに添そえるチョコ。

「重じゆう厚こうさはありませんが、しかしそれは弱みではなく、次々と口に運んでしまう軽さがあります。むむむ……やりますね」

「おいしいね～」「ほわあ、チョコって初めて食べた」「甘あまいものは別腹だな、うむ」「買い食い……なるほど、父上が禁止する訳ですわね。これは禁断の蜜みつの味というものですわ」

　目を輝かがやかせながらも淡たん々たんと評価するヴァルクの横で、女性陣じんが歓かん声せいを上げている。眺ながめるのはアルとダステルだ。

「ダステル君は食わないの？」

「僕ぼくは甘あまいのは、あまり。それより、アル先生」

　愛あい嬌きようのある童顔から、アルは話の気配を感じ取る。促うながすように顎がつ骨こつを向けるとダステルが口を開いた。

「例の集合墓地の件、ですが。気になって調べたん、です。どういう人たちが葬ほうむられていた、のか」

「何か気になることでもあったん？」

「あんな集業霊れいが出ること自体、普ふ通つうじゃないです、から。ハルベルがいなかったら……」

　微かすかに身み震ぶるいするダステルに、アルはふむ、と呟つぶやく。いざとなれば自みずからが始末する気でいたために深く考えなかったが、確かにあのレベルのアセンブルゴーストは戦場でも稀まれだ。

「実家があの墓地の墓掘ほりに出資していたよう、です。埋まい葬そう者はまず戦争初期の堕だ竜りゆう軍ぐん強きよう襲しゆうによる死者、そして魔ま王おう討とう伐ばつ後、戦線が激しく混乱した際の死者、だと」

「なるほど。業ごうが深そうだ」

　ゴーストの声を思い出す。

「後者はこの辺りの村でも被ひ害がいが出た、そうです」

「そっかー……」

　少し、アルの声が重くなる。彼かれが思い出すのは、パルムック村。ルーラットとダイスの姉し弟ていだ。親は三年前に亡なくなったと聞いた。

「なら、なおさら除じよ霊れいできて良かった。死んでまで苦しむってのはナシだよ」

　スイーツくらい食いたいよな、とアル。

「アル先生……。そうです、ね……!?」

　と、感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいたダステルが固まった。クレープ片手にアル達たちの方へと歩いてくるのはミクトラだ。

「何をしているのです……しているのだ、男二人で」

「授業の話だよん」

「ぐぬぬ、貴方あなたの指導とは羨うらやましい……私も今からでも通おうかな……」

「あわわわわわっわわわわわわわわあっわっわわわわ」

　ミクトラに嫉しつ妬とを向けられ、ダステルがフリーズしかける。

「その、なんだ。大事な依い頼らいなのか、これは」ミクトラはヴァルクを横目で見る。

「大事というかどーでもいいというか……あーいやまあ、一応大事か」

　空っぽの頭ず蓋がいで思い出してみれば、神様の依い頼らいである。程度を問えばこれ以上ないほどに大おお事ごと、だ。

「ふむ、では私も協力させてもらうか。こちらの料理でなくてもいいのだろう？」




「むう、この食感。そしてほのかな甘あまみ。実に上品。何よりこの純白と一点の紅。美しい料理ですね」

　ヴァルクがうっとりと口に入れているのは杏あん仁にん豆どう腐ふという、この店独自のスイーツだ。柔やわらかく調整した白い寒天がぷるぷると木匙さじに揺ゆれる。

　ペリネらと別れたアル達たちが来たのは、ミクトラがラーメンを食べていた東国料理店だ。

「先ほどはすまなかったな、店主」

「ミクトラさんが銀貨なんて置いてったから焦あせったよ。そいつは気にせず食ってくれ」

　店主がややほっとした顔で告げる。

「ほえー。王都にこんな店があったか。知らなんだ」

　東国料理好きのアルが、頭骨をぐるんぐるん回して店内を眺ながめている。

「この人……人じゃないか、いやでも元は人か。ええと……」

「気にしないでよいですよ、人間。喋しやべるオブジェのようなものです」

　やや引き気味の店主に、杏あん仁にん豆どう腐ふを口に運びつつにべもなくヴァルクが言う。

「喋しやべるオブジェだけど、ラーメン食べていいかな。好物なのにここ数年食ってなくて」

「あ、あたしもあたしも。食べてみたい。塩のやつ」

「へ、へい、了りよう解かい」




「これで候補が四つ……むむむ……どうすればよいのでしょう……」

「もういっこくらい増やすか。公園行こう」

「まだあるのですか!?」

　アルが歩いていくのは、以前も来た王都中央部に位置する公園だ。

「お、いた。レヴァー」

　骨が発する声の先。露ろ店てんを出す女性がぱっと顔を明るくし、その後、急速にしかめた。

「……タラシ骨……」

「何か今日さんざんなんだけど俺おれ」

　へにょへにょとしおれる骨である。

「女の人三人も引き連れて何言ってんの。何この骨おかしくない？」んべえ、と舌を出す。

「おお、レヴァ殿どのか。先だっては世話になった」

「あ、ミクトラさーん。おっつかれー」

　やりとりを見たヴァルクが、傍かたわらのハルベルに問う。

「彼かれの知り合いの店なのですか？」

「そうらしいですねー」

（なぜこの娘むすめは不ふ機き嫌げんなのでしょうか……）不思議に思いつつも、今度はアルへ「ここでは、何を？」

　アルは頷うなずき、レヴァへと骨指を一本立てる。

「いいとこのをこの銀色に」そのまま、ヴァルクを指す。瞬しゆん時じにひん曲げられた。

「全部良いいわよ。商人舐なめんなっての」

　差し出されたのは匙さじ付きの椀わんだ。中には、

「切られた果実が、果か汁じゆうの中に？　ふむ、単純なものですね……」

　言いながら、ヴァルクが口を付ける。瞬しゆん間かん、神の眼めが見開かれた。

「これは……果実酒……。それに浸ひたされた果実の甘あまみが合わさって、むう……単純ながら発想の勝利と言いましょうか……」

　唸うなりつつ、匙さじをすすめる。

「この人、料理評論家かなんか？」

「いや、単にお土産みやげ選び中の神」

　正直にアルが答えるが、冗じよう談だんにしか聞こえない。

「んで、なんでまたこんなぞろぞろと来たの？」

「なんでだっけ……いやまあ、君の売上に貢こう献けんしようかなとは」アルが人数分の銅貨を渡わたそうとして、「ハルベルには……どうしようかな」

「えー！　意地悪！」

「いやだって君、酔ようとヒドいし……」

「記き憶おくにない！　でたらめ！」

「記き憶おくにないのがまず駄だ目めじゃん」

　ぽかぽかと肩けん胛こう骨こつを叩たたいてくる少女に難なん儀ぎしつつ、アルは代わりのチョコバナナを差し出してやる。

「くっ！　一体どうすれば……!?」

　平和な光景に神の苦く悩のうが響ひびいた。アルがやれやれと彼かの女じよに胸骨を向ける。

「何をそんなに悩なやんでんの」

「他ひ人と事ごとのように言いますね。そもそも貴様の任務なのですよ、これは。どれが一番とすれば良いのです!?」

　必死の剣けん幕まくに、人間女性陣じんは目を白黒させる。無理もない。無意識ではあったが光こう輝きが出ていた。アルはわざわざ呼気を再現してため息する。

「はあ……、全部持ってきゃいいだろ。甲こう乙おつ付け難がたいし好みがあるんでって」

「え」

　女め神がみが固まった。想像もしなかったという顔。

「ま、五個もありゃ満足するだろ、あのワガママも」

　それに、とアルは心中で付け足す。

（どーせ依い頼らいにかこつけて部下に休きゆう暇かでも、って算段だったんだろ。身内に甘あまいからなあの大だい女め神がみ）

　さて。当然であるが動く人骨を中心にやいのやいのやっていれば人目を集める。レヴァの露ろ店てん周辺には見せ物かと勘かん違ちがいした人が集まりつつあった。

「うわなんか急にお客さん増えた……！」レヴァがわたわたと客をさばき、

「んもう、しょーがないな！」見かねたハルベルがチョコバナナをくわえながら手伝いに入る。家事技能は一通り備えた女子である。

「が、がんばれ、二人とも……」

　ちなみにミクトラは真正のお嬢じよう様さま育ちのためその辺はお察しだ。

「さて、どうする。任務達成でいいか？」

　さすがにアルの風ふう体ていで飲食店を手伝うわけにも行かない。喧けん噪そうからするりと抜ぬけ出だし、ヴァルクと佇たたずんでいる。

「……そうですね。貴様の言う通りというのが気に入りませんが、これだけ持ち帰ればお許しは出るでしょう」

　ちなみに、神界へどうやってスイーツを持ち帰るのかと言えば、お供えだ。ヴァルク手製の祭さい壇だんを使うことで、情報そのものを持ち帰る。

「では報ほう酬しゆうですが──」

「わ、すごい人……あら、もしかしてアルさんですか？」

　割わり込こんできた声に髑どく髏ろが振ふり向むけば、そこにいるのはパルムック村の少女──

「ルーラットさんか？　どうして王都に」

「父の遺品が見つかったと聞いて、取りに来たんです。父は、衛兵だったので。三年前に」

　ルーラットが、布に包まれたそれ──衛兵の個人タグ──を大事に胸に抱だく。

「────、そっか」

「用事も終わって、そしたら人が集まってるから何かなーって、そしたら……えへへ、子供みたいですね。ダイスもどっか行っちゃうし」

「ディスパ……じゃない、ダイス君も来てんの!?」

　アルは慌あわてる。ダイスの人間に対してのスタンスは未いまだ不明だ。アルの認にん識しきで極論を言うならば、いきなり王都の人々を血祭りに上げる可能性も無いとは言えない。

「私が外出するからって、王都まで付いてきたんですよ～。もー、ちょっと大きいからって、やっぱり子供ですよね」

　言葉の反面、嬉うれしそうに言う姉である。とはいえ弟の中身年ねん齢れいは目の前の骨よりも、傍かたわらの女め神がみよりもさらに上であるのだが。

「……あの子のことだから、多分平気な顔してるんでしょうけど。それでも、探さなきゃ」

　その声に少しの湿しつ度どを感じて、アルはつい、彼かの女じよに無ぶ粋すいな問いかけをした。

「確かに、彼かれは幼児とは思えないくらい強い。──それでも、彼かれの事が、心配ですか？」

「そうですね。──昔は、昔は……ものすごく速く育ったダイスが、怖こわかったこともありました」ルーラットの笑いは、ほんの少しの自じ嘲ちようも含ふくんでいた。

　アルは納なつ得とくの思いで彼かの女じよを見る。少し考えれば当たり前の話だ。

「でも──両親と、最後に話したことを覚えています。『姉として、弟を守ってあげてくれ』……私はその時、両親が遠くへ行ってしまうと分かってしまったんです。不安で、泣いて……返事をしてあげられませんでした」

「無理のないことでしょ、それは」

「だからです。私は、私だけは。ダイスがどんなに立派でも、強くても。──世間から見て、異常でも。あの子を、心配しますし、探します」タグの入った布を、ルーラットは握にぎりしめる。「わたしは、ダイスのおねえちゃんですから」

　アルへと振ふり返かえり笑う彼かの女じよの顔に、迷いは無かった。アルが複雑な思いを得る。

（参ったなぁおい……いい子だぞ。勇がありやがる）

「先ほどから、何の話です？」ヴァルクが、知らぬ名の話題に怪け訝げんそうな顔をする。

　アルは一いつ瞬しゆん（こいつと組めばもしもの時も殺さず抑おさえられるな）と考える。しかし、

（いや無理か。神が下界の戦いに直接協力するなんてまず無い。おまけにダイスは人間だ）

　思い直し、結局彼かれは指骨で眼がん孔こうを覆おおった。

「ん～……どう説明したもんか……とりあえずダイス……君を探そう。話はその後な」

　ミクトラ達たちに知らせようとした時だ。

《アル！　アル！　冒ぼう険けん者のアルはおるか！》

　聞き慣れた幼童の声。

「フブルさん？」

　彼かの女じよの使い魔まフクロウである。空から公園広場を見み渡わたし、アルの姿を認めるとその頭骨へと舞まい降おりてくる。芸と勘かん違ちがいした人々が歓かん声せいを上げた。

《おったか！　すまんが、今すぐ王城に来い！　儀ぎ礼れいも先さき触ぶれもいらぬ、緊きん急きゆうじゃ！》

「……何があった？」

　ただ事ではない様子を察し、アルの雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんで締しまる。公園から急ぎ離はなれる彼かれの頭骨の上で、フクロウが声をひそめた。

《──魔ま王おう軍との領土線に展開していた、第三王子サイネル率いる王国第三軍が壊かい滅めつした。王子も重傷を負って戦線を離り脱だつ。それをやった者共が、今凄すさまじい勢いで王都へ向かっておる……！》

　平へい穏おんを破る咆ほう哮こうが、迫せまりつつあった。
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　時は、しばらく遡さかのぼる。大陸北ほつ方ぽう、ゲルンタイマル山。

　その山中に、堕だ竜りゆう軍ぐん──今はほぼ形を為なさぬその一団の、残党が集まる場所があった。

　成せい竜りゆう三、ワイバーン他、亜あ竜りゆう合わせて七百二十五。

　それが、かつては十を越こえる成せい竜りゆうと数千の亜あ竜りゆうという威い勢せいを誇ほこった魔ま王おう軍最強の軍団のなれの果てだ。

　無論今でも、純じゆん粋すいな戦力としては十じゆう堕だ臣しんの一軍に匹ひつ敵てきするだけのものはある。しかし軍ではない。最も早はや。

　黒こく竜りゆう王おうディスパテ、そして成せい竜りゆうの半分を屠ほふった人のカタチをした悪夢、勇者アルヴィス。

　残った成せい竜りゆうも、堕だ竜りゆう軍ぐんの先行き暗しと見、さらに半分が去った。

（愚おろかな。勇者はもういない）

　コキュトーは思う。三十メルを越こす巨きよ体たいは微び動どうだにせず、自みずからが司つかさどる力を体現するかのように鎮ちん座ざしている。

（ディスパテ様の遺志を継つぐべきは我々しかおらぬ。それを理解せぬ者共をもはや、同志とは認めぬ）

　その体には、そこかしこに傷がある。だが竜りゆう体たいの内を魔ま力りよくが循じゆん環かんし、吸きゆう血けつ鬼きもかくやと言わんばかりの速度で癒いやされていく。

　つまり、その傷を負ったのはそう前のことではない。

「者共、分かれ。私が堕だ竜りゆう王おうの代行である。フギムニの小こ娘むすめは無視していい」

　コキュトーから数百メルの崖がけ下したには、一体の成せい竜りゆうの骸むくろがある。残る成せい竜りゆうの数は、二。

「エイン王国より戻もどったペルムアーより、御ご座ざ所しよは知れた──。邪じや魔ま立だてする不忠の愚ぐ者しやも消えた。これよりは、動くのみ」

　言葉と同時、コキュトーの体から傷が消え去った。白磁のような翼つばさが広がる。

　彼かれの脳のう裏りに浮うかぶのは、十年前。幾いく多たの人間どもの街を燃やし、軍を、砦とりでを、思うままに打ち破った。所しよ詮せんは地に蠢うごめく虫の仲間のようなもの。天を支配する竜りゆうに抗あらがえる訳も無し。

「十年前を再現してくれる。その上で、堕だ竜りゆう軍ぐんは蘇よみがえる。不死の竜りゆうと共に」




　　　○




「状じよう況きようは？」

「およそ半日前じゃ。サイネル王子率いるエイン第三軍が展開しておった北ほつ方ぽう、苦く言げん山さん道どうの麓ふもと。そこで三軍は堕だ鉱こう軍ぐんの一部と膠こう着ちやく状態にあったわけじゃが……」

　サイネル王子。エイン国の第三王位継けい承しよう者。早々に王位には興味無しと公言し、戦いくさに己おのれの身の置き場を求めた。指揮能力に秀ひいで、魔ま王おうとの一大決戦においても、二万の兵を率いた歴戦の強つわ者ものだ。

「かの『戦せん住じゆう王子』が！　御無事なのですか？」ミクトラが焦あせるようにフブルの横に出た。

「足含ふくめて骨を数本やられたようじゃが、どうにかな。だが第三軍は中央に風穴開けて突とつ破ぱされ半はん壊かい、今では機に乗じた堕だ鉱こう軍ぐんの浸しん透とうを防ぐのに精せい一いつ杯ぱいじゃ」

　王城、魔ま導どう宰さい相しよう執しつ務む室への廊ろう下かである。早足で歩きながら、アル、ミクトラ、ハルベルの三人とフブルが状じよう況きようを確かく認にんし合う。

「機に乗じた？」

「……ということは、王子様やったのはえーと、堕だ……こう軍じゃない？」

　ハルベルのつぶやきにフブルが頷うなずき、アル達たちを執しつ務む室へと招き入れる。

「これは未まだ王にしか知らせておらぬ」

　他言無用とフブルが告げる。

「カチコミ入れてきよったのは堕だ竜りゆう軍ぐん残党。報告によれば成せい竜りゆうが一体にワイバーン約三百。突とつ如じよ前面に現れ、初しよ撃げきで王子を負傷せしめ軍を食い破った、ということじゃ」

　戦せん慄りつが部屋中に走る。

「堕だ竜りゆう軍ぐん……！　しかも、成せい竜りゆう……」

　ミクトラが震ふるえる声を発した。二ヶ月ほど前、幼よう竜りゆうに手も足も出なかった記き憶おくが蘇よみがえる。

　十じゆう堕だ臣しんの一部隊を相手取る軍を、不意を討うったとはいえ瞬しゆん時じに打ち破る。成せい竜りゆうとはそういう存在だ。成せい竜りゆうは単純な戦せん闘とう力のみならば十じゆう堕だ臣しんに迫せまりかねない。それを複数有していたのが堕だ竜りゆう軍ぐんである。

「そして竜りゆうの一団は、真まっ直すぐにここ、王都エイエラルドへとすさまじい速度で飛んで来ておる。おそらくはさらにもう半日ほどで到とう達たつするじゃろ。現状、苦く言げん山さん道どうからここへの直線上は都市も対空戦力も無くて邪じや魔まが出来ん」

「堕だ天てん王が北東部で元気だからな……」アルがうーむ、と勢力図を思おもい浮うかべる。

　そして、一同にはある存在が浮うかぶ。

「ディスパテ……現ダイスの手引きだと？」

「可能性はある。例の幼よう竜りゆう、あれが奴やつに退治される風を装よそおった伝令としたらどうじゃ」

　む、とアルは押おし黙だまる。ダイスが噓うそをついていた気配は彼かれに感じられなかったが、所しよ詮せん印象だ。千年を優に越こえる魂たましいとは腹芸の数が違ちがう。

「あの竜りゆうもな、満身創そう痍いにも関わらず追つい跡せきと探知を撒まいて姿を消した。幼よう竜りゆうではなく、そういう能力に特化した成せい竜りゆうだったのかもしれぬ」

　どのみち、とフブルが言い置き、骨が継ついだ。

「これから成せい竜りゆうを迎むかえ撃うたねばならない、と。主要軍をほとんど前線に出してる、この王都の戦力で」

「いえす、おふこーす。戦争初期以来の王都直接攻こう撃げきじゃ。竜りゆうどもに、二度も王の膝ひざ下もとを燃やさせる訳にはいくまいよ」

　エイン王国は連合国で唯ゆい一いつ、戦争序じよ盤ばんの堕だ竜りゆう軍ぐんの強きよう襲しゆうを首都に直接食らっている。当時は王都の下町にまで火の手が及および、多数の死者を出した。

　フブルが居住まいを正す。声に威い厳げんが乗った。

「これより、軍と王都近きん隣りんの冒ぼう険けん者組合に伝令を飛ばす。王都、ならびに近きん隣りん町村に来るワイバーンへの徹てつ底てい防戦、排はい除じよ。アル、ミクトラ。協力してくれるか」

「はっ！　お任せを！」ミクトラが思わず敬礼を返した。

　ハルベルは視線を右往左往させているが、とりあえずアルはそれを置き、

「成せい竜りゆうは？」

「儂わしが仕止める。……てか、成せい竜りゆうに打だ撃げきを与あたえられる者が今は儂わしと王くらいしかおらん」

　成せい竜りゆうは全身が魔力駆動マナドライブし、抜ばつ群ぐんの魔ま力りよく蓄ちく積せき・伝導機能を誇ほこる竜りゆう鱗りんにより、常時障しよう壁へきが展開されているに等しい。単純な物理的衝しよう撃げきは全く通じず、昨今開発された兵器の火薬砲ほうですら傷一つ付かない。それはつまり、魔力駆動マナドライブ、もしくは最上級魔ま法ほうを扱あつかえない兵隊は戦力足り得ない、ということでもある。

　王国の強力な個人戦せん闘とう力を持つ将は、現在ほぼ全て前線へ出ている。第三王子サイネルもその一人。フブルはあえてアルの名を外した。

（堕だ屍し王おうと戦ったと聞いた時、肝きもが冷えたわ。こやつはもう、そのレベルの戦いをすべきではない）

　そしてアルは、その空気を読まない。

「はっはー。お大臣様が何言ってくれてんの。竜りゆう殺しは俺おれの仕事だね」

　肉は無いが気骨はある。勇者だからだ。

「ばっ……！　馬ば鹿か抜ぬかせ、今のお主で成せい竜りゆうが相手できるか！　堕だ屍し王おうの打だ倒とうも、そこな娘むすめの協力あってこそじゃろうが！」

「う……」ハルベルが身じろぎする。

　数ヶ月前、堕だ屍し王おうセッケルを倒たおした際のような魔ま力りよく供給は、今の彼かの女じよには不可能だ。産まれ故郷を維い持じするため──当のセッケルを支配している──に、その魔ま力りよくの大半を使っている状態である。半分といえど、地下墓所で見せたようにハルベルが持つ魔ま力りよくは相当なものだが、それでも足りない。

「馬ば鹿かはどっちだ。優先順位を間ま違ちがえるなよお婆ばあちゃん。まず王都、そんで近きん隣りんの村々、次に兵隊だ。あんたが直接戦せん闘とうしたら、王都の防ぼう衛えい魔ま導どう機構は誰だれが動かす。結界は？　残ってる騎き士しと王族だけじゃ魔ま力りよくが足りんだろ」

（流石さすがは……何い時つの間まにここまで王都防ぼう衛えいの把は握あくを……）

　矢や継つぎ早ばやの指し摘てき。ミクトラが崇すう敬けい混じりに感かん嘆たんする。この異い形ぎよう、わーいオフだーきゃっきゃうふふと遊んでいただけではないのであった。さらに、

「俺おれを大事にしてくれるのは有あり難がたいがね」と付け加える。

「む……ぐ……」

　苦しいやら恥はずかしいやらで、フブルは複雑な表情を浮うかべる。こと戦せん勘かんに関しては、フブルですら勇者には及およばない。

「ぐ、ぐぬぬ、じゃが、ハルベル」

「あ、はいっ」

　呼びかけられ、話題に入れず黙だまっていた彼かの女じよの肩かたが跳はねる。

「お主はランテクート邸ていで大人おとなしゅうしておれ。戦いくさじゃ。未まだ冒ぼう険けん者ですらない半人前の出る幕ではない」

　厳しい語調にハルベルはぐ、と黙だまり込こむ。

「いやハルベル。君はこの宰さい相しよう様のお手伝いだ」

「お主なあ！」さすがにフブルが食ってかかった。

「彼かの女じよは俺おれが認めた、冒ぼう険けん者アルの仲間だ。覚かく悟ごはあの村で済ませてる」

「………………アル」

　ハルベルがアルを見上げる。こみ上げるのは嬉うれしさと誇ほこらしさ。肋ろつ骨こつめがけて抱だきつく。

「好き！」「ちょっ、ハルベル、抜ぬけ駆がけは」

「そーいうのは後でな、後で」

　やいのやいの言い合う三人である。フブルはそれを眺ながめる。懐なつかしい心ここ地ちで。

（こういう奴やつであった……意志と力あれば、使える者は使う）守るべきは力なき者、意志なき者。双そう方ほうあるならば、対等の存在として扱あつかう。それはある意味で非情でもあった。（悲しみを背負ったことも、一度や二度ではあるまいに）

「ハルベルの魔ま力りよくなら、フブルさんの補助が出来る。ハルベル、城でフブルさんに魔ま力りよくを渡わたすだけでいい。それだけですげえ助かるから」

「りょーかい！」

　びし、と敬礼するハルベルにフブルが疲つかれたように眉み間けんを揉もむ。

「はー……まあ、ええわい。王城なら安全度は高いしの。攻せめ込こまれたら真っ先に標的じゃが、そうなればどこだろうと危険は同じか。で、アル、お主勝算は」

「そんな贅ぜい沢たくなもんあるかい」

「「うぉい！」」

　フブルとミクトラが一いつ緒しよになってツッコむ。だが、アルは涼すずしげに頭ず蓋がい骨こつを揺ゆらした。

「ま、最強のドラゴンと戦った経験は残ってる。どうにかするさ。フブルさん、魔ま素そ水すいあるだけくれ」

「これ作るの大変なんじゃぞ。保存もあんま効かんし……ぶつぶつ」

「具体的には」アルが各関節の可動を確かめつつ「俺おれが保もたせるから、総出でワイバーンをきっちり殲せん滅めつしてくれぃ。そしたらフブルさんが出てくれればいい。消しよう耗もうしてても、俺おれとフブルさん二人ならギリギリなんとかなるさ」

　頷うなずく女性陣じん。さらに、とアルは骨指を二本立てた。

「悪いけど知り合いを二人連れてきてる。王城に入れてやって。ズルだけど、まあ許してちょうだい」

「ん？　ほう──了りよう解かいした」

　フブルが遠見で王城エントランスを視みる。女商人──レヴァともう一人の姿が見えた。

「んじゃいくぞー。ドラゴンぶっちめ大作戦、開始ー」

「「おー！」」「なんか締しまらんのう……」

　三本の腕うでと一本の骨腕が掲かかげられ、戦いの開始を告げた。




　　　○




「おら、行くぞ。俺おれらは三番通用口周りだ」

「あ、ああ……」

　王城裏口。黒一色の衣服に身を固めた男を前にして、ミクトラはやや緊きん張ちようを強める。

「あん？　どっかで会った……ああ、あの骨野や郎ろうの仲間か」

　そう言う男の昔の名は、ガルムと言う。かつてはミクトラの篝火ベルフアイア級よりも上位の聖火セイクリツド級として、港町セクメルの英えい雄ゆうだった冒ぼう険けん者だ。

　名声の裏で働いていた悪事の数々をアルにより暴かれ、縄なわ打たれたはずである。

　二人は馬に乗り走り出す。後から援えん護ごの兵も来る手はずであるが、周囲の村々にも兵隊が配備される以上、ミクトラ達たちの負担は大きい。

「処しよ刑けいされたとばかり思っていたが……」

　ミクトラもガルムの高名は知っていたし、アルとの決着後ではあったが会っている。

「死んだぞ、書類上はな。今の名前は『黒くろノ八はち』だ。あのチビ宰さい相しようの犬さ。首輪付きでな」

「『黒こく裁さい』か……。父上から聞いたことはあるが」

　それは魔ま導どう宰さい相しようフブル・タワワトが有する直属部隊の名前だ。一人一人が凄すさまじい戦せん闘とう能力を持ち、王近この衛えの『白はく威い』と対ついを成す存在と言われる。

「あまりいい噂うわさは聞かんがな……なるほど、貴様のような人材を登用していたのか」

「登用ね」男は自みずからを嘲あざけり笑った。「しかしなんだ、あんた、御貴族様か。それで冒ぼう険けん者たあ奇き特とくなもんだ」

　次の嗤わらいはミクトラへ向けられた。

「悪いか」

「ああ、気に入らんね。女なら次男三男の食くい詰つめって訳でもあるまい。何を好き好んで」

「何を好き好んで、か……。そう言われれば返す言葉は一つしかない」

「あん？」

　挑ちよう発はつに返された言葉が思いの外ほか穏おだやかで、黒くろノ八はちは眉まゆをひそめた。

「勇者様だ」

　最も早はや前を向くミクトラの横顔には満ち足りたものしかない。

「あぁ……そうかい、そうかい。──やんなるね」

　それを見た黒ノ八は重い嘆たん息そく。これ以上言葉を返す気になれず、馬に鞭むちを入れた。




　　　○




「魔ま導どう砲ほうの挙動、しっかり連れん絡らくして合わせておけ！」「初実戦だ！　訓練通りやれよ！」「うひょーまさか使う日が来るたぁな」

　戦略が決まり、王命の体てい裁さいを取り兵士達たちに状じよう況きようが伝えられた。今いま頃ごろは王都のあちこちの詰つめ所しよで、兵隊達たちが忙いそがしく動き回っていることだろう。

「す、すごいのあるんですね……」

　怖こわ々ごわとハルベルが周囲の魔ま法ほう具で構成された装置を見回す。彼かの女じよとフブルがいるのは王城内魔導機関室、城じよう壁へきとの連れん絡らく水すい晶しよう前だ。

「むははは、すごかろすごかろ。ほんとは立ち入り禁止なんじゃから！　飴あめちゃんやろう」

「あ、わーい」

「誰だれなんスかその子……」魔導防ぼう衛えい機構の制せい御ぎよにあたる宮きゆう廷てい魔導具技師の一人がぼやく。

「起き爆ばく剤ざいのよーなもんじゃ。気にするでない」

　雑に説明して（「いや起き爆ばく剤ざいって！　気にしますよ！　怖こわいですよ！」という悲鳴は無視された）、フブルはハルベルに向き直った。

「もうあと数時間というとこじゃ。休きゆう憩けい室がすぐそこにある。少しでも休んでおきんさい」

　そう言って、フブルが再び、指示出しに戻もどろうとして。

「あやつが心配かの？」

　背中を向けたまま、フブルが言う。ハルベルの口内で、飴あめが動きを止めた。

「………………………………はい」

　やっとのことで、ハルベルは返事をする。

　自分が何を言えるだろう、と彼かの女じよは思っていた。何せ、魔ま導どう宰さい相しようフブル・タワワトはかつての勇者の仲間なのだ。

（旅で、アルは何度もフブルさんの話してた。愚ぐ痴ち交じりに。いつも嬉うれしそうだった）

　そんな風に彼かれに言われる彼かの女じよが、アルを心配していないはずがない。それは先の執しつ務む室の様子からも明らかだ。

「ま、しゃーない。アレがどう出るかなぞ、分かりきっとったことじゃのにな」

　それはハルベルにも頷うなずける話だった。彼かれが、街を襲おそう竜りゆうなどという状じよう況きようを前にしたなら。

「──ああいうひとですよね」

「そういうこっちゃ。アレに振ふり回まわされる同士、せいぜい肩けん胛こう骨こつの荷を軽くしてやろうではないか」

「はい。そんじゃ、ちょっと寝ねます！　今日の試験、一いち夜や漬づけだったんで！」

　ててて、とハルベルが休きゆう憩けい室へ消える。

「儂わし一応学園長なんじゃけど……。ちゃんと勉強せいよ……」




　　　○




　王都は喧けん噪そうの中にあった。竜りゆうの情報は伏ふせられたものの、魔ま王おう軍の一団が王都へ向かっているという布告により、人々は慌あわてて地下道や避ひ難なん所指定された公建築物へと向かっている。他にも、外がい壁へきに向かう、もしくは人々を誘ゆう導どうする兵隊もまた散見される。

　冒ぼう険けん者組合には動員要よう請せいが出されたものの、参加は任意だ。組合は連合国の命令系統の外である。防ぼう衛えい依い頼らいを受け外がい壁へきの外へ向かった者もいるが、王都民と同じく避ひ難なんを選んだ者も少なくはない。

（ハルベル達たちとやった地下墓所掃そう討とう、こんなとこで役立つとは。避ひ難なん所の一つになってら）

　人々が慌あわてふためいて行ゆき交かう中、一体の骸がい骨こつ剣けん士しが歩いている。足取りは真まっ直すぐ、王都エイエラルド正面門。服は王城で着き替がえたか、いつもの外がい套とうに腰こし鎧よろい、ブーツ姿。

　人々が急ぐ中、白骨へと視線を注ぐ。

「ありゃ、魔ま物ものじゃねえのか!?」「いや、あいつは少し前から来てる冒ぼう険けん者の契けい約やくアンデッドだ」「公園で見たことあんな」「学生の引いん率そつしてるのも見た」「俺おれ、一回世話になったぜ」

　避ひ難なん民の内の一人が、ためらって──しかし声をかけた。

「お、おい、あんたもやるのか」

「やるよー。ま、避ひ難なん所で健けん闘とうを祈いのっておくれ」

　歩く人骨──アルが軽く骨腕を上げる。その細さに、聞いた王都民が逆に不安そうに眉まゆをひそめた。

「む、無理すんなよ！　命あっての物種だぞ！」

　言って、彼かれは走り去っていく。

　スケルトンは笑え顔がおを作れない。しかし愉ゆ快かいそうに肩けん胛こう骨こつを揺ゆらし、顎がつ骨こつを鳴らした。

「もう死んでるって。──しかし、やれやれ。心配されちゃったぜ」

　アルの命があった頃ころ──勇者の頃ころ。人々の賞賛と憧しよう憬けい、信しん頼らいには慣れていた。ただ、心配された記き憶おく、となると中々見当たらない。仲間からは何度かあったが、さて、守るべき人々からはどうだったか。

「死ぬのも悪いことばっかじゃない」

　そうして、元勇者の骨は門をくぐる。もうしばらくすれば、正面門は閉められる。

「新っしい、自分～、っと」

　流行歌を唄うたいながら（あまり上う手まくはない）、アルは王都前の街かい道どうを往く。まだ敵の姿は見えない。しかし、強大な魔ま力りよくの迸ほとばしりは既すでに感覚として認められた。

　アルの足先が迷わずその方向へと向いていく。射程ギリギリまで王都から離はなれるためだ。

「んー、戦いくさなんて結局地の利なんだが。空飛ぶ相手に見晴らしの良いい平地かあ……最・悪」

　アルとしてはどうにかして引きずり下ろしたいが、ワイバーンならまだしも成せい竜りゆうだ。

「その辺はフブルさんに期待したいなあ……じゃないと死ぬ。死んでるけど死ぬ」

　ぼやきながら。眼がん孔こうが遙はるか地平線を向いた。影かげが、ひとつ。

「うわ、案外早かった」

　焦あせってアルはかしゃかしゃと走り出す。ふたつ。みっつ。増えていく。

　それは王都外がい壁へきからも確かく認にんされ、外門が閉じられる。

「うし、この辺りだ────なッ!!」

　外門から一キルほども離はなれた場所。アルが魔ま素そ水すいを一本飲む。それを全て神聖剣けんスカットゥルンドへと回し、打ち振ふるう。

　轟ごう音おんと共に、地面が隆りゆう起きした。斬きり飛ばされ、さらには持ち上げられた地面が、十数メルの高さを持つ急きゆう峻しゆんな坂めいた障害物を作り出す。

「動どう剣けん『地ぢ走ばしり』あんど『雷らい上じよう』……土木作業成功！」

　戦場を作り出したアルが、キリッ！　と言いつつ骨手をぷらぷらと振ふる。

　巨きよ竜りゆうの輪りん郭かくが晴れた空に浮うかぶ。生命の頂点種。一度現れたそれは、凄すさまじい勢いでその影かげを大きくしていく。

「ぬっふっふっふ。んじゃまあ、やりますかね」

　アルはくるくると腕わん骨こつを肩かたから回す。黒こつ剣けんを肩かたの高さに溜ためる。

「挨あい拶さつ代わりの──動どう剣けん『刃ジン礫レキ』！」

　空を、黒こつ剣けんが撃うち貫ぬく。音速を超こえた魔ま力りよくの刃はが、真まっ直すぐに竜りゆう──白はく竜りゆうコキュトーへと数キルの距きよ離りを食らいながら飛ぶ。

「────」

　当然、コキュトーの方からも、矮わい小しような地虫を認にん識しきしていた。竜りゆうの視力・魔ま力りよく探知共に他生物の比ではない。

　だがそれが地面を隆りゆう起きさせ、竜りゆう鱗りんすら傷つけかねない一いち撃げきを飛ばしてくる。

「この魔ま力りよく──竜りゆう牙が兵へいの類か。我らの骸むくろを弄もてあそぶ邪じや法ほうの徒が──」

　羽虫を払はらう程度。ごう、と竜りゆう爪そうが振ふるわれる。瞬しゆん時じ、竜りゆう体を響ひびかせる衝しよう撃げきがあった。打うち払はらわれた魔ま力りよく塊かいが、ワイバーンを一体貫つらぬき落とす。

「痛ゥ……！　この、虫が」

　翼つばさを打ち、空を進む。竜りゆう眼がんが地面に立つ白骨を捉とらえた。膨ぼう大だいな空気を吸う。コキュトーの心臓が、莫ばく大だいな魔ま力りよくを創り出す。それは体内で冷気へ変へん換かんされ、口こう腔こうに送られる。

　ドラゴンブレス。成せい竜りゆうのそれとなれば射程は軽く数百メルを越こえ、広こう範はん囲いへ甚じん大だいな被ひ害がいをもたらす。多少の地面の隆りゆう起きなど無きに等しい。

　その大量破は壊かい攻こう撃げきを、コキュトーが地面のアルを中心に、ともすれば王都までの距きよ離りを白銀に染めんと打うち込こもうとしたまさにその時。

　王城から、光こう芒ぼうが走った。




　　　○




　アルとコキュトーが戦せん闘とうを始めたその頃ころ。

　魔ま導どう防ぼう衛えい機構の制せい御ぎよ室。その中で、フブルが遠見の水すい晶しようで戦場を見ている。

「アルの言う通り進みよるのがちょびっとムカつくがの。ハルベルちゃん、お主がおるおかげでこいつが使える。あやつのためにも──ブチ込こむぞ」

　フブルがぺちぺちと叩たたくのは、天てん井じようから降りる筒つつの先せん端たんに取り付けられた宝石だ。五十セルはあるその巨きよ大だいさに、ハルベルは戸と惑まどう。

「これに魔ま力りよくを？　でも私、アンデッドにしか魔ま力りよくのラインが」

「聞いとる聞いとる。──『モフィン』」

　軽く、フブルが詠えい唱しよう省略して自みずからに手をかざした。そうして、「ほい」とハルベルへ手を差さし伸のべる。

「これ、は──フブル、さん……」

　ハルベルが驚きよう愕がくする。彼かの女じよの認にん識しきの中で、フブルの気配が死し霊りようのそれとなっていた。

「安心せい、ガワだけ属性変化させただけじゃよ。儂わしがこのぷりちーな姿でいる理由がこれじゃ。幼よう竜りゆうと同じじゃな」

　生命の幼年期は、魔ま力りよくの方向性が柔じゆう軟なんだ。そこから体が受けた経験や負ふ荷か、そして生来の素養により、特定の方向へと魔ま力りよくの性質が固まり、延びていく。この魔ま女じよは、己おのれの魔ま力りよくが十分に成長した後に自らの体を作つくり替かえた。成熟した魔ま力りよくと技量、そして魔ま力りよくの柔じゆう軟なん性せいを両立させたのだ。

「これなら、やれます！」

「よしゃ、合図したら儂わし経由で流せ。もうすぐアルが竜りゆうの動きを止めよる。難しく考えずやればよい。照しよう準じゆんから発射から、こっちでやっちゃるでな」

　フブルが、宝石とハルベルの手を両手で繫つなぎながら、水すい晶しようへ視線を見つめる。

「安心せい。奴やつはやる。奴やつがやると言ったのだ」

　ハルベルが、はっとフブルの後ろ姿を見た。その語調に揺ゆるぎない信しん頼らいがある。

「ハルベルちゃん。アレと一いつ緒しよに旅したのなら、お主もそう思うじゃろ」

「────はい」

　後ろ姿から、ハルベルにもフブルが笑ったのが分かった。にやり系。

　そして数分の後。水すい晶しようの中で、アルが剣けんを突つき出だした。

「おう、今じゃ、ハルベルちゃん！」

「はいっ！　いきます！」

　ハルベルが魔ま力りよくを開く。疑ぎ似じ死し霊りようとなったフブルに繫つないだラインへと全力を叩たたき込こむ。

「──────ッ！　こいつ、はッ!!」

　フブルの笑えみがひきつった。腕うでの内部からうねるような錯さつ覚かくを覚える。（これで半分。冗じよう談だん抜ぬかせ）歯を食くい縛しばりつつも凄せい絶ぜつに笑いながら、フブルは魔ま力りよくを反対の手から宝石へと流ながし込こむ。

　同時、室内の魔ま導どう表示板にノイズが走った。

「なっなんだこりゃ！　許容魔ま力りよく量超こえてます！」「噓うそだろ……暴走しますよ！」「使うことなんて無いと思ってた魔導大たい砲ほうだぞ！　一いつ瞬しゆんで発射可能領域ぶっちぎってる！」

「狼狽うろたえるでないわ！　最近の若いモンはなんぞと言わせるなよ！　魔ま素そ流入量調整！　まだ保もつ！　砲ほう身しん形成！」

　王城最上階の星見天てん蓋がい、大遠見鏡。そこから、魔ま力りよくで形作られた砲ほう身しんが伸のびた。物理的砲ほう身しんでは耐たえられぬ大魔ま力りよく砲ほうを発射するための仮想大砲ほう台だい。

「そのまま照しよう準じゆん合わせぃ！　耐たえて……耐たえて……」

　壁かべや天てん井じように敷しき詰つめられた魔導具達たちから、悲鳴のような甲かん高だかい音が鳴なり響ひびく。

　水すい晶しようの中で、竜りゆう──コキュトーがブレスの挙動に入った。動きが、止まる。

「撃うてぇい！」

　フブルの号令と共に。王城から光こう芒ぼうが迸ほとばしる。それは、一直線に彼方かなたの白はく竜りゆうへと伸のび──
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　直ちよく撃げきした。

「ゴワァ──────!?」

　コキュトーのブレス直前。右腹に叩たたきつけるように光条が来た。

　さしもの竜りゆうの聴ちよう力りよくでも聞こえようはないが、その発射元、遙はるか王城の中から「っしゃオラァ！　ザマみさらせ！」という快かい哉さいが上がっている。

　純じゆん粋すいに物理的な破は壊かい力に換かん算さんすれば、山すら抜ぬいただろう。しかし。成せい竜りゆうの体、その後ろに光は抜ぬけない。竜りゆう鱗りん魔ま力りよく循じゆん環かん障しよう壁へき──人じん智ちを越こえた装そう甲こう。

　それでも無事には済まない。コキュトーの三十メルの巨きよ体たいがぐらりと揺ゆらぎ、煙けむりを噴ふきながら地面へと落下した。

「俺おれの方ばっか見てっからだよ。さーて……堕だ竜りゆう力りよく、解放！　浸しん食しよく許可！」

　残りの魔ま素そ水すいをアルがまとめて飲み干す。溢あふれる魔ま力りよくが黒くろ鎧よろいとなって彼かれの全身を覆おおう。

　超ちよう重量が大地を揺ゆらした。巻き起こる土つち煙けむりの中を、黒色に包まれた白はく骸がいが駆かける。

「先手必勝！　動どう剣けん『神かん卸おろし・剛ごう』！」

　魔ま力りよくで拡大した黒こつ剣けんの一いち撃げきが巨きよ体たいの背に叩たたき込こまれる。

「ガァッ────！」

　鋼はがねが打ち合う音と共に、コキュトーが吹ふき飛とばされるように転がる。

　高層建築が転がっているようなものだ。ここが街中であれば、これだけで大だい惨さん事じである。むろん、王都からいくらか離はなれたこの場でも、街かい道どうの再整備は避さけられまい。

「ざまあ。これでしばらく飛べないだろ」

「キサ、マ…………」倒たおれた白はく竜りゆうの鎌かま首くびが持ち上がる。

　魔ま導どう主しゆ砲ほうにより右う翼よくへ、アルの一いち撃げきにより背中へ。損傷を文字通り背負ったコキュトーの双そう眸ぼうに、怒いかりの灯ひがうごめいた。

　アル・王国側の先制攻こう撃げきは成功といっていい。これで敵最大戦力の飛行能力を奪うばった。

（さて……魔ま素そ水すいの貯金があっても、全開戦せん闘とうするなら奥おく伝でんクラスの大おお技わざは後二発程度）

　アルは慎しん重ちように残弾だんを見積もる。魔ま力りよく切れは彼かれにとって敗北への直結だ。

「何者だ……たかが竜りゆう牙が兵へいがこのような真ま似ねを」空間が震ふるえるような声。

「それ俺おれに答える意味ある？」

　言い捨てたアルがすっと後方へ下がり、隆りゆう起きさせた地面の陰かげへ隠かくれた。

「下等生物の成れの果て、竜りゆう牙がに寄生する死し霊りようごときが……戯ざれるか！」

　爪つめで猛もう然ぜんと地を砕くだきつつ、竜りゆうの顎あごが迫せまる。

（些さ末まつな土壁かべなど……諸もろ共ともに砕くだけるがいい）

　竜りゆう体の末まつ端たんが空気の壁かべを砕くだいた水蒸気を吹ふく。隆りゆう起きを横に咬かみ潰つぶさんと牙きばが迫せまる。

　そして、隆りゆう起きの頂点から髑どく髏ろの騎き士しが飛んだ。

「動どう剣けん『蜻蛉とんぼ』」

　破は城じよう槌ついめいた一いち撃げきが、竜りゆうの横よこ面つらへと縦に撃うち込こまれた。コキュトーは悲鳴すらなく、大地に顔をバウンドさせ首をくねらせる。

「雑なんだよ、舐なめ腐くさりやがって」吐はき捨すてて、アルが着地する。一いつ瞬しゆん頸けい椎ついをひねり、「いややっぱ舐なめとこう楽だし。ほーらよわよわ骨。ふにゃふにゃしてる」

　あからさまな挑ちよう発はつだ。激痛と屈くつ辱じよくに竜りゆうの脳が怒いかりで煮にえたぎる。だが、その知性は自省を促うながしていた。

（所しよ詮せんは死し霊りよう。私を越こえる存在ではない、が──雑ざ魚こでは無い。竜りゆうを傷つけ得る存在）

　コキュトーは自みずからに強しいて四つ足で立ち上がり、眼前の矮わい小しような存在を見下ろした。

（あっくそ、冷静になりやがった）竜りゆう眼がんの邪じや視し効果を弾はじきつつ、アルは無い舌を打つ。

　注意を集めての先制、怒いかりを誘さそってのカウンター。ここまでは一方的と言っていいが。

（飛行能力は奪うばったが致ち命めい傷しようにゃまだ遠い……。さて、水属性氷結先せん鋭えいの白はく竜りゆう、相あい性しようは悪くないが──）

「ギュルゥゥウウオォオォォオォォオオオオ────────────────！」

　雄お叫たけびにも似た甲かん高だかい竜りゆう声せいが、天を衝ついた。

「っ！」アルが焦あせったように空を見た。コキュトーに遅おくれて到とう着ちやくしたワイバーン達たちが、王都外がい壁へきを巻くように散っていく。さらに一部は、

（くそっ、やっぱ周囲の村に散らしたか！）

　さすがにそこまで骨の手は回らない。だがその時だ。




　ずお、と。王都内より、黒い魔ま力りよくが立たち昇のぼった。




「「「！」」」

　アル、コキュトー、王城内ではフブルも。それに反応し首を向けた。

（今のは……ダイス……ディスパテ！　やはりか!?）アルが歯は嚙がみする。

「そこにおられたか！」反面、コキュトーの声に喜色が混じる。「オォォォォオオオオォオ！」

　次いで発せられた二度目の竜りゆう声せいに、村々へと散りかけたワイバーンもまた、王都方向へと戻もどってくる。

「よし──さて、まずは貴様を念入りに擦すり潰つぶしてからだ」

　アルがややその骨体を引く──その暇ひまもなく、

　周囲が霜しもを帯びた。コキュトーの魔ま力りよくが一帯を白く染めていく。大量の魔ま力りよくを抱かかえ、産み続ける存在──上位精せい霊れいや成せい竜りゆうなど極一部が可能な空間支配。

（うそーん。これで周囲全部敵か）

　アルの思いに答えるように、隆りゆう起きさせていた地面から氷ひよう槍そうが伸のびた。危あやうく身を仰のけ反ぞらせてかわす。

　凍こおらせ、張り付けようとする地面を魔ま力りよくで弾はじきながら転がり、体勢を立て直すアル。だが、白骨を覆おおう黒くろ鎧よろいにすらうっすらと霜しもが降りつつあった。

（魔ま力りよくを含ふくんだ、奴やつの恣し意いが入った冷気──）

「支配外へ逃にげるなら追うまでだぞ、竜りゆう牙がの兵よ。王都まで退さがるか？」

　一歩すら動かず、白の化け身しんが告げた。
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「ワイバーン約三百、迫せまります」「狙ねらいはやっぱ王都か」「冒ぼう険けん者達たちと有志学生まで防ぼう衛えいについてくれているが、この数……」

　報告に、フブルが両りよう腕うでを揉もみながら一つ息をつく。

「主しゆ砲ほうは店みせ仕じ舞まいじゃ！　結界を物理領域適用！」

　前述の通り、王都には結界がある。しかし、三桁けたを越こえるワイバーンの攻こう撃げきに、いつまで耐たえられるか。

「外がい壁へき砲ほう群ぐん起動！」

　伝達用の水すい晶しように叫さけぶ。外がい壁へきで王都残存の魔ま法ほう使つかい達たちが対空用の外がい壁へき砲ほうに魔ま力りよくを送り出す。

「忘れとらんぞ、竜りゆうども……。十年前、ようもあっちゃこっちゃ焼いてくれたものよのう！」

　フブルの呟つぶやきに、宮きゆう廷てい魔ま導どう具技師たちの表情が引ひき締しまる。

「撃うち落おとせ！　下の兵と冒ぼう険けん者どもに手て柄がらをくれてやれ！」

　そう、この外がい壁へき魔導砲群こそは、天空から攻せめ入いる竜りゆう達たちに向け開発された防ぼう衛えい兵器だ。

「さて……ハルベルちゃん、ご苦労じゃった。お主はこれで……って、おらんし」

「さっき出て行きましたよ。王城内の避ひ難なん場所は教えときました」

　そーか、とフブルは頷うなずく。流石さすがに追ってはいられない。

　まさかハルベルのクソ度胸が、ここでの仕事が無くなった途と端たんに外がい壁へきに向け走り出すほどだとは、さしもの魔導宰さい相しようにも読み切れてはいない。
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　王都外がい壁へき。魔ま力りよくの弾たまがいくつも空を飛ぶ。

　外がい壁へき用魔導砲。役割を一定の魔ま力りよく弾だん遠えん距きよ離り投とう射しやに限定することにより、威い力りよくこそ中級魔ま法ほうに届かない程度ではあるが、人間の魔ま法ほうよりも射程と連射性を上げている。

　何よりも、魔ま力りよくを供給する魔ま法ほう使つかいが外がい壁へきの外へ出る必要が無いのが強みだ。おまけに、魔ま力りよく波長を結界と同調させることにより、結界内部から撃うてるという離はなれ業わざまで可能にしている。魔導宰さい相しよう渾こん身しんの作である。

「撃うて撃うて撃うて！　とにかく数だ、弾だん幕まく張れ！」

　軽けい微びな魔力駆動マナドライブを行っているワイバーンを殺傷するには威い力りよくが足りないが、地へ落とすことは出来る。そこから先は、

「来たぁ！　必ず複数で当たれ！　亜あ竜りゆうでも竜りゆうは竜りゆうだ、吹ふっ飛ばされっぞ！」

　外がい壁へき周辺に展開する冒ぼう険けん者と兵隊、そして騎き士しの仕事だ。

　亜あ竜りゆうは、一定以下の力しか持たない者には全く歯が立たない相手である。竜りゆうの肉体というものは、亜あ竜りゆう種ですら他生物に比べ圧あつ倒とう的てきに強きよう靭じんだ。

「中級魔ま法ほう相当の火力が出せる奴やつが攻こう撃げき手を務めろ！　他はそいつを援えん護ごと防ぼう御ぎよ！　二度も我らが王都を焼かせるな！」

　十年前の堕だ竜りゆう軍ぐん強きよう襲しゆう時の経験を持つベテラン兵が声を上げる。




「いきますわよ！　ゲルダ！　ダステル！」

「りょ～か～い。うわ、ワイバーン、顔かお怖こわ！」

「や、やるしかない、のか……」

　学生も、志願者が僅わずかながら外がい壁へきへと出ていた。ペリネーテスらもその一部だ。

「……まさか付き合わされる、とは」

「頑がん張ばって守ってね～。私らの中じゃ、ペリネしか攻こう撃げき通らないし」

「ゴタゴタ言うものではありませんわ！　騎き士しだの冒ぼう険けん者だのの前に！　国と民たみは我らで守る！」

「それが貴族の前提、でしょ？　耳タコ～」

「……そう、か──そうだ、ね！　ミクトラ様もそう言っておられた！」

　ワイバーンの爪つめを、ゲルダによる防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの補助を受けたダステルの盾たてが危あやうくも阻はばむ。

「炎ほのおよ叫さけべ、穿うがち貫つらぬき咎とがを為なせ──『パイロネイル！』」

　ペリネーテスの中級魔ま法ほうが直ちよく撃げきする。炎ほのおの杭くいが、ワイバーンの胸を穿うがった。もだえて爪つめを外した瞬しゆん間かん、ダステルが傷口へと剣けんを刺さし込こみ、捻ひねる。飛ひ竜りゆうの叫さけびが響ひびき渡わたる。

　怒いかり狂くるったワイバーンがダステルに牙きばを剝むく。

「てぇいっ！」だがそれは、ゲルダの戦せん杖じようによる打だ撃げきで狙ねらいを外される。続いて撃うち込こまれる二発目の『パイロネイル』

「とど、めっ……！」さらにダステルの剣けんが、ワイバーンの体内にねじ込こまれ……ワイバーンから力が失うせた。

「おおお…………！」「学生どもが一匹ぴきやったぞ！」「若いのになんて連れん携けいだ！」「まるで共に何度も死線を潜くぐったようだぜ！」

（まあ、うん）（潜くぐりましたわね……）（文字通り死にながら、ね……）




　周囲の士気が上がる中、少数で挑いどむ者達たちもいる。マナドライバだ。

　ワイバーンの爪つめを、ミクトラは剣けんに絡からませる。

　膂りよ力りよく勝負では流石さすがに竜りゆう族には勝ちようもない。ワイバーンがミクトラをねじ伏ふせようと力を込こめる。

「ふっ」

　ミクトラの呼吸。その瞬しゆん間かん、ワイバーンの視界が反転した。デオ流体術『エアリアルフォール』。空中の相手に対する投げ技わざである。

（勝てずとも、技わざを介かい在ざいさせることは出来る）

　飛ひ竜りゆうの足あし下もとを潜くぐるように体を入いれ替かえ、頭から落とす。地面に這はいながらも、丸太めいた尻尾しつぽが打うち振ふるわれた。

「──『クロス・トラバース』！」

　それを、水平の一いつ閃せんがカウンター気味に根本から断たち切きった。ミクトラは悶もだえるワイバーンに止めを刺さす。

「よし！　おお、ワイバーンは初撃げき破はだな……空を飛ばれていればこうは行くまいが」

　その光景に、『黒こく裁さい』の黒くろノ八はちは感心する。

（中々、やる。全身の魔力駆動マナドライブじゃねぇが、魔ま力りよく操作が異常にスムーズで無む駄だがない。防ぼう御ぎよ面はデオ流の技わざでカバーする、と）

　彼かれは未まだ五メルほどの宙にいるワイバーンの、さらに高所にいた。彼かれの足あし下もとには召しよう還かん陣じん。飛んだのではなく、そこから出てきたのだ。

　高所の利を得た黒ノ八の双そう剣けんが、ワイバーンの首を断たち切きった。地に降りる。

「……見事だな。召しよう還かん魔ま法ほうの応用で転移するとは」

「元は強化にしか使ってなかったが、あのチビ宰さい相しように叩たたき込こまれてな」

「不敬な。それにあのお方は勇者様の魔ま法ほうの師だぞ。幸運に思え」

「だから気に食わねえこともあるんだよ……お前はどうなんだ」

「何がだ」意図をつかみかねて、ミクトラは聞き返す。

「冒ぼう険けん者稼か業ぎようは勇者の影えい響きようだと言ったな。勇者が死んだ世界で、お前はどうする」

　ぴし、とミクトラが固まる。

（そ、そうか……アルのことは余人が知るわけもないしな……。しかし）

　この質問は、黒ノ八が想定していることとは別の迷いをミクトラに産んだ。彼かの女じよは周囲を警けい戒かいしつつ、考える。

（私は──アルの何になれるのだろう。女としては必要とされまい。彼かれは対等の友人を望んでいるが、私自身がそれに応こたえられない──）

　ミクトラは嘆たん息そくする。その様子に、黒ノ八も返事を諦あきらめた。

　気を取り直し次の相手を探そうと、ミクトラが周囲を見回した時だ。視点が止まり、見開かれる。

「な……なんだ、あれは……？」

　もはや余人の立ち入れぬ地じ獄ごくと化した、王都前方一キル先、竜りゆうと骨騎き士しの戦場氷原。

　そこへ、王城からもはっきりと視し認にんできるほどの氷柱が出現していた。
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「手こずらせたが……終わりだ」

　新たな傷を竜りゆう体たいに複数作ったコキュトーが、極低温の中で告げる。

　目の前には巨きよ大だいな氷柱。その中に、髑どく髏ろの黒騎き士し──アルが剣けんを振ふりかぶった姿勢のまま停止している。

　そう、停止だ。

　『熱時禍タイムオーバー・永時氷結コキユートス』。闇やみの希少属性である時間魔ま法ほうと氷結魔ま法ほう、その最上級魔ま法ほうの複合、加えて最高の効率を誇ほこるとされる竜りゆう言語による行使。

「時が凍こおり付つく氷柱──外部干かん渉しようも不可能な永遠の檻おり。幾いく星せい霜そう、ここで屍しかばねを晒さらすがいい」

　コキュトーが、大木ほどもある首を巡めぐらせる。視線の先は王都エイエラルド。

「翼つばさは未まだ癒いえんか……。おのれ、時流破は壊かいの剣けん撃げきなど、器用な真ま似ねをする骨だ」

　その竜りゆう眼がんが見開かれた。王都から、黒の気配が来る。
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「あの馬ば鹿かでかい柱は一体……」「成せい竜りゆうは魔ま導どう宰さい相しようの切り札戦士が止めるって話だったが」「冒ぼう険けん者って聞いたぞ俺おれは」「や、やられちまったのか!?」「くそっ、ワイバーン共もまだ掃そう討とう出来てねえんだぞ！」

　喧けん噪そうが外がい壁へきで巻き起こる。ワイバーンへの防ぼう衛えい戦は優位に進んでいたが、それも崩くずれかけている。

　結界めいて吹ふき荒あれている氷雪により中の状じよう況きようは不明ではあるが、

「魔力駆動者マナドライバを集めろ！　もしもの時は成せい竜りゆうを足止めするぞ!!」

　騎き士し隊の隊長が叫さけぶ。とはいえ彼かれとて、実戦から離はなれて久しい。王近この衛えの『白はく威い』は引っ張り出すことは出来ない。出てきている『黒こく裁さい』数人と、これまた隊長含ふくめ数人の騎き士しと冒ぼう険けん者。

「くそ、十人くらいはいるのか……？　成せい竜りゆうの相手など……」

「すっ込こんでいろ雑ぞう兵ひよう。貴き様さま等らなど、あの氷界に足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かんに氷像と化すぞ」

　声は、隊長の遙はるか下から聞こえた。

「無礼──な……？」

　彼かれが絶句したのも無理はない。そこにいたのは、十を越こえているかも怪あやしい黒くろ髪かみの少年だ。歩いていく。氷雪のドームの方へ。

「雑ざつ竜りゆう共の相手をしていることだ。短い命を好んでさらに短縮することもあるまい」

「お、おい待ちなさい！　うおっ！」止める間もなく、ワイバーンが複数落ちてくる。

　瞬しゆん時じに戦せん闘とうが巻き起こり、少年──ダイスを咎とがめる者はいなくなった。










　　　○




「これは…………」

　王城内。戦せん闘とうの気配が消え、吹雪ふぶきと氷柱しか写さぬ遠見の水すい晶しようを前に、さすがのフブルも表情が硬かたい。

（ワイバーンの排はい除じよも未まだ済んでおらん。不測の事態あれば、外がい壁へきに詰つめた者たちだけでは魔ま力りよくが切れるやも知れぬ）

　対空の魔ま導どう砲ほうが撃うてなくなれば、戦せん況きようは一気に不利に傾かたむく。単純に、空高く飛ぶワイバーンへの攻こう撃げき手段が少なすぎるからだ。王都の結界が一方的に削けずられる。

　フブルが予備として控ひかえていれば、外がい壁へき魔ま導どう砲ほうが魔ま力りよく切れする心配はとりあえず無い。

（しかし、白はく竜りゆうが来ればその時点で仕し舞まいじゃ。王都が凍こおる。……頼たのむぞアルヴィス）

　相次ぐ報告の中、フブルは小さな拳こぶしを握にぎる。

「フブル様！」

「なんじゃい！」

「十数分前に王都内で発生した強い魔ま力りよくです！　外に出てる──ひょ、氷原へ！　自殺!?」

　ば、とフブルが水すい晶しようへ視線を戻もどす。少年の姿を確かく認にんし、

「よもや保険が効きいたか……？」

　水すい晶しようを切きり替かえる。そこには、不安げに王城の地下に避ひ難なんしたアルの知ち己きである行商人レヴァと、王都近きん隣りんの村に住む女性──ルーラットの姿がある。

「こ……これは！　フブル様！」

「なんじゃもー！　泣くぞ！」

「ド、ドラゴンです！　十メルサイズのドラゴンとワイバーンが新たに三百！　西方、一キル地点にいきなり出現しました！」

「っ……！」

　ぎり、と彼かの女じよは歯ぎしりする。悪い予想が当たった形だ。姿を隠かくすタイプの力を持つ成せい竜りゆうが存在する。

「クソチート種族めが……！」

「ドラゴンが飛んでくる──早い！　ま……魔ま力りよく収束！　ブレスです！　即そくかよ！」

「ぎゃーやべー！　幼よう竜りゆうでもドラゴンブレスなんぞ平民街結界じゃ無理じゃー！」




　　　○




「おお……おお……！」

　コキュトーが竜りゆう声せいを震ふるわせる。王都への侵しん撃げきを始めようとしていた彼かれの元へ近づく影かげ。

　巨きよ竜りゆうからすればあまりに矮わい軀く。しかし、彼かれにとりその姿など問題ではない。その魂たましい、その魔ま力りよくこそが。

「ディスパテ様！」コキュトーは歓かん喜きの声を上げた。

　対し、歩くダイスは王都外がい壁へきの喧けん噪そうも眺ながめつつ、十年前を思い出していた。

（強きよう襲しゆう、撃げき破は、蹂じゆう躙りん。あれは上う手まくいったな。楽しかった。はは、これは真ま似ねのつもりか）

　黒こく竜りゆう王おうの魂たましいを宿す少年が笑う。彼かれは前世について、悔かい恨こんは心の底から何もない。戦いが上う手まく行けば楽しかろう。敵を粉ふん砕さいするのに何の問題がある。

　近づいた氷柱──黒こく白びやくの骸むくろを封ふうじたそれ──を彼かれは見る。酷こく薄はくな笑えみが浮うかんだ。

「中々見事なものだ、コキュトー」

「はっ……！　光栄の至り。お迎むかえに上がりました、王」

　たどり着いた主へと、コキュトーの頭が下げられる。

「思えば山に現れた竜りゆうはペルムアーか。力は弱かったが、完全隠おん行ぎようなど妙みような性質を得たものよ」

「はっ……あの者により王を見み出いだすことが出来ました」

「妙みような性質と言えば、時にコキュトー」

　ダイスが氷柱を撫なでた。何でもないような声こわ音ねで問う。

「は？」

「お前、ベルムノアの心臓を喰くらったな？　時の力は奴やつから取とり込こんだものだろう」

「────っ、──」コキュトーが答えに詰つまった。

　ベルムノア。堕だ竜りゆう軍ぐん残存の成せい竜りゆう、その一体だった存在だ。今は、堕だ竜りゆう軍ぐん残党が潜ひそんでいた山脈の崖がけ下したで骸むくろを晒さらしている。

「責めはせん」何のことも無いとダイスは首を振ふった「竜りゆう同士だ。意見が食くい違ちがえば殺し合うこともあろう」

「は──はっ、ベルムノアめは愚おろかにも、王を確かく認にんした後にも静観を主張した故ゆえに」

　許しの気配に、コキュトーが意い気き込ごんで顎あごを上げた。ただ、ダイスは不思議そうに、

「？　愚おろかな事か？」

「は────？」

　返された疑問に、コキュトーは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取とられた。

「ベルムノアは人となった我わが輩はいを頼たよることはせぬと考えたのではないか？　残った者共で軍を維い持じしようと」

「そ、それは愚おろか！　魔ま王おう軍は今や魔ま王おうを失い、統一意志を失った多頭竜りゆうのようなもの。転生成った貴方あなた様さまを人の手より奪うばい返かえし、新王として魔ま王おう軍を支配していただく──それが堕だ竜りゆう軍ぐんに属したならば当然の」

「そこだ」

　ダイスが言葉を挟はさんだ。コキュトーは内心、息を吞のむ。

（何だ？　何が……何がおかしいと）

「何な故ぜ我わが輩はいを頼たよる。竜りゆうであれば何な故ぜ他者に意志を任せる。己おのれが身で立てば良かろう」

「なん……と？」

　考えもしなかった、という反応のコキュトー。ダイスは嘆たん息そくし、ごきと手首を鳴らした。

「竜りゆうの誇ほこりはどこにやった、貴き様さま。最初は出来るようになったと思ったが──どうにも、気に入らんな。そもそも我わが輩はいがここに何をしに来たか、貴き様さま分かっているのか。そのように頭を垂れおって」

「な、何を────？」

「『劣れつ牙が』」

　回答は拳こぶし。一メル少々の少年の一いち撃げきが、高さを合わせていた竜りゆうの横よこ面つらを張り飛ばした。

「ガ────────？」

　首が思い切り振ふられ、巨きよ体たいが傾かしぐ。地じ響ひびきと共に踏ふみとどまったコキュトーが、信じられないという感情を見せている。

「自みずからの住む地に竜りゆうが来る。人ならば打うち払はらうのみだ」

「……正気にあらせられるか。人の側に付かれるなどと」

　コキュトーの声は、未いまだに真しん偽ぎを図はかりかねている。

　ダイスの表情には哀あわれみがある。それを、悲ひ嘆たんと困こん惑わくがないまぜになったコキュトーに向けた。

「コキュトー。死した竜りゆうに頼たよるなど笑しよう止し千せん万ばん。恥はじを知るがいい」

「左様なことを申されますな。貴方あなた様さまはこの通り、生きておられる。我らの救い主として」

　少年の表情から哀あいが消えた。ただでさえ鋭するどい視線が、最も早はや刃は物ものの性質を得る。

「愚ぐ竜りゆうが。ちと喝かつが要いるようだな。構えるがいい」

「ディスパテ様！」

　言う間にも拳こぶしが来た。コキュトーの目前に発生した氷ひよう壁へきが、砕くだけながらも危あやうく止める。

「……………………！」

　氷雪の結界。あらゆる物は凍こおり静止するその世界で。少年一人が、まるでこの空間の主のように歩を進めた。




　　　○




「今どうなってるんだ……」「ひっ、そ、空にドラ……ドラゴンが！」「噓うそだろ……ワイバーンだけじゃねえのか!?」

　ダイスがコキュトーの元へと現れた頃ころだ。恐おそる恐おそる外を見た人々が、口々に恐きよう怖ふを叫さけぶ。

　王都内、平民街。十年前の堕だ竜りゆう軍ぐん強きよう襲しゆうの記き憶おくを残す人々も未いまだ多い。王都上空を舞まう竜りゆう──ペルムアーに、彼かれらのトラウマが引き起こされかけている。

　王都外がい壁へきの戦いは拮きつ抗こうしていたが、薄うすくなっていた西方面から襲おそいかかった新たなワイバーンの群により押おし込こまれつつあった。

　魔ま導どう砲ほうによる対空も手が足りなくなり始めている。そこへ、ペルムアーの接近だ。

「お、おい、あの竜りゆう、息を……」

　ペルムアーは隠おん行ぎよう能力に特化した成せい竜りゆうであり、内蔵魔ま力りよく自体は幼よう竜りゆうのそれと大差はない。だが、ドラゴンブレスはドラゴンブレスだ。ワイバーンの衝しよう撃げき波はなど比ひ較かくにならず、上級魔ま法ほうですら足あし下もとにも及およばない。平民街の結界で防げる道理はない。

　恐きよう慌こうが起きかける町中。一人の神こう々ごうしいまでに美しい女が落ち着いた風ふ情ぜいで、紙かみ袋ぶくろを持ちつつ空を見ている。

「ふむ──あの者の言うとおりになりそうですね」

　ヴァルクだ。彼かの女じよは王城へは行かず、こうして町に残り戦せん況きようを見守っていた。




「報ほう酬しゆう……ですか」

「ああ。この仕事のな。依い頼らいなんだから貰もらうもんは貰もらうぞ」

　数時間前。竜りゆう族ぞく襲しゆう撃げきの報がもたらされた公園。そこで、アルとヴァルクは一つの契けい約やくをしていた。

「……本来は後にマルドゥ様より下か賜しされるものですが。言ってみなさい」

「王都の結界を補強してくれ。数によっては防衛がきつい」

「冗じよう談だんを言わないように。神が下界の戦いくさにそうそう干かん渉しようできるものではありません」

　ヴァルクはにべもない。下界は人間に任せる。それが神々の法だ。しかし、

「いや、勝敗には関わらないでいい」

「──？」

　アルが骨指を一本立てた。

「成せい竜りゆうがおそらくいる。俺おれがそいつに勝つか負けるかするまで、だ。それなら俺おれが勝てば何事もなし、負ければどのみち王都は壊かい滅めつに近い被ひ害がいを受ける」

「──続けなさい」

「途と中ちゆうで死ぬ王国民の数が変わる、それだけだ。この戦いくさ自体の勝敗には影えい響きようない」

　ふむ、とヴァルクは提案を咀そ嚼しやくする。

（勝敗に関わらないのは実現条件として大きい。この者に直接の加護など要求されるよりは余よ程ほど──そして）




　現在。ヴァルクは喧けん噪そうに浮うく町を見た。地に指を当てる。




　時を同じくして、王族が詰つめる地下玄げん室しつ。ここには、王都の要かなめとなる魔ま石せきが存在する。

「む────！」

　結界へ魔ま力りよくを注ぐ中心となっていた、アインアル王が目を見開いた。大量の魔ま力りよくが、外部から供給され始めたのだ。

「お父様、これは……」現時刻の補助番であり、魔ま力りよくに敏さといエルデスタルテ王女が続いて気付く。

　結界の強度が一いつ瞬しゆんの内に補強、増強されていく。

　王都の要である空間へ外から魔ま力りよくを送る。当然、そんなことは本来不可能である。この玄げん室しつ自体に、最大級の結界が張られているのだ。つまり、人にん間げん業わざではない。

「神の手か────父祖たるエンラル神、いや、もしや────！」

「その通りです！　お父様！　これは！」

「うむ！　あやつに相そう違いなかろう」

「「勇神アルヴィス────！」」

　頼たのんだ者として全くの間ま違ちがいではないが、本人にとっては心外な勇者伝説がまた一つ作られた瞬しゆん間かんである。




「何やら、不快な気配がしましたね」

　美び眉まゆを寄せて、ヴァルクが立ち上がった。

　同時、ペルムアーのブレスが王都へ向かって放たれた。音速を遙はるかに越こえる魔ま力りよく衝しよう撃げきの塊かたまりだ。人々はもはや、頭を抱かかえてしゃがみ込こむ。

　衝しよう撃げき。王都上空で甲かん高だかい音が響ひびき渡わたる。

「うわぁぁぁぁぁぁああああああああ！」

　人々の悲鳴。だが、結界は破れることなく、ブレスが流体のごとくに吹ふき散ちらされた。

「うわあああああああああぁぁっぁぁぁああ……………………あ？」

　来るべき破は滅めつが来ないことに、怪け訝げんそうにしながら声が止まる。不思議そうに人々が上空を見やる。

「……まあ、こんなものですか」当然のことと呟つぶやくヴァルク。

　その体からは、魔ま力りよくの光が漏もれている。

　化け身しんを形作る魔ま力りよくを注つぎ込こみ、王都全体の結界を超ちよう強化するという離はなれ業わざを行った。存在は崩くずれつつある。

「なんだ……無事なのか？」「防いだのか!?」

　突とつ如じよ強固になった結界に、ペルムアーが戸と惑まどったように宙を旋せん回かいする。

　遅おくれて、魔ま導どう砲ほうが敵増ぞう援えんへと砲ほう火かを吐はき出だし始める。ペルムアーには痛手にならないが、ワイバーンは再び撃うち落おとされていく。

「ここまでですか……。さて、祭さい壇だんを」

　退去にあたり、ヴァルクは自みずからの存在を簡易的なマルドゥへの祭さい壇だんへと作つくり替かえ、供く物もつである地上の甘かん味みを送る準備をする。

　消え去る前に、ヴァルクは王都を見る。今日、勇者達たちと回った店を擁ようする町並み。

「まあ、これらの品々を作る店が失われるのは……そうですね、少しだけ惜おしい。精々頑がん張ばることですね、勇者と人間達たちよ」

　少しだけその形の良いい唇くちびるを曲げ、ヴァルクが地上を去った。
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　突とつ然ぜんの結界の強化は、外から見てこそ顕けん著ちよだった。外がい壁へき周辺の王国勢力が、光を増した結界を認にん識しきする。

「おお……王族から魔ま力りよくを回していただけたのか？」

「マジか？　そんなことを王族が……しかしこりゃ、どうにも手が回らんな！」

　ミクトラと黒くろノ八はちが、それぞれ落ちてきたワイバーンを切り捨てる。およそ倍増した飛ひ竜りゆうの数に対し、絶望的に手が足りない。負傷して壁内へ後退した者達たちも出てきている。ミクトラも無傷ではない。

「だが分かってるな。俺おれらは退ひけんぞ」

「承知の上だ」

　地上に落ちたワイバーンを単体で相手できる魔力駆動者マナドライバは、この戦線の要かなめだ。彼かれらが抜ぬければ、一気に押おし込こまれる。

　魔ま導どう砲ほうのみの迎げい撃げきではワイバーン──現状約五百──を抑おさえ切れはしない。

　そして、何よりも上空を舞まう竜りゆう、ペルムアー。

（好き放題に竜りゆうの攻こう撃げきを受け続ければ、強化された結界もいずれは破れる）

　疲ひ弊へいしつつも、ミクトラは笑う。

「何がおかしいんだ、マゾか？」呆あきれたように黒ノ八がぼやいた。

「失敬な。アルといると貴族の本ほん懐かいというような状じよう況きようが多くてな。たぎるというものだ」

　返答に、黒ノ八は実に嫌いやそうな顔を返した。

「英えい雄ゆう気質ってのは基本的に被ひ虐ぎやく志向ってことかね。俺おれなんざ、この首輪が無けりゃ今すぐ……ん？」

　ワイバーンはともかく、竜りゆうを倒たおす手段が現状無い。周囲を見回した彼かれが、辟易と呟つぶやいて──目を剝むいた。

「おい何だありゃ……外がい壁へきに、ガキが立ってる？」

「何!?」言われて振ふり仰あおぐミクトラが目にしたものは、「────ハルベル!?」

　そう。外がい壁へき、魔導砲のさらに前──つまり、結界の外に立つのはハルベルだ。

「マジかあのガキ、何してんだ。死ぬぞ？」黒ノ八が理解できないと言うような顔をする。

　気持ちはミクトラも同じだった。声を張ろうにも、下からでは届かない。彼かの女じよたちからは、彼かの女じよの姿が見えるだけで──

「？　ハルベルが持つ、あれは────！」

　外がい壁へき上。ハルベルは仁に王おう立だちしている。どうやって来たのか。話は単純で、王都側から昇のぼってきたのだ。壁かべの中と外は迎げい撃げきで忙ぼう殺さつされているが、王都側の壁へき面めんは手て薄うすである。

　後は、結界を一いつ瞬しゆんだけ、魔力づくでこじ開けた。そうして今、立っている。

「うふふふっふふふふ……！　寒っむ！　高っか！　こっわ！」

　ペルムアーとワイバーンも、ほどなく彼かの女じよを見つけた。叫きよう声せいが響ひびく。

「でもしょうがないよね……聞いちゃったんだから」

　ハルベルが取り出したのは、一つの水すい晶しようだ。かつて、アルからランテクート家に送られた、霊れい魂こんを封ふうじ込こめる魔ま水すい晶しよう。

　彼かの女じよは聞いた。地下墓所に集まっていた霊れいの声を。ハルベルの死し霊りよう術によって僅わずかな自じ我がを取とり戻もどした、彼かれらのかすかな声を。時間をかけて拾っていった。

　ワイバーンが迫せまってくる。その向こうにペルムアー。十年前にもいた竜りゆうだ。今、聞いた。

「聞いたから──まだ消えられないって──竜りゆうの声が迫せまってるって──今度こそ守るんだって──この人たちの声を！」

　ハルベルが水すい晶しようを掲かかげる。真っ白になるほどに霊れい魂こんが詰つまった水すい晶しようを。

「行って！　あなたたちの望みのために！　どうしても──死んでも果たしたいことがあるのなら！　私が力をあげるから!!」

　ハルベルへと迫せまるワイバーンが急制動をかけたのは、彼かの女じよの声のためではない。

　一いつ瞬しゆんで水すい晶しようから沸わき上あがった、数百を優に越こえる集業大霊れい──アセンブルゴーストの偉い容ようがためだ。

「お────オォオオオオォォォォオオオオ！」

　自みずからに加えハルベルの大魔ま力りよくを受けたゴーストの、数十メルを越こえる巨きよ大だいな腕うでが宙を薙なぎ払はらった。

　甲かん高だかい叫さけびが空中で巻き起こる。十数体ものワイバーンが、その精神に深刻なダメージを受け力なく落ちていく。中には中空で既すでに気絶している個体すらいた。




　当然、壁かべの下で戦う者達たちからすれば驚きよう愕がくの一言だ。

「うおお！　なんだありゃ！」黒くろノ八はちが叫さけぶ。

「そういえば貸していたか……。ふっ、流石さすがは我わが友！」冷ひや汗あせを流しつつ、ミクトラ。

「ペリネ！　あれ！」「あの時のゴースト達たち、か!?　すごい大きくなってる、けど」「ええ、あれは……あんな真ま似ねが出来るのは我わが好敵手のみですわ！」消しよう耗もうしていた三人組の目に光が戻もどる。

「ワイバーンを倒たおした!?　あ、あれ、味方なのかよ!?」

　兵隊達たちにもざわめきが広がっていく。

「聞いたことあるぞ……最近、王に褒ほう賞しよう受けた死し霊りよう術士がいるとかなんとか」「そういや、町中にスケルトン連れてるのいたな、最近」「村一つ貰もらう予定ってのは俺おれも聞いた」「マジか！」「見ろよあのクソデカいゴーストを！　こいつはやるかも知れねえ……！」

　動どう揺ようの後に、高こう揚ようが広がっていく。しかし。

「まずい……ドラゴンが気付いた！」

　ミクトラが悲鳴めいた声を上げる。当然のことではある。

「──しめた！」反面。声に喜色を乗せたのは黒ノ八。「おいお前！　付いてこい！」

　意図をミクトラが問う前に、彼かれは魔力駆動マナドライブを全開にし、駆かけ抜ぬけていく。

「来るよねやっぱ……！」

　迫せまるペルムアーに、アセンブルゴーストが猛たけり吠ほえる。怨おん念ねんの声を。

　反面、ペルムアーは平静だ。いくら寄り集まろうがしょせんはゴーストである。魔ま力りよくで構成されるその体は、強大な魔ま力りよく抵てい抗こうを持つ成せい竜りゆうに対し、その精神干かん渉しよう力を十分に発揮できない。

（吐と息いき一つで術者ごと吹ふき飛とばしてくれる。ついでに背後の小こ癪しやくな結界にも打だ撃げきを与あたえる。神気など加わろうとも、何するものか）

　先のブレスで使った魔ま力りよくの充じゆう塡てんも済んだ。外気を吸すい込こみ圧縮、魔ま力りよく付ふ与よ。彼かれの視界の中、アセンブルゴーストが腕うでに魔ま力りよくを集める。無む駄だなことだ。

（この能力、幼よう竜りゆうと大差ない魔ま力りよく……竜りゆうの中で臆おく病びよう者ものと侮あなどられていたこの我を取り立ててくださったコキュトー様のため──今一度死ぬがいい、人間の魂たましい共よ）

　衝しよう撃げきのブレスが発射される、その瞬しゆん間かんに。

「『連鎖召コールアツプ──颶風ブラストォ』!!」

　下方から衝しよう撃げきが来た。召しよう喚かん陣じんを魔ま力りよくブーストに転用した突とつ進しん。竜りゆうの足首を、それは明確に抉えぐった。

「もう、ひとぉつ！　『キーンリィ・ゲイン』！」

　さらに、こちらはミクトラ。魔ま力りよくを乗せたアッパー気味のフルスイングだ。抉えぐった足を追い打ちのようにかち上げる。

「ガ────────！」

　竜りゆう体たいが上方を向く。ブレスが虚むなしく王都上方の蒼そう穹きゆうを撃うち抜ぬいた。

「はん、魔ま力りよくの足場たぁ小こ技わざ持ってるじゃねぇか」「いつだかの借りは返したぞ、竜りゆうよ！」

　至近でペルムアーを見上げ、ふたり。ブレスに魔ま力りよくが注がれ、竜りゆう鱗りんの魔ま力りよく循じゆん環かんが薄うすれる瞬しゆん間かんを狙ねらい、黒くろノ八はちはペルムアーの足あし下もとへ転移。そして、ブチ込こんだ。

　ミクトラの方は、いつかのアルの真ま似ねだ。黒ノ八が作った傷目め掛がけ、全力で叩たたき込こんだ。

　普ふ段だんであればまず通らないし、当たらない。だが、ペルムアーの注意が完全にハルベルへ向いたのが幸いした。

「幼よう竜りゆうにかましたのは初めてだが、何、効きくもんだな。当たればよ」

（幼よう竜りゆうではない────！）

　ブレスを吐はいた口では文句も言えず、ペルムアーはその体たい軀くを中空でよろめかせる。

「今！」「「「「「「オオオォォォオオオォオオオオ！」」」」」」

　少女と亡ぼう霊れい達たちの叫さけび。次いで、物理的なそれを伴ともなわぬ衝しよう撃げきがペルムアーを貫つらぬいた。意識が一いつ瞬しゆん昏くらくなる。

（ゴーストの……！）

　腕うでに集まっていた魔ま力りよく。あれは防ぼう御ぎよのためではなく。

「さっすがミクトラ。やってくれるって思ってたよ」

（術者により注がれた、我を落とすための──！）

　考える間も無く、二に撃げき目め。がく、と竜りゆうが揺ゆれる。三さん撃げき目。四よん撃げき目。五、六まで一息。六本腕うでだ。さらに続く。

（ば、か、な！　こんな魔ま力りよく濃のう度ど、ありえん！　ありえ──）ペルムアーの、否定する意識すら薄うすれていく。

　ブレス直後とはいえ、竜りゆう鱗りんを貫つらぬくゴーストの腕うで。一いち撃げきごとにそれは細く、薄うすくなっていく。何な故ぜか。

（竜りゆうヲ──）（竜りゆうヲ──！）（竜りゆうヲ！）（コレ……デ……）（コレデ消エテモ──）（構ウモノカ──）（構ワン）（構ワナイ……）（止メナイデ──！）

　アセンブルゴーストの声が、ハルベルへ届く。己おのれ達たちをそのまま刃はにしてでも晴らさんとする怨おん念ねんを。

「うん、見てる──ずっと、見てるよ」

（我ラガ一時ノ主ヨ）（我ラノ恨ウラミヲ）（願イヲ）（悲シミヲ）（怒イカリヲ）（殺意ヲ）（憎ニクシミヲ）（モウソレシカ無クナッタ、我ラノ声ヲ──）

　通算三十連れん撃げき。今や腕うでを全て失った亡ぼう霊れいが、一いつ瞬しゆんだけハルベルを振ふり返かえった。

（聞イテクレテ、アリガトウ、優シイ娘ムスメ────）

「さよなら、みんな」

　そして、数百の竜りゆう声せいを圧するような叫さけび。ゴーストの本体が、ペルムアーに向けて突つっ込こんだ。

「────────！」もはや自じ我がすら半分以上吹ふき飛とんだ竜りゆう眼がんが、恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

　衝しよう突とつ。彼かれの薄うすれ行く視界に、涙なみだを流しながら傲ごう然ぜんと見下ろす人の子が映る。

（し──死神の類、か──）

　連れん撃げきに巻まき込こまれた百を越こえるワイバーンと共に、竜りゆうが墜おちる。
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　白の世界に、黒の塊かたまりが破は壊かいをまき散らす。

　黒の竜りゆう気きをまとい、拳こぶしは爪つめなれ足は牙きばなれとばかり荒あれ狂くるう少年。

「チ────！」

　しかし。白の世界の主である白はく竜りゆうが、黒点を塗ぬり潰つぶさんと送り出す氷ひよう槍そうの雨と魔まの冷気。それらは少年を徐じよ々じよに苛さいなみつつある。

「『劣れつ爪そう』──！」

　氷の槍やりも刃はも弾たま礫つぶても、大気・魔ま力りよくすら。全てを貫つらぬいて、ダイスの拳こぶしから閃ひらめきが走った。

「カ、ア！」

　魔ま力りよくの衝しよう撃げきが向かうその先には、コキュトー。突とつ如じよ宙へと出現した厚さ一メルを越こえる氷ひよう壁へきが五枚、砕くだけ去りながら主を守った。

「……フン。多少、やるようになった」深い息を吐はき出だす。

「貴方あなた様さまの御力が落ちておられるのです。……むしろ人間に転生し三年でこれならば、驚きよう嘆たんに値あたいするものですが」

　実際のところ。未まだダイスはコキュトーに有効打といえるものは与あたえられていない。反面、四方八方から降りかかる氷の刃はは着実に彼かれへダメージを重ねている。

（ブレスなり大おお技わざが来れば反はん撃げきのしようもあるが、こうも慎しん重ちようではな）

　コキュトーは無手であるダイスに対し、徹てつ底てい的てきに距きよ離りを取り、氷雪結界から生ずる全方位攻こう撃げきに徹てつしている。この状じよう況きようでは、ダイスのいかなる攻こう撃げきもコキュトーの防ぼう御ぎよが間に合ってしまう。

「──まあ、そろそろか」

　呟つぶやきに、コキュトーが声に安あん堵どを滲にじませた。

「……おお。御気は済まれましたか。なに、魔ま国こくで御力を蓄たくわえられれば、程ほどなく魔まを統すべるに相応ふさわしい力となられましょう」

「ああいや、違ちがう違ちがう」ぱたぱたと立てた掌てのひらを振ふるダイス。

「は…………？」

「コキュトー。貴様の力は見事。時の力を取とり込こみ、今や他の十じゆう堕だ臣しんにも劣おとるまいよ」

「え、は、光栄の至り……で」

　ダイスの視線は、数メル横に屹きつ立りつする氷柱、その中へと向く。

「しかし、貴様も運がない。よりにもよって時間氷結とはな」柱を蹴ける。「何をしている駄だ骨ぼねが。さっさと脱だつせ」

「何を……何を言っておられるのです、王よ」

　返答は、罅ひびの入る音だった。竜りゆう眼がんが驚きよう愕がくに見開かれる。

「馬ば鹿かな！　時間が停とまっているのだ！　破は壊かいなど……！」

「生あい憎にくだが、そこの骨は生前三界を渡わたっている。時の干かん渉しようにも逆らおうさ」

「そ、それは一体どういう」

「あぁ──知らんで戦っていたか。この骨、生前の名をアルヴィス・アルバースと言う」

「な…………!?」

　仇きゆう敵てきの名への驚きよう愕がくに同調するように、氷柱へ刻まれる罅ひび。連続した音が止まる。そして。

「どりゃっせい！」

　停止していた黒こつ剣けんの一振ふり。そのまま続きを振ふり切きるように、破は砕さい音と共に髑どく髏ろの騎き士しが解き放たれる。

「なん……だと……」白はく竜りゆうの戦せん慄りつが白銀の中に消える。

「あーつめってぇ！　くそ、やってくれやがったな。脱だつ出しゆつに手間取った」

　ぱんぱんと、黒くろ鎧よろいの霜しもをはたき落とすアル。ダイスの視線に気付き、眼がん孔こうを向けた。

「途と中ちゆうから聞いてたが。三つどもえでやるんならまとめて相手してやるぞこの野や郎ろう」

「たわけが」くつくつと、黒こく竜りゆうの魂たましい宿す少年が嗤わらう。「我わが輩はいも今は人の身だ。その骨手、しばし貸せ」

「何を……言って、おられる」

　半ば呆ぼう然ぜんとした声が、竜りゆうから響ひびく。

「人に産まれ、人に慈いつくしまれたならば至し極ごく当然であろうが。まあ、国など知ったことではないが、肉親はな。せいぜい護まもらねばなるまい。今生の親の遺ゆい言ごんでもあるのでな」

　は、と。アルが少年の後姿を見た。

「──あぁ、愚おろかな親だった。常の赤子であれば、解わかるわけもあるまいに」

「馬ば鹿かな……馬ば鹿かな……！　よりによって勇者と！」

「いや、コレと再戦はやぶさかでは無いがな。今生の姉に禁じられてはな」

「──ああ」笑いに近い声が、白骨から出た。「一応言うこと聞いてんだな、家族の」

「約やく定じようを違たがえると一晩中泣く。適かなわん」心底うんざりしたような顔で、ダイス。

「……私にどうせよと仰おおせになる。貴方あなた様さまを失った堕だ竜りゆう軍ぐんはもはや軍の体を成しませぬ。我々には王が必要なのです」

「ハ。まだ然さような事を。竜りゆうの誇ほこりあるならば、自みずからが魔ま王おう軍を統すべる程度はほざけ。……ふん、そうだな、竜りゆう魔まの上に立つならばそれくらいの気き概がいは欲ほしいものだ」

　うむうむと、ダイスは何度も頷うなずく。

　それに、コキュトーは黙だまり込こんだ。アルは斬きりかかる隙すきを探さぐるが、徐じよ々じよにコキュトーの周囲へ氷ひよう刃じんの結界が浮うかび始めた。

「──よろしい。ならばこの私の意志の元！　貴方あなた様さまを連れ帰り、従っていただく！　自由は無いものと思っていただこう！　貴方あなた様さまの人としての生など、存在を縛しばる者諸もろ共とも、ここに凍こおり付つかせる！」

　白はく竜りゆうが吠ほえる。時の停てい滞たいを指向した氷雪の勢いが増していく。絶対零れい度どに迫せまる極低温が一体を覆おおった。この半径五百メルの空間では、物質は即そく座ざに動きを止める。上級魔ま法ほう以上の魔ま力りよくを込こめた魔力駆動マナドライブが持続出来なければ、身動き一つ不可能だ。

　──故ゆえに。この戦場は竜りゆうと、勇者の骸むくろと、竜りゆう魂こん持つ人だけのものだ。

「その意気や良し」ダイスが満足げに口くち端はを上げた。

「やる気出させてどーすんだ馬ば鹿か！」アルがツッコみつつ「……てかお前寒くないのソレ」

「これは魔ま力りよくで編んだ服だ。貴様のその不格好な鎧よろいと似たようなものよ」

「うわ、じゃあお前実質全ぜん裸らなの。キモ。露ろ出しゆつ狂きよう」

「骨まで出している貴様が言えることか」

　言い合いながら、一人と一体の転生者は白はく竜りゆうと、そこまでの宙に生える氷の刃はを見み据すえる。アルの剣けん──スカットゥルンドが白く光ひかり輝かがやき、空間に満ちた魔ま力りよくを吸い始めた。

「その剣けん……！」

　コキュトーが恨うらみ心頭の声を発した。何せ、ディスパテを初めとして成せい竜りゆうの血を幾いく体も吸った得え物ものだ。

「うおおめっちゃ手が熱い！　こうなると思った！」アルが悲鳴を上げながら剣けんの魔ま力りよくを使い、二メルを超こえる黒こく白びやくの大たい刃じんを形成する。

「舐なめるな……次は氷漬づけなどで済むと思うか！　勇者の骸むくろが、粉微み塵じんに砕くだいてくれる！」

「やってみるか」

「！　──チッ！」慌あわててダイスが飛びすさる。

　放たれるのは、静せい剣けん『円』。長大化した神聖剣けんによる斬ざん撃げき結界が、圧あつ倒とう的てきな範はん囲いを切きり払はらう。そのまま、突とつ進しん。剣けん閃せんが空間の魔ま力りよくをさらに食くらう。

　出来上がるのは、結界のエアポケットだ。周囲の氷雪が押おし寄よせる前の一いつ瞬しゆん、アルは咎とがめ無く行動を起こせる。一いつ瞬しゆんの溜ためを行える。

「射程内だぞデカ物……！　動どう剣けん奥おく伝でん『神カン無ナ』！　前方投射バージョン!!」

　轟ごう、と竜りゆう尾びの構えより振ふり抜ぬくアル。大理石模様の魔ま力りよく光こうの束が、百メル以上の距きよ離りを雷らい速そくで裂さいてコキュトーへと迅はしる。

「舐なめるなと言ったァ！」

　激音が連続した。光を挟はさみ込こむように連続して地から生えた、二十メルを軽く越こえる大だい氷ひよう槍そう。そして溜ためを行ったのはアルだけではない。コキュトーのアイスブレスが迎むかえ撃うつ。
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　その激げき震しんは王都にすら届いた。砕くだけた黒こく白びやく光こうは結界のドーム外にその姿を現し、飛散した氷片へんがミクトラの足あし下もとに突つき立たった。そのまま、周囲数十セルの地面を凍こおり付つかせる。

「氷柱が消えたかと思えば……！　あ、あの内部はどうなっているのだ……」

「間ま違ちがっても骨野や郎ろうを助けに行こうとか考えるなよ。俺おれにしたところで、入った瞬しゆん間かんに死ぬぞ、あんな地じ獄ごく。……あのバケモノ亡もう者じやに似合いの戦場だ」

　戦せん慄りつを含ふくませながら、黒くろノ八はち。最も早はや吹雪ふぶきと化した結界は、内部を欠片かけらも伺うかがえない。

　ミクトラは小さく、心が挫くじける感覚を覚えた。小こ兵ひようとはいえ、竜りゆうに一いち撃げきを見み舞まうことが出来た。しかし、すぐそこで行われているはずの戦いが余りに遠い。彼かの女じよの指一本すら、あの骸むくろと化してなお戦う勇者の背を押おせない。

（アル……！　私は、貴方あなたからまだ学びたいことが山のようにある。ハルベルとてそうだ。どうか、無事で……）

　祈いのるように、ミクトラは次のワイバーンへと剣けんを向ける。祈いのりしか送れぬ自分へは怒いかりを向けながら。
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「神カン無ナですら届かねえか……！」

　莫ばく大だいな氷ひよう塵じんの向こうに立つのは、無傷のコキュトー。

　先の一いち撃げきは、常のアルならば行動不能を心配する必要がある大おお技わざだ。

（魔ま素そ水すいのぶんと、剣けんが吸収した魔ま力りよくを使った今でも、大おお技わざは後一発ってとこか）

　未まだ状じよう況きようは五分。しかしこの一いつ瞬しゆんで、潜もぐり込こむ影かげがある。

「ようやく隙すきを見せたな」

「────！」

　破は片へんですら猛もう獣じゆうを殺し得る破は壊かいの拡散を潜くぐり抜ぬけ、ダイスが白はく竜りゆうの足あし下もとで囁ささやいた。

「『劣れつ尾び』」

　逆げき鱗りん──竜りゆうの喉のど元もとの急所──目め掛がけ、黒い斬ざん撃げきめいた蹴けりが閃ひらめいた。

「ゴォ、ゥゥゥア！」巨きよ竜りゆうの叫さけびが風を圧する。

「チ、防いだか」

　コキュトーが反射的に上げた腕うでが半ば裂さけ、竜りゆう血けつが迸ほとばしる。万ばん能のう薬、もしくは究極の塗と布ふ材として知られるが、主が生きている以上、飲めば凍こおるだけだ。

「く、グ……！」

「でかしたガキんちょ！」「戯たわけ！　さっさと詰つめろ！」

　コキュトーが牙きば嚙がみするところへ、既すでにアルが走はしり込こんでいる。

　アル達たちとコキュトーを隔へだてていた距きよ離りが、ついに消えた。黒が白へと殺さつ到とうする。

　アルもダイスも、単独で戦っていた時には大おお技わざで状じよう況きようをこじ開けることはしなかった。後が続かず、再びコキュトーの防ぼう御ぎよが整ってしまうのが分かっていたからだ。

　だが。一人と一体であれば。

「おの、れ…………！」

　コキュトーの体が魔ま氷ひようをまとい始める。引ひき離はなせぬと見て、接近戦の覚かく悟ごを決めた。

　鎧よろいめいた異い形ぎようと化した竜りゆうが、その巨きよ大だいな爪つめと尻尾しつぽを乱れ飛ばす。しかし、

「左爪つめ、受けろ！」「尻尾しつぽ止めろよチビ！」

　金属音と破は砕さい音が連続する。骨と少年は──健在！

（何な故ぜ受けられる!?）鎧がい装そうしたコキュトーの心に驚きよう愕がくが浮うかぶ。（一人ずつ戦った感かん触しよくでは、秘していた力を計算に入れても防ぎ切れぬはず……！）

　反はん撃げきが飛ぶ。時間ごと攻こう撃げきを凍こおり付つかせる魔ま氷ひようが斬きり飛ばされ、砕くだかれる。

（何な故ぜ貫つらぬかれる……!?）

　魔ま力りよくの流れに図抜ぬけて敏さとい者──たとえば、この場に大だい魔ま導どう師しフブル・タワワトがいたならば。アルとダイス、二者の間に黒い魔ま力りよくの二重螺ら旋せんが行き来していることに気付いただろう。

「っ……、あー気持ち悪！　気持ち悪！」

「文句があるなら今すぐその牙きば引ひき剝はがしてやるぞ駄だ骨こつ！」

　ディスパテの竜りゆう牙が、そしてその魂たましい。その間で魔ま力りよくが激しく行ゆき交かい、相乗効果が起こっている。ダイスの一いち撃げきにも、時間の流れを断たつ力が備わっている。

　三者の破は壊かいが交こう錯さくする。一いち撃げきで上位の魔ま物ものが粉微み塵じんになる破は壊かいが、無数に撃うち込こまれる。

　爪つめ。拳こぶし。足。剣けん。尻尾しつぽ。氷ひよう槍そう。剣けん。魔ま力りよく斬ざん。拳こぶし。拳こぶし。足。爪つめ。牙きば。膝ひざ。剣けん。尻尾しつぽ。爪つめ。肘ひじ。氷ひよう刃じん。魔ま力りよく斬ざん。拳こぶし。拳こぶし。氷ひよう壁へき。蹴けり。爪つめ。牙きば。膝ひざ。頭。剣けん。尻尾しつぽ。剣けん。氷ひよう刃じん。魔ま力りよく斬ざん。拳こぶし。爪つめ。足。爪つめ。牙きば。冷気。膝ひざ。剣けん。尻尾しつぽ。爪つめ。拳こぶし。蹴けり。膝ひざ。剣けん。尻尾しつぽ。爪つめ。肘ひじ。氷ひよう刃じん。魔ま力りよく斬ざん。拳こぶし。爪つめ。牙きば。膝ひざ。頭。剣けん。尻尾しつぽ。剣けん。氷ひよう刃じん。魔ま力りよく斬ざん。拳こぶし。爪つめ。足。爪つめ。牙きば。冷気。膝ひざ。剣けん。尻尾しつぽ。

　──そして戦せん況きようが、人じん竜りゆうと骸がい騎き士しの側に傾かたむいていく。

　拳こぶし。足。剣けん。肘ひじ。蹴けり。尻尾しつぽ。剣けん。魔ま力りよく弾だん。拳こぶし。剣けん。蹴けり。爪つめ。拳こぶし。膝ひざ。剣けん。肘ひじ。頭。拳こぶし。剣けん。蹴けり。牙きば。膝ひざ。剣けん。魔ま力りよく斬ざん。拳こぶし。拳こぶし。蹴けり。牙きば。膝ひざ。剣けん。剣けん。爪つめ。肘ひじ。氷ひよう刃じん。剣けん。拳こぶし。拳こぶし。氷ひよう壁へき。蹴けり。拳こぶし。牙きば。膝ひざ。頭。剣けん。尻尾しつぽ。剣けん。魔ま力りよく弾だん。拳こぶし。剣けん。蹴けり。爪つめ。拳こぶし。膝ひざ。剣けん。肘ひじ。頭。拳こぶし。剣けん。蹴けり。牙きば。膝ひざ。剣けん。剣けん。爪つめ。肘ひじ。氷ひよう刃じん。剣けん。拳こぶし。拳こぶし。氷ひよう壁へき。蹴けり。拳こぶし。剣けん。肘ひじ。蹴けり。剣けん。剣けん。剣けん。蹴けり。拳こぶし。

（は──速すぎ……る……！）

「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」

　最も早はや、コキュトーは防戦一方になる。氷は砕くだけ、竜りゆうの魔ま法ほうは発動する前に神聖剣けんに魔ま力りよくごと斬きられる。打うち込こまれる。切きり裂さかれる。撃うたれる。突つかれる。

　そして、拳こぶしと剣けんが逆げき鱗りんにまで届かんとした、その時。

「ウ────ギィガバァァァァアアアアッ!!」

「ッ」「ぐ……!?」

　竜たつ巻まきが吹ふき荒あれた。氷の地面が爆ばく発はつする。防戦の中、集中して癒いやしたコキュトーの翼つばさがついに回復したのだ。巨きよ竜りゆうは即そく座ざに、垂直に飛び立った。

「逃にげた!?」

「否！　竜りゆうの気位はそれを認めん！」

　アルとダイスが上空、大穴の開いた結界から空を睨にらむ。主を失った結界が、僅わずかずつだが綻ほころんでいく。

　コキュトーは昇のぼる。空へ。空へ。竜りゆうの強きよう靱じんな体たい軀くは気圧差などものともしない。空へ。雲を抜ぬける。空へ。沈しずみかける太陽を水平に見る。空へ。空へ。

「…………アルヴィス。結界を全てその剣けんに食わせろ」

　ダイスが重々しく言う。その口角は上がっている。

「何する気だ、あいつは」

「問題だ。尻尾しつぽを含ふくめれば五十メルに達し、百トラム（一トラム＝約一トン）を越こえんとする物質が超ちよう高空から墜おちれば、地上はどうなる」

　アルが想像したのは、最上級大だい儀ぎ式しき魔ま法ほうに位置する『隕石招来メテオサクシヨン』だ。サイズにもよるが、基本、町が滅ほろぶ。

「あー、そういう……。くそ、堕だ屍し王おうに似たようなことやられたが、スケールが違ちがうな」

　無論魔ま法ほうで呼ぶ隕いん石せきより、成せい竜りゆうの体はさらに巨きよ大だいだ。王都まで軽く更さら地ちになる。しかも、

「竜りゆうに単純な衝しよう撃げきは効きかん。無論この規模であれば大地の魔ま力りよくによる反発がある上、かなり傷つけた故無事では済まんだろうが、生き残る公算は高い」

「迷めい惑わくな奴やつ……いづづづづ！　これだから竜りゆうってのは！」

　アルががしゃがしゃと走り回りながら、結界の魔ま力りよくを次々と剣けんへ吸すい込こんでいく。黒くろ鎧よろい越ごしにも、右手しゆ根こん骨こつには焼やけ焦こげが出来ている。

「そこで、折れぬ曲がらぬ、忌いま々いましいその剣けんだ。貫つらぬいてこい。こちらも準備は出来た」

「無茶苦茶言うなーお前……なに、そのヤバそうな手」

　戻もどってきたアルの半分呆あきれ気味の文句も、ダイスは意に介かいさない。その右手首から先が、数メルはある漆しつ黒こくの竜りゆう爪そうと化していた。

「『黒竜真よるさきの爪つめ』──。ま、前世には適かなわんが、迫せまる程度は出来ようさ」

　そう言う彼かれの体の各所から、無数の細かな出血がある。戦せん闘とうによるものとは別だ。

「おい……一応お前連れて帰れって依い頼らい受けてんだけどな。城で待ってんぞ」

　ダイスの脳のう裏りに浮うかぶのは、今こん生じようの肉親だ。短たん慮りよで、抜ぬけており、緊きん張ちよう感と危機感が無い。だが、弟の異常な変へん貌ぼうに対して、庇ひ護ごで応こたえた愚おろかな人間。

「骨ごときに見くびられたモノだ……我わが輩はいがこの程度で死ぬかよ。乗れ」

「ならいいけど。大だい丈じよう夫ぶだろうな、これ」

　おそるおそる、アルが黒手の上へと乗った。だが彼かれの予想に反し、魔ま力りよく源が同質なためか絨じゆう毯たんのように馴な染じむ。

《可能な限り離はなれ、防ぼう御ぎよに徹てつされよ……貴方あなた様さまならば、それで耐たえること叶かなうでしょう》

　コキュトーの念話。距きよ離りを無にするという竜りゆう声せいを持ってして、なおも届かぬ場所からの声だ。受けたダイスが鼻で笑った。

「迎げい撃げきなど想像の外か。未熟者め。──行くぞ」

「はー嫌いやだなー……おうやれ」

　そして。

　高空五十キル。異世界の言葉ならば成せい層そう圏けんと呼ばれる空域。

　地上。王都近きん隣りん、ベヘナ平原。

　両点から同時に、彼かれ等らは飛び立つ。

「行って────────────来い！　還かえらんでもいいがな!!」

「うっせバ────カ！　絶対戻もどってきて──────うおおおおおおおお加速すげええええぇぇぇえええぇぇぇぇぇぇえええええええ！」

　地層を軽々抉えぐる黒こく竜りゆう王おうの絶ぜつ爪そうが空を裂さき、一体の鎧よろい付人骨を投とう擲てきする。

「……今度こそ、一いつ切さい、どちらに転べど今こん生じようの別れだ、コキュトー。来訪、大たい儀ぎだった」

　ただ一振ふり。そのためだけに込こめられた超ちよう大魔ま力りよくを振ふり抜ぬいて、ダイスが未まだ氷を残す地面へと膝ひざを付いた。




　続けて天へと飛び立った、巨きよ大だいな白光、そして小さな黒光。

　それは、大たい勢せいが決した王都外がい壁へき周辺からも、外がい壁へき上からも、王城からも見えていた。

「アル────」

　三人の女性が、異口同音に言葉を発した。何が起きているかなど分かりはないが、黒の光は彼かれであると、不思議な確信があった。




　音速を遙はるか遙はるか、遙はるか──遙はるか後方へと置き去りにし、凄すさまじい速度でアルが行く。魔ま力りよく場で風圧を切きり裂さいて、その速度は落ちることがない。むしろ未まだ加速が続いている。

（あの野や郎ろう……鎧よろい無かったら絶対バラバラになってんぞこれ。後でぶん殴なぐる）

　とても声を出せる環かん境きようではない。そして、しばし。アルの光無き眼がん孔こうが見み据すえる先、一つの点が浮うかんだ。無言で、彼かれは右手しゆ骨こつの愛あい剣けんを肩かたに構え、左さ腕わん骨を前に出した。

　互たがいに、その存在に気付いている。

（貴様、だけは────）竜りゆう鱗りんを赤熱させる白はく竜りゆうの眼めに憤ふん怒ぬが灯ともる。

（『動どう剣けん、奥おく伝でん────』）スカットゥルンドが、黒こく白びやくの激光を帯びる。

　衝しよう突とつまで、数秒。アルが、一層の魔ま力りよくをまとう。

「『赤光シヤツコー』────────────────!!」

　衝しよう突とつする。星の外からすらも、それははっきりと見えた。

　光が大陸中心高空で爆ばく裂れつする。空間が裂さける。四方の雲が吹ふき飛とび、王都周辺数十キルの範はん囲いで天候が変わった。

「ガアァァァァァァッッッァァアァァッァアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「────────────────ぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおお！」

　不ふ壊かいの神聖剣けんが、もはや算出することすら馬ば鹿からしいほどの魔ま力りよくと加速度からなる破は壊かい力を、僅わずかも漏もらさず伝え続ける。────コキュトーの、逆げき鱗りんへと。
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　そして、砕くだけた。

　一いつ瞬しゆんの空くう隙げきがあった。直後、撃うち貫ぬく。黒くろ鎧よろいの骸がい骨こつ騎き士しが、竜りゆうの体内へと潜もぐり込こみ、そして、抜ぬけた。

　魔ま力りよくの光を伴ともなった彼かれは、竜りゆうの血を受け、太陽光を浴びて赤く光ひかり輝かがやく。

　互たがいに加速度を失い、重力に囚とらわれる前の一いつ瞬しゆんで。両者は互たがいを見み据すえた。

「────流石さすがは、黒こく竜りゆう王おうを倒たおした勇者。及およばぬか」

「いや、じゅーぶん強かったよお前……じゃーな」

　コキュトーは笑ったようにアルには見えた。

「死が、死を与あたえて回るか。クハ、ハ、ハ──その矛む盾じゆんに、私も乗ってくれよう……」

　アルが聞き返す暇ひまは無かった。ダイスの魔ま力りよく、アルの魔ま力りよく、蓄たくわえられたスカットゥルンドの魔ま力りよく──それらが白はく竜りゆうの体内を暴あばれ狂くるい、明みよう星じようのような光を地上に見せながら、爆ばく散さんした。

　それを見届けながら、アルは地上へと落ちていく。

「…………さてこれ、着地どうしよっかなぁっぁぁあっぁぁぁぁあああああああああ！」

　声は風に砕くだけていく。
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「……で、どうやって降りたんだ？」

「魔ま力りよくの足場を横に出して蹴けって、連続で横っ飛びしながら落下速度ちょっとずつ落として、後は魔ま力りよくの足場に着地して、飛び降りても大だい丈じよう夫ぶなくらい下にまた足場作って……の繰くり返かえし」

「でたらめ過ぎるわあんた……はー泣いて損した……ぐずっ」

「うう……ちーん……でも良かったよお……」

「魔ま力りよく切れかけて鎧よろい崩くずしながらさあ……。心底ヤバかった……。骨折はしてないが骨が折れた。おいハルベル、外がい套とうで鼻かむな」

　後に、第二次竜りゆう禍か王おう都と防ぼう衛えい戦せんと名付けられた戦いから数日。ひいこら言いつつ帰ってきたアルは（空中で結構流されたのだ）、大泣きしながら出で迎むかえたハルベルとミクトラ、レヴァにしがみつかれつつ歩いている。

「ええい、いー加減やめんか歩きづらい！　疲つかれてんの！」

　ぽいぽいぺい、と三人を放ったのはフブル・タワワト魔ま導どう宰さい相しようの執しつ務む室だ。アルは絨じゆう毯たんに尻しり餅もちをついた三人を嘆たん息そく混じりに見回してから、フブルに向き直る。

「んで、後処理は？」

「お主はいっつもいっつも儂わしに投げるのう……。狙ねらってんじゃなかろうな」

　安あん堵どしつつもうんざりした顔のフブルだ。

「残っておったワイバーンも、竜りゆうの撃げき破はによって逃ちよう散さんしよったわ。しばらく周辺町村の警備はいるが、とりあえずは壊こわれた街かい道どうやら外がい壁へきの復旧作業中じゃ。人的被ひ害がいは兵隊・冒ぼう険けん者中心に微び少しようレベルに留まった。ま、完勝に近いの。ざまあ。竜りゆうざまあ」

　意地の悪い笑えみを浮うかべるフブル宰さい相しようである。そうしてから、表情を直す。

「──今回はお主のおかげで助かった、アルヴィス。そこな三人もな。重ね重ねになるが、この国の政まつりごとを行う者として礼を言わせていただく」

　頭を下げた。三人娘むすめはあやややと慌あわてる。

「重ね重ね？」

「お主がおらん間に褒ほう賞しようと謁えつ見けんは済ませた。そーゆーの面めん倒どうがるじゃろお主」

「よく御ご存ぞん知じで。……ところで三人？　レヴァ、何したの君」

「あんたやっぱあたしに厳しくない!?　商売人みんな竜りゆう怖こわがって避ひ難なん所籠こもってるから、途と中ちゆうからあたし外がい壁へきの内側薬とか補給物資積んで回ったの！　ぐるぐるしたの！」

「そーかそーかすごいすごい」

　ぎゃーぎゃー言うレヴァを骨指で撫なでてなだめつつ、アルはフブルへ髑どく髏ろを向けた。

「褒ほう賞しようってことは……」

「うむ、ハルベルちゃんの功績大として、彼かの女じよの望みが全面的に認められた。エンデ村は勿もち論ろん、魔ま法ほう使つかい資格も飛び級ゲットじゃ。今は蠟燭キヤンドル級の冒ぼう険けん者で登録されとる」

「でもめっちゃ怒おこられた……。一生分くらい怒おこられた……」

「当たり前じゃい。命知らずにも程ほどがあるわ」

　後を継つぐように、ミクトラが言う。

「私とレヴァはまあ、他の者達たちに多少色が付いた程度さ。後は、貴方あなただ」

　アルが指骨で自みずからを指し「俺おれ？」と頸けい椎ついを傾かしげた。

「ドラゴンスレイヤーが何言っとる。冒ぼう険けん者アル。お主は聖火セイクリツド級に格上げという連れん絡らくが組合から来とる。さらに、エイン王国名めい誉よ騎き士しの称しよう号ごうが与あたえられる」

　名めい誉よ騎き士しとは、エイン王国において外国人と平民に与あたえられる最高の称しよう号ごうだ。王国では騎き士しに準ずる扱あつかいを受けることが認められ、貴族にも例外的に意見が言える。

　当然、アンデッドに与あたえられるのは異例中の異例だ。というか、王国史初である。

「あっそー」ただ、本骨の反応としてはこうだ。指骨が外がい耳じ道をさまよった。

「軽！」

「だわな。元勇者だし。ま、この勲くん章しよう付けておれば、不当な扱あつかいを受けることも減るじゃろ。とっとけとっとけ」

　フブルが勲くん章しようをぽーいと投げ、アルがキャッチ。雑にも程ほどがある（普ふ通つうの貴族が見たら泡あわを吹ふくことは確実だ）が、この二者の間では仕方のないことだ。レア度が足りない。

「へいへい。略式で良いいのは有あり難がたいね。……んで、ドラゴンスレイヤーといえば」

　アルの存在しない視線が問いかけて、意図を一同が察した。ダイスだ。

「あれはのー……姉引き取ったらさっさと帰りよった。んで、『正体バラすな・放ほっとけ』と。こうじゃ」

「さもありなん、だな」

　実際のところ、ダイスの正体など明かしても王国にとって利点は何もない。人を積極的に害する意志がないと分かった以上、放置がベストである。姉に危険が及およべば勝手に動く防衛装置のようなものだ。

「じゃがまあ、何も無しというのもの。つう訳でアルよ、お主こいつ持ってってくれんか」

　言ってフブルが机に置いたのは貨か幣へい袋ぶくろだ。かなり重い上、全て金貨である。

「……これどっから出てんの」

　フブルが「鋭するどいの」とにやり。

「アルヴィス基金。名目上はドラゴン退治の補助。勇気ある行いであるゆえ、今は亡なき勇者に代わりこれを授さずける──という、御題目」

「最っ悪。ヤダ。他の奴やつに行かせてくれ」吐はき捨すてるようにアルが言う。

「アルってダイス君のことになると子供っぽくなるよね」

「ワガママ言うでない。アレと対等に話せるのなんぞ儂わしとお主くらいじゃろが」

「王国貴族として釈しやく然ぜんとせん思いは私にもあるが、信しん賞しよう必ひつ罰ばつです……だぞ、アル」

「良く分かんないけどあげたらいいんじゃないのー？　パルムックでしょ？　あそこ辺へん鄙ぴだよー。ろくな公共施し設せつも無いし」

「ぐぐぐ……くそう、寄ってたかって」

　四人それぞれから説得を受け、アルが渋しぶ々しぶ袋ふくろを受け取った。




　　　○




　そうして、パルムック村である。

「ありがどうございまずぅぅぅ～～～～～～！　なんど、なんどお礼をいっでいいがぁぁぁあああ～～～～！　良がっだぁ生ぎでらじでぇ～～～～！」

「いや死んでるんですが。お姉さん。落ち着いて」

　アルが村に入るなり、顔中から液体を散らしてルーラットが骨こつ盤ばんへとすがりついてきた次し第だいである。おんおん泣いている。

（そーいえば、この人にダイス見つけてくれってお願いされてたんだった）

　そういう事情の上、竜りゆうが倒たおされた後ダイスが帰ってきてアルは行ゆく方え不明である。ルーラットとしては気が気でなかったというものだ。アルが難なん儀ぎしていると、

《後で屋根へ来い》念話が飛んだ。

「ま……いいか」

　村人のなま暖かい視線を受けつつ、竜りゆう殺しの骨は呟つぶやいた。




「ほれ。お駄だ賃ちん」

「いらん。持って帰れ」

　屋根の上、月光と星空に照らされる中で、アルの予想通りの返事である。骨指が袋ふくろを揺ゆらしつつ、

「いらないなら村に寄付でもしろよ。井い戸ど増やすなり製材所作るなり水車作るなり。ルーラットさんも楽になるだろ」

　これに、ダイスは沈ちん黙もく。ややあって、目にも留まらぬ早さで袋ふくろを引ったくる。

「安心しろ。フブルさんも秘密は守るってさ。悪さすんなよ」

「ちっ、あの古ふる狸だぬきめが。知ったことか……」悪態の後、気付いたようにダイスは問うてくる。「貴様、まだ王都に留まるのか」

「心配しなくてももう行くよ。ハルベルの資格も取れたし」

「子こ守もりか。物好きなことをするものだ」

「うるさい。そもそも俺おれはイザナ探してんだよ。お前知らないか。知ってるだろイザナ」

　問いかけに、ダイスは人間としての年相応のきょとんとした顔を返した。

「イザナだよ。お前と戦った時にもいたろ。黒服の。変な角付けた。何で忘れてんだ」

「あぁ……アレか。なるほど」納なつ得とく顔のダイス。「生前の貴様と番つがいだったようだしな」

「違ちげぇよ!?」

　そうなのか、と意外な顔をする少年だ。

「とにかく、ちょっと失しつ踪そうしてさあ。心配はしてないが、探してる。心当たりないか」

　対象を認にん識しきして、ダイスは初めて思案を始めた。

「知るわけが……いや、そうか、奴やつか。前世で話したことがあるな……。一度、エルフの国へ行きたいと言っていた」

「本当か」がしゃ、と勢い付いてアルが振ふり向むく。

「そう聞いただけだ。いるかどうかの保証はせん」

　小規模の森部族ならばそこかしこに存在するが、国家規模、となれば大陸西方である。

「まーちっと遠いが、暗あん中ちゆう模も索さくよりはよっぽどマシだ。嫌いやだけど礼を言ってやる……ところで、お前の方はどうするつもりなんだ、三歳さい児じ」

　アルは立ち上がりつつ、問う。ダイスが白骨を一いつ瞬しゆんだけ見上げ、視線を月へ戻もどした。

「──模も索さく中だ。人は中々選せん択たく肢しが多い」

「今さら自分探しかよ」やや呆あきれ気味のアルだ。

「この転生、神の仕業ではあるだろうが。向こうの思おも惑わくに乗ってやるつもりもない」

「それにゃ同感だ。……殺しといてなんだが、精々ルーラットさんのため元気にやれよ」

「余計な世話だ。貴様こそうっかり昇しよう天てんせぬよう気を付けることだ。次こそ、神やつら々やつらは逃にがすまいよ」




　　　○




「そう言うわけで、西に向かう。一応最後にまた聞くけど、俺おれがイザナ連れ帰るまで、王都に残って勉強しててもいい。どうす──」

「行きます！　行く行く絶対行く！　置いてったら泣くからね！」

　食い気味に挙手してくるハルベル。アルは肩けん胛こう骨こつをすくめた。

　翌日の王都、中央門前である。アルの出立に、ランテクート夫妻は後数日、と別れを惜おしんだが、王都の滞たい在ざいは数ヶ月に及およんだ。あまり時間を無む駄だにしてはいられないというアルの判断だ。レヴァやフブルとの別れも、早い時間に済ませている。

　ハルベルも、先日の学園で学友たちとの別れは済ませていた。ちなみにゲルダが泣き、ペリネは母親かというくらい心配してきた。笑って送り出したのはダステルくらいだ。

「その、アル……」

　おずおずとアルへ声をかけてくるのは、ランテクート卿きようが一行を引き留めるもう一つの理由──ミクトラだ。

「君はどうする？　少し長旅になるぜ」

「──無論、付いて行きたい。だが、その前に一つ……いいでしょうか、アル名めい誉よ騎き士し」

　言われ慣れない称しよう号ごうに、アルがたじろぐ。

「な、なんでせうか」

「私を、貴方あなたの従士にしていただきたい」

「は？」

　ミクトラが跪ひざまずき、骨の首が直角にコケた。何を言うのか、という感じである。

「従士って、領主様とか騎き士し様に仕える……え？　ミクトラ、アルに仕えるの？」

　ハルベルが両者を見比べる。慌あわてて手骨を振ふるのはアルだ。

「いやいやいや。待ってくれ。君は俺おれの友人だろ？」

「そう思っていただけるのは本当に嬉うれしい。私もそうありたい」ミクトラは歯を食くい縛しばる。

「ですが、貴方あなたと対等に並び立つことを、私の未熟さが、私の心が認められないのです。貴方あなたの元で、貴方あなたの友と胸を張れる存在になりたいのです。これは私の心の弱さ。どうかお許し下さい」

「名めい誉よ騎き士しに従士とか聞いたことが」

「前例はありませんが、問題はありません。騎き士しは騎き士しです」

「だってミクトラ、君こそ貴族……」

「ミクトラ・クートは冒ぼう険けん者です。従士を務めるに問題はありません」

「従士の俸ほう禄ろくなんて払はらえな……」

「お許しいただけるなら、自みずからの扶ふ持ちは冒ぼう険けん者として自ら稼かせぎます。これは魂たましいの問題です」

　ずばずばはきはき、迷い無く答えるミクトラだ。

（く、クソ真面目め～……！）

　アルが頭ず蓋がいを抱かかえる。よもやここまでこじらせていようとは。

「…………ちらっ」アルは指骨の間からミクトラを見る。

「………………………………………………………………………………」

　ガン見である。息も止めている。必死の目だ。それに、横で見ていたハルベルが先に根負けした。

「いいじゃん、何か変わることもあんま無さそーだし。アルがずばばーん！　って鍛きたえて、友達に戻もどせばいいじゃない」

「君なあ、軽く言うけどさあ……」

　そのまましばらく、ハルベルとアルがああだこうだ言い合う。その内に、

「……うっ」

　ミクトラが軽く泣きかけていた。さらに、周囲になんだなんだと野次馬も湧わきつつある。なにせ王都の中央門前だ。すごい目立つ。あわあわする人骨。

「あーもう分かった！　従士にでもなんでもする！　でも俺おれはずっと友達だと思ってるからな！　それでいいなら好きにしろ！」

　音を上げた。目にも止まらぬ速度で神聖剣けんをミクトラの肩かたに当て、慌あわてて立たせる。

「あ……ありがとうございます！」

「良かったねミクトラ！　あたしは友達同士のまんまでこれからもよろしく！」

「ああ、口くち添ぞえ感謝する、ハルベル……！」

　今度はアルが屈かがみ込こむ番であった。「なんでこうなった」とぶつぶつ言い、骨相を指骨で覆おおう。
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「かっかっか。賑にぎやかでなにより」

　それを、王城より遠見の水すい晶しようで眺ながめて優やさしく笑う者がいる。フブルだ。

「寂さびしくは、無さそうじゃの」

　西方ならば魔ま王おう軍ともそうそう出会わない。お婆ばあちゃんも多少は安心である。

「王国外ともなるとフォローも大変そうじゃが……まあ、良いいさ。お主のための苦労ならば、な」

　絶対に何かやらかすという謎なぞの確信を持ちながら、フブルは執しつ務む机の引き出しを引いた。魔ま法ほうによる姿絵。かつての彼かれと仲間達たち、四人が笑っている。

「いずれまた、このような──」

　魔ま導どう宰さい相しようは、そうして日々の雑務に戻もどる。







[image: EPILOGUE 2　聖邪の近況]

　堕おちる竜りゆう星せいを討うった黒こく白びやくの激光は大陸の空を奔はしり、種族問わずその目に瞬またたいた。大陸に住まう者で、その光を目にしなかった者は少ない。

　それは、連合諸国から離はなれて西方──エルフの国においてもそうだ。

　森の集落から外れ、清流が流れるほど近い場所で、一人の女性が空を見上げていた。

「あぁ──。そう。そうなのね。……アルヴィス」

　その人物は緑中において黒い聖衣を身にまとい、傍かたわらには中性的な雰ふん囲い気きを持った人物を引き連れている。

「イザナ様、あれは──あの光は。もしや、凶きよう兆ちようでしょうか？」

　従者らしきその人物もまた、空を見て静かな驚おどろきと不安を表情に乗せている。それに、イザナと呼ばれた女性は首を緩ゆるく振ふった。

「いいえ。あの光は死んでも戦うことを止めない、困った死者のもの。心配はいらない」

　その口くち端はには笑えみがあり、従者は眉まゆを八の字に寄せた。

「ええとその、心配いらないと仰おつしやるには禍まが々まがしい感じを受けるのですが……？　普ふ通つうそれ、討とう伐ばつしなきゃならない系のやつではないですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。元気そうで安心したくらい」

　言ってから、イザナは再び空を見る。光は鎮しずまりつつある。

（この三年、音おと沙さ汰た無かったのに。おそらくは、私の出しゆつ奔ぽんを契けい機きと見たフブル先生の呼びかけ……。歳としの割に相変わらずおせっかいで、心配性しようで、情の深いお方）

　警けい戒かいを見せる従者の傍かたわら、イザナは『彼かれ』が世に出た理由を自分に見み出いだす。それは彼かの女じよにとって後ろめたさであり、同時に少しだけ嬉うれしい。

（もちろん先生は、彼かれを再び表の世界に迎むかえる機会を、元から図はかってもいたのでしょうけれど。全く、彼かれには一ひと際きわ甘あまい……）

　微び笑しようを浮うかべたまま、彼かの女じよの瞳ひとみに少しだけの哀かなしさが乗った。

（アルヴィス……貴方あなたを呼び覚ませば──世界に放てば、結局こうやって剣けんを取る。今いま頃ごろは、悔くやんでおられるのかもしれませんね、先生。

　…………そのことは、私も少しだけ、残念だけれど）

　そうやって『聖せい邪じやの神火』イザナはしばらく、空を見ていた。愛いとしの死者を、その中に探すように。


了
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　　　あとがき




　ウオオ──────ッ！　俺だ──ッ！　佐さ伯えき庸よう介すけだ──ッ！　二巻だ────ッ!!

　二巻ですよこれが！　二巻です！　二巻なんだ！　初めての二巻なんだ！　デビューから十四年も経たってんのにな！　止めろ数字出すのは！　生々しい！　年齢関係は周す藤どう先生とかに散々いいのもらってんだ！　若さ！　眩まぶしい！

　ですが！　夢の！　夢に見た夢の二巻!!　夢………………夢？　夢……だと……？

　もしかしてこれは夢なのでは。

　なんだ夢か。

　悪い夢……いや……いい夢だった……。




　はいそういうわけで。流石さすがにここで──ｆｉｎ──とかやったら担当さんにマジで怒られそうなんで止めときます。

　元勇者の骨がせっせと頑がん張ばる物語、めでたく二巻でございます。

　これもいい年こいた作家の久しぶりの新シリーズを買っていただいた読者の皆様のおかげです。いや本当に感謝しております。冒頭あんなだけど。普段の言動から信頼って損そこなわれていくんだぞ。

　本作もテーマは一巻と変わらず。明るく楽しく、愛と勇気の冒険活劇です。やっぱファンタジー書くなら竜りゆうの物語って憧あこがれますよね。

　基本的に本作の竜は超強いです。主人公も超強いので目立って見えないんですが、世界観的には先進国が総力挙げて挑いどんでどうにかなるかな……どうかな。逃げてくれると嬉うれしい、ってレベルの生物です。ドラゴンはやっぱ強くあって欲しいという単純な作者の願望です。

　そんなわけで今作はドラゴンを軸じくにして、あれこれどかどか色んな要素山盛りの楽しい本になったと思います。手に取った貴方あなたも楽しんでくれると嬉うれしいです。感想のお便り待ってます。特に褒ほめるやつ。褒めるやつね。

　今回もたくさんの人々にお世話になりました。白ぱい狼らんさん、いつもキャラ多くてごめんなさい……。表紙来た時最高かよって思いました。担当さん、締しめ切きりぎりぎりですんません。三巻もね！　できればね！　出したいですよね！　ね！（圧）

　そして昨年末、十三年ぶりに電でん撃げき忘年会に顔出したら浦うら島しま太た郎ろう状態で大変緊張感ありました。でも懐なつかしい人、新しい人といっぱい顔合わせることが出来てすんげえ楽しかったです。あの人とかあの方にもまた会いたいなー。

　それでは！　出来れば三巻でまた会いましょう！　佐伯庸介でした！


──ようやっと雪が溶けた如月きさらぎの地元にて。おこたばんざい。
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佐さ伯えき庸よう介すけ

再び姿を現したフレッシュ感ゼロのモノ書き。

11年、２年、４か月と間隔がどんどん短くなってきている。次は一体いつ現れると言うのだろうか……。

著者近影は前巻の宣言通り買った新しい愛機・ポメラＤＭ２００。めがねはそのまま。
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イラスト／白ぱい狼らん

キャラも増えずいぶん賑やかになってきました。

キャラクターデザインには毎回悩まされますが、所狭しと舞台を駆け回るアル達を見て楽しんで頂ければ幸いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐伯庸介先生」係

「白狼先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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昔むかし勇ゆう者しゃで今いまは骨ほね2




双そう竜りゅうの転てん生せい者しゃ








佐さ伯えき庸よう介すけ
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